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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　初夏の日差しがやわらかな新緑の隙すき間まからこぼれる。

　木こ漏もれ陽びが光の斑まだらを描えがく山道を、一つの駕籠かごが登っていた。

　滑なめらかな漆うるしの施ほどこされた高級駕籠のりもの──その中でぼんやりと山野鳥の囀さえずりを聞いているのは大名でもなく、一人の少女だ。

　年のころは十代半ば。平へい凡ぼんに結ゆい上げた髪かみは傷いたんで赤茶けた黒髪。纏まとっているのは袖そで先さきが綻ほころび、足首も丸見えな木も綿めんの古着。どう見ても貧しい町民で、身分も外見もおおよそこの美しい駕籠には似つかわしくない。

（まるで、わたし……お姫ひめ様さまになったみたい。ううん、ちがう。本当にお姫様になるんだ）

　頰ほおがほてる。体中が夢と期待と希望で満ちあふれていた。

　少女──あおいは震ふるえる指先でそっと小窓を引いた。狭せまい内部が明るくなり、木き枠わくにかけた自分の指がはっきりと目に映る。なんて薄うす汚よごれた指だろう。爪つめは日々の家事で傷み、欠け、深く入り込んだ土が黒ずんで爪の先を汚していた。

（奉ほう公こうにだされて、もう四年かぁ……長かったなぁ）

　腕うでのいい大工だった父が死んだのは読み書き算盤そろばんを寺子屋で覚え終えてすぐの、数えで十二のときだ。弟はまだ二つにも届いていなかった。

　足の悪い母は家で笊ざるを編み、あおいは口減らしのため、そして家族を食べさせるために住み込みで働ける奉公に出た。紹しよう介かいされた仕事は江え戸どで材木問屋を営む商家の下働きだった。

　日の出より早く起きて家事をこなす下働きの仕事は辛つらく忙いそがしい。少女として身なりを整えるような時間も銭ぜにもない生活。この爪の先に入り込んだ畑の土だって、もちろんあおいのものではない。主人の趣しゆ味み菜園のものだ。

（いつお嫁よめにいけるんだろうって思ってたけど、まさかこんな夢みたいなことが起きるなんて……）

　あおいがぼんやりと夢ゆめ見み心地ごこちなのは、本当に夢のような出来事が起きたからだ。

　あおいは貧しくみすぼらしい下働きの身でありながら、なんと良家の旦だん那な様さまの目に留まったのだ。世にいう玉の輿こしというやつだ。

　きっかけは初春の三さん社じや祭まつりだった。

　奉公先の長女が祭りの花形である踊おどり屋台に乗ることになった。踊り屋台の娘むすめは多くが玉の輿にのることができるという大おお舞ぶ台たいだ。だから主人も長女も家人たちも、祭りの後はいつお声がかかるかと待ちわびていたのだ。

　そうしたある日、裕ゆう福ふくな身なりの男性が店を訪おとずれた。主人は玉の輿がついに、と喜び勇んだけれど、男の目当ては長女ではなく、なぜかその付き添そいをしていた下働きのあおいだった。あの時の大おお騒そう動どうは忘れられない。

　その後どういういきさつがあったのかは、詳くわしい話をあおいは知らない。

　ただ奉公先と母のもとへ、驚おどろくほど豪ごう華かな結ゆい納のうの金品が届けられ、みんなが腰こしを抜ぬかしたのだという話は聞いた。

　それからはもう、あっという間の出来事だったように思う。とても現実のこととは思えなくて、戸と惑まどうままに日にちが過ぎ、今朝方迎むかえに来た駕籠に夢見心地のまま押し込められてここまで来た。高級駕籠に乗せられるということは、その辺の裕福な若旦那どころの身分ではないはずだ。相手の話を何も聞いていないが、とても想像できそうにない。

「こんな夢みたいな話……いつ、覚めるんだろ」

　ぽつりと声に出してつぶやいた。するとそれを合図にしたかのように駕籠の歩みが止まる。休きゆう憩けいかしら、とあおいは窓を戻もどし、乱れた裾すそを整えた。

　駕籠を担かつぐ陸ろく尺しやくが戸を開けて履はき物をそろえてくれる。その履き物はあおいが自分で編んだ草ぞう履りで、自分の身なりのみすぼらしさに改めて頰に朱しゆがのぼった。

「ありがとう」

　礼を言うと、猿さる顔がおの陸尺二人（そっくりだから、たぶん兄弟だ）はそろってにこりと微笑ほほえんだ。

　周囲はずいぶんと開け、見上げれば青い空、一方には雨が降れば崩くずれそうな岩山、そしてもう一方には落ちたら一巻の終わりと思われる断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが山すそまで続いていた。

　立派な駕籠とはいえ窮きゆう屈くつには違ちがいなかったあおいは、大きく体をそらして伸のびをする。外の空気は青葉の匂においに満ちていた。

「ここは、どのあたりかしら？」

「山の道だ」

　何気なくたずねると、低く短い答えが返る。その声にあまりにも愛あい想そというものが感じられなくて、驚いたあおいは相手を凝ぎよう視しした。

　見上げるほど長身の青年。彼は良家の旦那様からの使いだ。彼が奉公先や母のもとを訪ね、話を通し、結納金を運んできた。何度か顔を合わせてはいた気がするが、夢見心地だったあおいは今はじめて彼の顔をしっかりと見た。

　年は二十歳はたちくらいだろうか。珍めずらしい赤みのある灰はい褐かつ色しよくの髪は後ろ髪が長く伸ばされ、くせ毛なのか後部がわずかに跳はねている。髷まげもなにも結っていなかったが不思議と違い和わ感かんはない。

　印象的なのは目だった。顔立ちははっとするほどに整っているものの、きつい印象を与あたえる切れ上がったその目元。射い貫ぬかれるかのように強い眼まな差ざしが抜ぬき身の刃は物もののようだった。

「お前、名はなんと言う」

「あ、あの、あおいです。不ふつ束つか者ものですが、よろしくお願いします！」

　不ぶ躾しつけに見入ってしまったことを誤ご魔ま化かすように勢いよく答えたせいで、普ふ段だんなら『葵あおいの御ご紋もん』に憚はばかって「あおです」というところをそのまま答えてしまった。青年は揚あげ足を取るでもなく、冷たく一いち瞥べつして腕を組む。

「ではあおい。ここから先は駕籠での旅は終わりだ。先を急ぐからな」

「あ、はい。えっと、走るとか？」

「馬ば鹿かをいうな。さっさといけ」

　手の甲こうをふり、歩くように促うながされる。

　あおいは困こん惑わくした。下働きとして奉公してきたあおいは体の丈じよう夫ぶさには自信がある。歩けといわれればいくらだって歩いてみせるが、青年の態度が妙みように引っかかった。これが、輿入れする娘を案内する者の態度だろうか。

（……しかも、さっさと行けって……あっちに!?）

　おろされた駕籠は岩山側に。青年はその駕籠を背にして、あおいを向いて立っている。つまりあおいは断崖絶壁を背に立っているのだが、おかしいことに青年が行けと命じているのは左右に続く山道のほうではなく、その断崖のほうに見える。

　まさか飛び降りろというわけではないだろうに。

「か、駕籠は、駕籠はどうするんです？　まさか置いていくわけじゃないでしょう？」

　助けを求めるように陸尺兄弟を見れば、二人はそろって首をふった。

「あっしらが担いで帰りやす。少し遅おくれやすが、気にせず先を行ってくんなせぇ」

「先にって、そこまで健けん脚きやくじゃないわ。あの……っ」

「ごちゃごちゃ言うな。急いでるんだ、俺は」

　苛いら立だった声に再び青年を凝視する。彼は大おお股またであおいとの距きよ離りを詰つめた。やはりどう考えても断崖絶壁へ追いやろうとしている様にしか見えない。

「ちょ、ちょっと、まって。あぶないでしょ！」

「危ない？　いってる意味がわからない。ほら、さっさと飛ぶんだ」

「戸部？　いや、飛ぶ？　あなたなに言って……」

　あおいが抵てい抗こうを見せると青年は不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せた。刺さすような鋭するどい目つきをした青年に詰め寄られ、その迫はく力りよくにあおいは後退する。怖こわい！

「こ、こないで！」

　まるで辻つじ斬ぎりでもしそうな人相だ。恐きよう怖ふに駆かられて更さらにさがると、ついに足元がぼろりと崩れた。

　あっ、と思ったときにはすでに遅おそい。

　階段を踏ふみ外したのと同じ、一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かん。視界から青年の姿が消え、かわりにまぶしいほどの青空がいっぱいに広がる。落ちる！

（──わたし、死ぬんだ）

　悲鳴が出たかどうかはわからない。

　ただ落下する風圧と、断崖から伸びた小枝が体中を打ち据すえる痛みだけが感じられ、それもすぐに意識とともに遠ざかった。




　意識を手放す手前の、ほんの一瞬。一瞬だけ。

　かすんでいく青空に、青年の姿が見えた気がした。

（……ばかばかしい）

　あおいは目を閉じた。

（嫌いやな夢。馬鹿みたい。玉の輿だなんて、とんだ夢。しかも、男の人の背中に翼つばさが生えて空を飛んでくるだなんて……ほんと馬鹿な、夢）

　意識が暗転する。

　けれどその暗くら闇やみの中に、白と黄色の模様が入った一枚の羽が舞まったような、そんな気がした。
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「連れん雀じやく。きみ、化け物呼ばわりされたそうですね」

　小店の窓内でぱたぱたと炭火を扇あおぎながら、優やさしげな面おも持もちの青年は微笑んだ。腰まで垂れた長い髪かみは黒く、そのうち二房ふさほどが鮮あざやかな黄みを帯びている。身に纏まとった着物はしゃれた絹の紬つむぎ。襷たすき掛がけしてはいるものの、どうみても小店で働くのに適しているとはいえない上等なものだ。

　それを横目で睨にらむのは、店内の小上がりに腰をかけた連雀と呼ばれた青年。

　鬱うつ陶とうしげに赤みがかった灰褐色の髪をかき上げ、手にしていた香こうばしい香かおりの串くし焼やきにかじりつく。

「──生焼けだ。もっとよく焼け」

「ちがいます。外はカリっ、中はトロっ、がおいしいんです。話、そらしましたね？」

「うっさい。誰だれから聞いたんだ、そんな話」

「ふふ、駕籠かご屋の猿兄弟から。ウケてましたよ。天下の仙せんが化け物呼ばわりされるとは」

　こらえきれない笑いが漏もれて、青年の肩かたがかすかに揺ゆれる。

　冗じよう談だんじゃない、と連雀は目元を苦くした。

「神に仕える仙を化け物だと言ったんだぞ、あの娘むすめ。そのうえ失神して二日目だ」

「ああ、目を覚ましてはまた気を失うの繰くり返しだとか。よほど恐おそろしい目にあったのでしょうねえ」

「吉き備び、なんだその目は。何か言いたげだな」

「いえ、べつに。ただ、猿さる兄弟もあきれていましたよ。何でも崖がけから突つき落としたんだとか？」

「それはちがう」

　連雀はふいと顔を背そむけた。

「崖から飛ぶように言った。そしたらあの娘が、驚おどろくことに普ふ通つうに落下したんだ。落ちるのを放ほうっておいたら死にそうだったから助けた。平手で頰ほおを打ったら目をあけたから、あらためてもう一度、もう少し高いところから落としてやったんだ」

　そのときだ。仙であるこの身を「化け物！」と大声で罵ば倒とうしてきたのは。嫌なことを思い出した連雀はそのきつい目元を眇すがめた。

　対する吉備は呆あきれ顔でじっと連雀を見つめる。

「………………ええと、そのこころは？」

「本能だ」

「はい？」

「猫ねこは高いところから落とせば本能でうまく着地する。飛べないようだったから、思いついた。あいつももっと高いところから落とし直せば、本能を発揮するかと思った。それだけだ」

　一応後ろ暗い気持ちはあるのか顔を逸そらした連雀に、吉備は非難するような視線を向けた。

「それだけって、なにをアホなことを。自分の正体も知らずに育ち、翼よく変へんも出来ないような娘さんにそんな無む茶ちやをしたのですか。常々きみはアホだと思っていましたが、やはり正しよう真しん正しよう銘めい脳ミソ痛いみたいですね」

　連雀は絶句し、ぎこちなく立ち上がる。

「────もう戻もどる」

　空になった小皿の上に手をかざす。

　手のひらがわずかに光を帯びた次の瞬しゆん間かん、そこから一文銭のような小こ銭ぜにが三枚落ちた。それが普通の銭と明らかに違ちがうのは、その材質が銅でなく翡ひ翠すいでできている点だ。

「連雀。仙どうしで仙貨を払はらってどうするのです。しかもあなたが今食べていたブドウ串は三文でなく六文です」

「細かいな。そもそもがタダならまけたっていいだろう」

　連雀が三文を回収しようとすると、吉備が先にさっと手を伸のばして拾い上げた。

「きみからの贈おくり物として飾かざっておきます」

「早起きで得した程度の贈り物がそんなに嬉うれしいなら勝手にしてろ。──それよりも吉備、さっきのことだが……」

「わかっていますよ、口外しません。しかし猿兄弟も口が軽いですね、いくらわたしがきみの大親友とはいえ、口止めされていることをうっかり漏らしてしまうだなんて」

「どうせお前が口八丁で聞き出したんだろうが。だが、重ねてきつく口止めはしておく必要があるな」

　できれば、雛ひなが自力で巣立つまでは周囲に知られないほうがいい。雛鳥は巣の中にいてさえあらゆる肉食動物の餌え食じきとなる。一瞬の油断で命を落とす。

　連雀がそう考えていると、それを読んだかのように吉備がゆるく首を振ふった。

「どんなに口止めをしても結局はどこかから漏れます。噂うわさというものはそういうものですよ。それに神事の日が来れば彼女の紹しよう介かいをせずにはいられません」

「わかってる。だから一刻でも早く巣立ちをさせる。その前に神事の準備が先だ。とにかく時間が無いというのになんだ、二日も寝ねて過ごすなど……冗談ではないぞ」

　連雀は苛立たしげに眉まゆを寄せた。吉備は対照的なほど朗ほがらかに目を細める。

「目覚めているといいですね、その娘さん。きみにいいこと教えてあげます。『急がば回れ』ですよ。そんなにも急いでいるのなら、まずは笑え顔がおを心がけて優しくすることです。ひどく混乱しているでしょうからね、やさしく丁てい寧ねいに扱あつかって落ち着かせることです。なにせきみはそもそもの目つきが凶きよう悪あくすぎますから、人一倍優しく心がけないと、何日たっても目覚めてなんてくれませんよ」

「だったらお前が引き受ければいいだろう」

「なにを言うのです。きみが姫ひめから任されたお仕事でしょうに」

　連雀は渋しぶい顔で吉備を一いち瞥べつすると、吉備の営む『ヤキイモ屋』を出た。

　外に出れば、まぶしい日差しとともに薫くん風ぷうがさっと吹ふき抜ぬける。一いつ瞬しゆん目をすがめた連雀は、彼を呼ぶ慌あわただしい声を聞いた。

「──連雀様、連雀様！」

　大おお店だなに挟はさまれた狭せまい裏道を小さな子供が駆かけてくる。──いや、子供ではない。子供と同じ背せ丈たけの、それは二本足で歩く狸たぬきだ。しっかりと着物を身につけた狸は、しかしどこか人間じみて見える。

「ポ太た郎ろう、どうした。お前には娘の見張りを命じてあったはずだが」

「そ、その娘が逃にげ出しましたのでス！」

　はぁはぁと肩で息をつきながら、狸は連雀の前で頭を下げる。連雀はうんざりとした顔つきで一瞬空を仰あおいだ。

「ちゃんと見ていろと命じたはずだ」

「き、きちんと見ていましたとも！　ですのできちんと見み逃のがすことなく追いかけまして、現在いる場所もきちんと把は握あくしておりますのでス」

「おやおや、逃げられちゃったんですか？　やはりよほど怖こわかったんですねえ」

　明らかに面おも白しろがっている顔で吉備が店から出てくる。

「うっさい」

「あちらです、連雀様！　道を下った先、棚たな田だにおりまス」

　連雀は駆け出した。後ろを楽しそうに吉備がついてくるのを忌いま々いましく思いながら大路に出る。地を蹴けった足がそのまま宙に浮ういたのはその刹せつ那なだ。

　黄色や赤の飾り羽がついた灰はい褐かつ色しよくの翼つばさが一対つい、大きく羽ばたいて飛び去った。
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　あおいは走っていた。

　足はだるく萎なえていたし、空腹はもう痛いほどだった。

　けれど、それでも走る。

（これは、夢！　だけど、どこからどこまでが夢なの!?）

　夢なら逃げる必要はないとも思いながら、それでも足が止まることはない。夢とわかっていても怖いものは怖いのだ。

（化け物の棲すみ処か！　早く逃げないと、食われる……とり殺される！）

　あおいが目覚めたのは、ふわふわのまるで雲のような柔やわらかさの布ふ団とんの中だった。

　庶しよ民みんの家に布団なんてものはふつう無い。あおいが普ふ段だんくるまっているのは布団がわりの搔かい巻まきで、とても比べ物にならない高級そうなそれに、あおいはてっきり輿こし入いれ先にたどり着いたのだとばかり思った。

　起き上がってみれば、身につけていたのは滑なめらかな手て触ざわりの絹の襦じゆ袢ばんで、なおのことそこが件くだんの良家なのだと思った。

　────けれど。

　それはとんでもない思い違いだったのだ。

　着いた早々に寝込んでしまったのかと慌てて人を呼べば、礼れい儀ぎ正ただしく襖ふすま障しよう子じを引いて入ってきたのは、なんと服を着込んだ狸だったのだ！　たぶん悲鳴を上げたような記き憶おくがある。

　その次の記憶はまた布団の中だった。再び起き上がって、同じように人を呼べば同じように狸がやってきた。しかもその次起きたときには狸はすでに室内に入っていて、あおいが寝ている布団の横に食しよく膳ぜんをしつらえていた。

　空腹から思わず器うつわの中を覗のぞき込むと、なんと朱しゆ塗ぬりの美しい椀わんの中には生に違いない木の実、そしておぞましいほどのうにょが入っていたのだ！　野菜によくくっついてるうにょうにょしたあれだ！

　だがさすがにこの状じよう況きように慣れてしまったのか、あおいの意識はそこで途と切ぎれなかった。ただ、逃げ出さなくてはという恐きよう怖ふの感情がせりあがってきて、あおいはとりあえず気を失ったふりをして狸が出ていくのを待った。

（あんな、虫と木の実だらけの狸たぬき御ご膳ぜんなんて、たとえ夢でも誰だれが食べるもんですか！）

　あおいが今裾すそをたくし上げて全力で走っているのは緩ゆるやかに下る大路だ。

　あのあと庭園の木々に隠かくれながら、襦袢姿のまま謎なぞのお屋や敷しきを逃げ出してきた。お屋敷は驚おどろくほどに広くて、それはまさに思い描えがいていた輿入れ先のようにもみえた。

　明らかに違うとわかったのは、そのお屋敷で右に左にと忙いそがしく働く小間使いたちが、だれもかれも人間ではなかったからだ。驚くことに大小さまざまな狸が二本足で立って家事を働いていたのだった。

（なんなのなんなのなんなのここ───!?　もういや──っっ）

　振り返れば、追いかけてきていた大狸の門番がようやく見えなくなっていた。

　それでも安あん堵どに胸をなでおろすことはできない。なにせ大路を挟んで並ぶ大屋敷の門もん塀ぺいの前には、まだ化け物がわらわらいるからだ。

　狸に狐きつねに犬に猫ねこに、猪いのししやら熊くまやらの姿もあった。その誰もが二本足で一丁前に立って歩き、ちゃっかりと木も綿めんの着物に身を包んでいる。

　あおいは転びそうになりながらも一つの角を曲がる。逆くの字のように折り返すそこを過ぎると、今度は二階建ての小店が立ち並ぶ、いかにも庶民的な町人地の風景が現れた。

（武家地と町人地？　江戸によく似てるわ）

　天てん秤びん棒ぼうを担かついだ行商の商あきなう声、客の注文の声、子供の泣き声、笑い声、喧けん騒そうといってもいいほどの活気。

　大路を挟んで並ぶ表おもて店だなの合間には裏木戸があって、それをくぐればきっと裏うら店だなや裏長屋に続いているに違ちがいない。すれ違う町人たちがみなケモノであることを除けば、まるきり馴な染じみある風景だった。

「あ、っと、ごめんなさい」

　おどおどと周囲を窺うかがいながら走っていたあおいは、勢いよく誰かの背にぶつかった。

　咄とつ嗟さに謝りながら見上げると、相手は毛むくじゃらの狸──ではなく、精せい悍かんな顔つきの男性だった。

（人間！）

　助けて、と言いかけて、あおいはぎょっと目を剝むいた。

　男性の目の周りには奇き妙みような白い隈くま取どり、髪かみは染め糸のような鶯うぐいす色いろだったのだ！

「ひ、ひと!?　化け物!?」

　男性が何を言うより早く、再びあおいは駆けだした。

　よく見れば、通りには歩くケモノ以外にも、美しい人間の姿をした者たちの姿がある。しかし彼らの髪に黒は少なく、赤に白に茶ちや斑まだらにと明らかに普ふ通つうではない。

　海を渡わたってきた南なん蛮ばん人じんに見えなくはないけれど、彼らは全く驚く様子も無くケモノたちと接していた。とても声をかける勇気は出てこない。

　荒あらかった息が、限界を超こえてぜいぜいと嫌いやな音を立てる。

　町人地に似た町を抜けると、視界は一気に開けて長閑のどかな棚田が広がっていた。

　数段を駆け下りて、あおいはようやく足を止める。限界だ。もうこれ以上は走れない。

　周囲を見回して追ってくるモノがないことを確かく認にんしてから、あおいは崩くずれるように田んぼの畦あぜに腰こしをおろした。

　ゆっくりと呼吸を整えてから、棒のようになった足をさする。あおいは途と方ほうにくれて空を見上げた。

「…………だめ。頭が混乱して、なにを考えたらいいのかもわかんない」

　なんだか変だ。これはたぶん夢なのに、走ればすごく苦しいし、腰をおろした畦からは濃のう厚こうな若草の匂においがする。鮮せん明めいすぎてどこか妙みようだ。

（まぁ、夢だって言うならやっぱり玉の輿こし話からが夢よね。わたしがとびきり美人ならともかく、目鼻立ちも地味だし。それにあの使いの人……）

　赤みがかった灰褐色の髪の男。背が高くて、きれいな顔なのに目元が鋭するどくて。ちょっとだけ見とれてしまったけれど、態度はすごく悪くって。

「あれ？　あの人の案内で駕籠かごに乗って、山道を登って……それからどうしたんだっけ？」

　記憶が不思議とぼんやりしている。思い出そうとすると、背すじにゾッと震ふるえが走った。

　なんだか嫌な予感がする。謎のお屋敷では化け狸に驚いたけれど、それよりも前に化け物を見たような……。しかもなんだかあの男と無関係ではないような感じがする。あの人も狸だったんだろうか。

「……って、これってもしかして、化かされていたってこと？」

　あおいはさっと青ざめた。

「どうしよう！　じゃあここは昔話でよく聞く『化け狸だぬきの里』なんだわ！」

　思わず立ち上がると、背後でこらえていたものを噴ふきだすような笑い声が上がった。

　ぎょっとして振ふりかえれば、一段上の畦に立って男二人がこちらを見下ろしていた。しかもその背にあるものは、どこからどう見ても人間の背にはついていないものだ。

「──つ、翼……」

　腰が砕くだけた。その場にへたり込んで、あおいはそれらを凝ぎよう視しする。

　一人はそう、例の使いの男。その背には髪と同じ色合いの大きな翼が一対。風切り羽には白や黄色の模様と赤い飾かざりがついている。

　もう一人は初めて見る男だ。顔立ちは使いの男とは対照的にほんわかと優やさしげで、けれどもやはり同じように大きな翼を背負っていた。風切り羽にわずかに黄みの入った、漆しつ黒こくの翼。着ている着物と髪の二房ふさは鮮あざやかな黄色だ。
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　その優しげな男のほうが、涙なみだまで浮うかべて可笑おかしそうにあおいを見ていた。

「ば、化け狸の里……ふふ、おもしろい娘むすめさんですね、連雀。確かにきみの屋敷は狸の獣じゆう精せいばかりだけれど、くくく……」

「吉備、笑う前に怒おこるのが普通じゃないのか？　神聖なる鳥ちよう界かい山さんを狸の巣そう窟くつ呼ばわりされたんだぞ」

「なにいってるんです。そこまで誤解させるような連れ出し方をしたのはきみでしょうに。ねえ？」

　ねえ、という同意を求める言葉が自分に向けられたものだと気がつくのに、あおいは五拍はくの時間を要した。

「あ、は、はい……？」

　腰が砕けて逃にげられないという恐きよう怖ふと焦あせりが少しだけしぼんだ。吉備という鳥男（？）の顔からは害意はまるで感じられない。それどころか親しみをこめた温かさまであって、悪い化け物ではないような気がしてくる。

　戸と惑まどうあおいの様子を察したのか、吉備はゆったりとした柔やわらかな動きで段差を下り、あおいからほんの少し離はなれたところへと腰を下ろした。大きな翼つばさは背にぴたりと畳たたまれている。

「怯おびえる必要はありません。驚いたでしょうけど、わたしたちは妖よう怪かいとは違いますから」

「…………違いが、よく…わからないんだけど」

　勇気を出してそう口に出した。吉備は気分を害した様子もなく困ったように笑う。

「でしょうね。連雀も道中きちんと説明をしながら連れてくればよかったものを。かわいそうに」

「説明が必要だとは思わなかっただけだ」

　苦い表情で連雀も一段をおりてあおいに並ぶ。

「だが、必要だというなら今答える。何でも聞け、一つずつな。俺は連雀。こっちは吉備だ」

　彼の言葉にあおいはすぐに口を開いた。

「ここは、わたしの夢の中じゃないの、よね？」

「ちがうな」

「ここはどこ」

「鳥界山だ」

「ちょうかい山？」

　確かに山だ、とは思う。ここまで逃げてきた道はずっと緩ゆるやかな下り調子だったし、急斜な棚たな田だなどいかにも山腹を削けずりだして作ったものに違いない。

「だけど、普通の山じゃないわ。変な狸とか変な猿さるとか変な色の髪の人たちとか！」

「当然だ。鳥界山だからな」

　要領を得ない連雀の答えに、吉備が助け舟ぶねを出してくれる。

「鳥界山とは、仙せん界かいです。仙の住む山。ええと、仙っていうのは知ってます？」

　頭痛がしそうだ、とあおいは思った。わけがわからない。もしかしたらまだ狸に化かされている途と中ちゆうなのかもしれない。そう思いながらも力なく頷うなずいた。

「仙て、仙せん人にんとか仙せん女によとかの仙でいいのかしら。霞かすみを食べて、空を飛んだり、妙な力を使ったり、不老不死だとかいう、あれ？」

「まあ、偏へん見けんもありますがそんなところです。この鳥界山はその仙のなかでも鳥からなる『鳥ちよう仙せん』と呼ばれる仙たちの住む山なのですよ」

「鳥!?　鳥も仙人になれるの？」

「なんだ、人だけがなれるとでも思っていたのか」

　連雀は不快そうに眉まゆを顰ひそめた。あおいはその表情が怖こわくてあわてて目をそらす。

「そんなわけじゃないけど。そもそも仙人だなんてただのおとぎ話だと思っていたし」

「目の前に二人もいるだろう」

　おずおずと視線を戻もどして翼を見つめる。化け物か仙かはともかく、彼らが人でないことだけは間ま違ちがいないようだった。

「……かえして」

「ん？」

「元いた所に、江戸の町に帰して。仙人だって言うなら悪いことはしないんでしょう？　わたしをわざわざさらってきて、狸たぬき鍋なべならぬ人鍋にして食べてしまおうってわけじゃないんでしょう？　だったら早く帰してちょうだい！」

　涙が出てきそうだ。馬ば鹿かみたいだと思った。良家にもらわれるだなんてとんだ夢物語を聞かされたあげく、連れてこられた先は仙だか狸だか化け物だかの巣窟だなんて。

　惨みじめ過ぎて悲しいよりも悔くやしかった。ぬか喜びにもほどがある。

　二人を真っ直すぐ見み据すえながら涙をこらえるあおいに、鳥仙を名乗る二人の男は困ったように顔を見合わせた。

「なによ？」

「……戻ったところで、貧しい奉ほう公こうの身に変わりはないだろう。そんなに愛着の湧わく身分でもないと思ってたんだが」

「あ、愛着なんてないわよ！　そりゃ貧びん乏ぼう辛つらいわよ！　でも、こんなところにいられない！」

「どうして？」

「人だからに決まってるじゃない！」

　あおいは叫さけんだ。怒いかりからか悔しさからか、唇くちびるが震ふるえる。連雀と吉備は更さらに困こん惑わくの表情を見せた。

　奉公の下働きが玉の輿こしだと大おお騒さわぎをした主人や近きん隣りんの住民たちは、あおいが騙だまされました噓うそでしたと言って出戻ったらどんな顔をするだろう。町中があおいを笑いものにするに違いない。とんだ大おお恥はじだ。想像しただけで恥はずかしくて逃げ出してしまいたくなる。

　──けれど、帰らなくては。仙界だとか化け狸の里だとか、冗じよう談だんではない。こんなところにわざわざ連れてこられる意味がわからない。

「早く帰してよ。あなたが連れてきたんでしょ？」

　責めるように見ると、連雀は大きなため息を一つ落としてから立ち上がった。

「──わかった」

　その言葉にほっとしてあおいも立ち上がる。だが、次の瞬しゆん間かん！

「きゃっっ！」

　あおいは小さな悲鳴を上げた。なぜだか連雀の腕うでの中に強く抱だきしめられていた。

「や、やだ、なにを……！」

「やはり落とそう」

「は？」

　見上げれば、その整った顔立ちと切れ長の目がすぐそこにあって、相手は人でないとわかっているのに反射的に顔に朱しゆがのぼった。

「暴れるなよ」

「や、やだ……」

　連雀はあおいの耳元に顔をうずめるようにして囁ささやいた。抵てい抗こうしようとした手足に力が入らない。頭の中まで真っ赤に燃え上がってしまいそうだった。

「連雀、きみ、なにをしようとしてるんです！」

　焦ったような吉備の声。

「もう一度落としてみる。それで本能が目覚めるかもしれない。説得するよりずっと手早い」

「ああもう、きみはまたしてもそんな馬鹿なことを！」

　あおいは熱に浮かされたようにぼんやりとした目で吉備を見た。連雀の肩かた越ごしに見える慌あわてふためいたような表情。それがなぜだかすっと遠くなる。

　あっと思ったときにはもう、足先に地面の感かん触しよくがなかった。熱かった体中が冷水を浴びせられたようにさっと体温を失う。連雀の背にある翼が羽ばたいていた。

　──空を、飛んでいる。

（あ）

　あおいの記き憶おくが刺し激げきされる。こんなことが前にもあった気がした。

　羽ばたく美しい翼、赤みのある灰はい褐かつ色しよくの髪かみと、せっかく整っているのに見事に不ふ機き嫌げんそうな顔。それがすごくすごく近くて、なんだかふわふわとして、それから──。

「ちょ、ちょっと、おろして！」

　あおいは慌てて身み動じろぎした。思い出してきた。なんだかこれはすごく怖いことだ。

「今おろす」

　強くあおいを抱きしめていた腕が、言葉とともにぱっと離される。

　物もの凄すごい反射神経であおいは連雀の首に縋すがり付いた。咄とつ嗟さに摑つかんだ着物や髪の一部がちぎれる音がしたけれど、それどころじゃない！

「ちがう、ちがくって!!　ちゃんとおろして！　そっと、そぉーっとよ！」

「それは自分でやるんだ」

「なに言ってんの!?　わけわかんないでしょ！」

「いいか、よく聞け」

　連雀はずり落ちそうになってしがみ付くあおいを再び強く抱きなおす。

「いいか、お前は人ではない」

「ひ、人でなし！」

　まるで恋こい人びとのように強く抱きしめながら耳元に囁かれて、あおいの心臓の鼓こ動どうは激しく跳はね上がっていた。それがときめきによるどきどきなのか、恐きよう怖ふによるそれなのか、わけがわからなくてあおいはさらに混乱した。

　内臓は恐怖で凍こおりつきそうなのに、顔は火が噴ふきそうなほど熱い。

「うぅ、助けて。なんかいろいろ助けて」

「聞けといってるだろ。お前は人ではない。俺たちと同じ鳥仙だ」

「……………………はあ？」

「必ず飛べる。体の中心に力を入れろ。丹たん田でんで練った仙気を翼つばさの形に広げるんだ」

　啞あ然ぜんと連雀の顔を見ようとしたあおいは、その不機嫌そうな目つきが一いつ瞬しゆんにして遠ざかっていくことに気がついた。すでに彼の腕は無情にも離はなされてしまったのだ。

「ぃぃいやあぁあああああああああ──────っっ!!」

　あらん限りの悲鳴を上げた。

　あおいは遠ざかる意識の中で、連雀に空から落とされるのがこれで三度目だということを思い出していた。
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　──お前は人ではない。

　連雀の言葉が脳のう裏りによみがえる。

　──俺たちと同じ鳥仙だ。

「………………そんなこと、どうやって信じろっていうの!?」

　ここは連雀と名乗った男の屋や敷しき。その湯ゆ殿どの。

　あおいはだぽん、と怒りにまかせて手て桶おけを乱暴に湯の中につっ込んだ。

「もうっ！　わけがわからない！　あの男！」

　一人で文句を言いながら、手桶の湯を勢いよく体にかける。温かい湯があおいの体にこびり付いた泥どろを流した。

「突とつ然ぜんわけがわからないことを言って、あげくに空から落とそうとして！　し、死ぬとこだったじゃないの！」

　思い出すともはや恐怖以上に怒りを感じる。

　なんとか死なずに済んだのは吉備が助けてくれたおかげだった。我に返ると彼の腕の中に優やさしく抱かれ、しかしがっかりなほどに下半身は田んぼの泥につかりまくっていたのだ。

　その後は吉備に抱かれたまま、再び連雀の屋敷へと運ばれてしまった。抵抗しようにももう、疲ひ労ろうと空腹と腰こしが抜ぬけたのとで力が出ないまま、集まってきた化け狸だぬきたちに囲まれて、あれよあれよとこの湯殿へと押しこまれたのだった。

　あおいは糠ぬか袋ぶくろで強く体中をこすり上げた。納なつ得とくいかない怒りだとか、理り不ふ尽じんな境きよう遇ぐうだとか、連雀とかいう男のつっけんどんな態度だとか、そういった不満をぶつけるように力いっぱい体を洗った。泥のこびり付いた足を洗っていると余計に腹が立ってくる。

（なにが、「かわいそうに」よ）

　吉備の言葉を思い出して、あおいは眉み間けんにしわを寄せた。

　──本当に翼よく変へんできないんですね。かわいそうに。

　優しい面おも差ざしを曇くもらせて、同情するように吉備は言った。そして帰りたいと泣くあおいに、吉備は穏おだやかに、けれどもしっかりと言い含ふくめるように続けたのだ。

「あなたは両親が鳥ちよう仙せんの、純血二世。生まれついての鳥仙なのです」

　何かの間ま違ちがいだと首を振ふるあおいに、確信している様子で「間違いようがない」という。

「あなたは知らないだけなのです。人間の母親も気がついてはいないでしょう。わたしたちは三社祭でようやくあなたを見つけ出し、ことを荒あら立だてないように嫁よめに出るという形で連れ帰ってきたのです」

　吉備や連雀たちの言い分はそういうことなのだ。あおいは人間ではなく鳥の仙、鳥仙という存在で、だから騙してさらったのではなく連れ戻もどしただけなのだ、と。

（そんなばかな）

　あおいは糠袋を桶の中にぶん投げた。どう考えたって自分は人間で、人間でない部分なんて一つもない。背中に翼なんてものもない。それをどういう勘かん違ちがいで間違いないなどというのだろう。

　こすり上げた体を流し、風ふ呂ろ桶おけの湯にそっとすべりこむ。贅ぜい沢たくにもなみなみと張られていた湯はいくらか溢あふれて床ゆかにこぼれた。「贅沢だわ」と口にして、あおいはそっと目を閉じた。

　湯屋になら行ったことがあるが、こんな備え付けの内風呂に入るのなど人生初めてのことだ。奉ほう公こうしていた材木問屋には、妻のための風呂のほかに妾めかけのための風呂まであったけれど、まさか下働きのあおいが使えるはずもない。いつも裏庭の水場で水をかぶって体をこすり、何日かに一度の割合で近くの湯屋に通う程度だった。

「風呂桶を洗ったことは、何度もあるけど……ね」

　温かい湯はとろけそうなほどに心地ここちいい。絶ぜつ妙みような湯加減だった。息を吸い込めば清せい涼りような檜ひのきの香かおりが胸いっぱいに広がる。「あー極楽ごくらく極楽」とほっこり息をつきそうになったあおいは、はっと慌てて首を振った。

「いけない！　きっと、それが魂こん胆たんなんだわ。贅沢に慣れさせて、そんでもって、元の貧しい下働き生活に戻りたくないって気持ちにさせるという！」

　その手には乗るもんか！　と湯をすくって顔にかけた。目を覚ますためだったけれど、とんでもなく気持ちがいい。恐おそろしいほどに逆効果だった。

　立ちこめた湯気と檜の香りは驚おどろくほどにあおいの怒いかりを鎮しずめてくれる。

　あまりの心地よさに怒りを削そがれ、それどころか理性がぐらぐらと揺ゆれてしまうのが自分でもわかる。この鳥界山とかいう所に住めば毎日こんなふうに風呂に入れるのだろうか、毎晩のんびりと極楽気分が味わえるのだろうか、死なずに極楽に行けるなんてまたとない機会ではないかなんて事を思わずちらりと考えてしまう。自分の貧びん乏ぼう具合と現金さに落ち込みそうだ。

　うう、と天てん井じようを仰あおぎ見た。

「……なんで、こんなことになっちゃったの」

　頭がぼうっとしてきた。そろそろのぼせそうだ。あおいはふらふらとおぼつかない足取りで風呂からあがったのだった。




　用意されていた着き替がえはまたもや絹の襦じゆ袢ばん、そして絹きぬ紬つむぎの贅沢な着物だった。肌はだに馴な染じみのいいそれに袖そでを通せば、なんだか本当に玉の輿こしに乗ったような気分になってくる。先日まで身につけていた木も綿めんの古着とは雲うん泥でいの差だ。

　脇に置かれていたつんつるてんのその古着を見ていると、自分がものすごく惨みじめな存在だった気さえしてくる。あおいはそんな考えを振り払はらうように首を振った。

「わたしだっていつまでも貧乏下働きでなんていないわ。もっと仕事を覚えて家事の腕うでも上げて、もっと条件のいい働き口に移って。そう、貧乏脱だつ出しゆつ大作戦よ！　なにも狸の里で豊かになる必要なんてない」

　自力で何とでもなる！　そのために今まで必死に働いてきたんだ！　そう胸を張って湯殿を出ると、待ち構えていたふかふかの狸がぺこりと頭を下げた。

「お召めし替かえが済みましたらこちらでス。わたくし、あおい様のお世話を仰おおせつかっております、ポ太郎と申しますでス。ささ、こちらこちらへ」

「ちょ、ちょっと、どこに……」

　あおいが抵てい抗こうを見せると、わらわらと狸たちが現れて、まるで波に吞のまれるかのようにしてあおいは廊ろう下かを運ばれていった。

　通されたのは立派な奥おく座ざ敷しきの一間。美しい墨ぼく彩さい画がと鮮あざやかな石楠花しやくなげが飾かざられた床とこの間を背にし、連雀は座っていた。ポ太郎があおいにも座るようにと促うながしたけれど、それには従わず足を踏ふみ出す。

「連雀さんっ」

　連雀の鋭するどい眼まな差ざしがあおいに向けられる。迫はく力りよくに負けそうになりながらも、あおいは気合いを入れて息を吸った。言うことは二つ。「お風呂をありがとう」と「やはり帰ります」だ。

　ところが、肝かん心じんなところでお腹なかが鳴った。……どうしようもないほど盛大に。

「…………いえ、あの」

　しんと静まり返って全員があおいを見つめる。連雀の視線も気まずいけれど、純真無む垢くな狸たちの瞳ひとみもいたたまれないほどに恥はずかしい！

　連雀に詰つめ寄ることも出来なくて、結局あおいは身を小さくして腰を下ろした。

「あおい様。あせらずとも、ただいまお食事をお持ちいたしまス」

　憐あわれんだようにそっと耳打ちしてくる言葉が痛い。恥ずかしさに消え入りそうになっていたあおいはここでふと顔を上げた。

（食事？　って、まさかあの狸たぬき御ご膳ぜん!?）

　ついうっかり席に着いてしまったけれど、断じてお断り申し上げたい！

『狸御膳』の恐きよう怖ふに立ち上がりかけたところで、狸たちが膳を手に入室して来た。鼻先を甘いご飯の香りがかすめる。吸い寄せられるようにあおいは目の前にしつらえられたそれを凝ぎよう視しした。

（──狸御膳じゃない！）

　漆うるし塗ぬりの膳の上には湯気のたつ白いご飯。汁しるでかさ増しした雑ぞう炊すいでもなく、稗ひえも粟あわも麦も混ざっていない正しよう真しん正しよう銘めいの輝かがやかんばかりの白めしだ！　しかもその横には汁物、そして焼き筍たけのこと青菜のおひたし、まるまると大きな焼き魚まで並んでいる。

　あおいの口の中は唾だ液えきの大だい洪こう水ずいが起きていた。父が死に、奉公に出て以来こんな立派な食事にありつけるのは初めてのことだ。

「どうした？　いい加減腹が減るころだと思うんだがな」

　連雀のため息まじりの声に、あおいはあわてて唾つばを飲み下した。さっき腹の音をしっかり聞いたくせに、しれっとしてそんなことを言うなんて意地悪だ。負けるもんか。もう一度勇気を振り絞しぼる。

「連雀さん、わたしお食事を恵めぐんでもらいに来たんじゃないの」

「俺は食事時だ。話なら食い終えるまでそこで待ってるんだな」

　言いながら魚に箸はしを入れる。ふっくらとした身が湯気を立て、あおいは思わず喉のどを鳴らした。ポ太郎があおいの膳を下げようと持ち上げて、条件反射のようにとっさにそれに手を伸のばす。思えば随ずい分ぶんと食事をとってない気がする。

　膳を挟はさんでまんまるい黒豆のような目としばし見つめあった。おなかが減っているせいかそれすらも美味おいしそうに見える。

「せ、せっかくだから、連雀さんを待ってる間、あの…………いただきます」

「そうでスか、櫃ひつにまだございまス。たんとお召し上がりください」

　ポ太郎はうれしそうに髭ひげをそよがせながら膳を下ろす。あおいは自己嫌けん悪おに陥おちいりながら箸を取った。

（うぅ、これも『贅沢に慣れさせる作戦』の一つに違ちがいないのに、まんまと嵌はまる愚おろかなわたし……）

　気分は最悪に落ち込んでいるのに、顔は最高にほころんでるのが自分でもわかってしまうのだから情けない。

　白米は囲い碁ごの白石よりもピカピカと輝いていた。口に含ふくんで嚙かみしめれば、頭のてっぺんまでほのかな甘みが広がる。嚙むのも惜おしい、のみ込むのも惜しいと思いつつ箸は止まらない。

（し、至福ぅ！）

　香りよくほろ苦い菜ものもご飯によく合い、ふっくらやわらかい魚の塩焼きもまたご飯を進める。餌え付づけされるもんか、贅沢に憧あこがれるもんかと心の中で必死に唱えながら食事を終えてみると、あおいは結局三杯ばいのお代わりを平らげていた。




　片付けが終わると部屋には狸たぬきもいなくなり、連雀とあおいはたった二人きりになった。気まずい雰ふん囲い気きに背を押されるようにあおいは口を開いた。

「……ご馳ち走そう様さまでした。とても美味しかったわ、ありがとう。──あの、吉備さんっていう男のひとは？」

「自分の屋や敷しきに戻もどった。なんせ泥どろだらけだったからな」

「……きれいなお着物を汚よごしてしまって。会えたらお礼とお詫わびを言いたいわ」

「会える。あいつは暇ひまを作ってはここに遊びに来るからな。それより、話を聞く気はあるか？」

　あおいは少しばつが悪く身み動じろぎした。結局「家に帰して！」と詰め寄る雰囲気ではなくなってしまった。風ふ呂ろももらってちゃっかり食事まで平らげてしまったのだ。現金な娘むすめと思われただろうか。かといって、さんざお世話になったあげく突つっぱねるのも礼れい儀ぎ知しらずな気がする。ああ……自分の食い意地が憎にくい。

「…………すこしは」

　ためらいがちに頷うなずいた。梳とかしただけの長い髪かみがさらりと肩かたを滑すべる。連雀は茶を飲み干してから口を開いた。

「あおい、ここがお前がしばらく住むことになる屋敷だ。俺の屋敷だが、自由に使ってかまわない。食事も出す。着るものも用意する。衣食住を心配する必要はない」

「衣食住以前の問題だわ。玉の輿話がうそだったなら、早く帰して欲しいんですけど」

「そんなに奉ほう公こうの身分が好みだったのか？」

「前も言ったけど違うわよっ。わたしは騙だまされたの。だから帰るの」

「確かに輿こし入いれ話は建て前だったが、結局玉の輿と待たい遇ぐうは変わりないと思うぞ。少なくとも下働きをする必要はない」

「そういう問題じゃないわ」

「そんなに帰りたいか？」

　連雀はうんざりした目であおいを見み据すえた。ただでさえ目元の鋭い連雀のその表情に、あおいは思わず息を詰めた。

　怒おこられるのかと思いきや、連雀はただ立ち上がっただけだった。

「ついて来い」

　それだけを言うと部屋を出て行こうとする。あおいは少し迷った後、彼の後を追った。




　連雀は履はき物を履くと、そのまま屋敷の門を出て傾けい斜しやのある大路へと出た。あおいが逃にげ出すために駆かけ下りたのとは逆の方向、緩ゆるやかな上り道を行く。

　ただ無言で歩く彼の背には、今は翼つばさがない。出し入れが自由なようだ。ちらりと聞いた『翼よく変へん』という言葉は、もしかしたら翼を出して飛ぶことをいうのかもしれない。

　往来にはやはり二足歩行の獣けものの姿が見える。彼らはみな、それぞれに屋敷の警けい邏らや駕籠かご屋、大屋敷を営業して回る行商などの仕事があるようだった。

　逆に美しい髪色の、おそらくは鳥ちよう仙せんという存在たちのほうはといえば、いい着物を着流して優ゆう雅がな足どりで歩いている。農耕どころか何か仕事をしているような様子は見えない。

　思えば、連雀の屋敷で小間使いとして働いていたのもみな狸だった。

「ねえ、連雀さん」

　先を行く背に話しかけると、「連雀でいい」と素っ気ない答えが返ってくる。

「じゃあ、えっと……遠えん慮りよなく。連雀……もしかして、あのへんな獣たちって、鳥仙とかいう仙の下で働いてるの？」

「あれらは『獣じゆう精せい』という。仙になるための修しゆ行ぎようの身だ。仙の下で働くと、その働きに応じて仙気を与あたえられる。その際の仙気は便べん宜ぎ上じよう『仙貨』という、地上界で言う金銭のような形で支し払はらうことになってる」

　連雀はあおいに手のひらを差し出した。なんだろう、と見ていると淡あわく手のひらに光の渦うずが浮うかび、次には翠みどり色いろの一文銭が現れていた。

「え、なに!?　すごい！」

　これが仙術ってやつなのだろうかと、驚おどろきながらそれを受け取る。材質は翡ひ翠すいだ。

「この仙貨っていうのがここの通貨なの？」

　なんて便利なんだろう。手から銭ぜにが出るのだ。財さい布ふがいらないから掏すられる心配だってない。

（あ、でも仙界に掏摸すりなんているわけないか）

　感心しながら仙貨を返す。連雀の手のひらに載のせると、今度は現れた時と同じく一いつ瞬しゆんで消えた。

「通貨とは違う。言ったろう、仙貨は仙気だ。獣精はこれを集めて仙に昇しよう格かくする。まあ、簡単な量ではないけどな」

「なんだかとても不思議」

「すぐに理解できるし慣れる。なにせお前も仙だ。しかも決して生まれないとされていた、仙同士の間に出来た純血の二世」

　淡たん々たんとした口調で告げられた言葉に、あおいは重いため息をおとした。連雀はそれが事実だと一いつ切さい疑っていない様子だ。どう言ったら誤解が解けるのだろう。

「あのですね、わたしは生まれも育ちも人間で、どうまかり間違っても鳥になんてならないのよ。背中見てよ、翼だって……って聞いてる？」

「ついたぞ」

　あおいの訴うつたえを背中で聞きながら、連雀は急に足を止めた。立派なお屋敷の立ち並ぶなかでも一ひと際きわ大きな大屋敷を過ぎ、建物がなくなった大路のどん詰づまりだ。

　左右には注連しめ縄なわのされた大岩が門柱のようにせり立つ。まるで神社など霊れい場じようのようだけれど、鳥居は見当たらない。そこから先は石いし畳だたみの道が巨きよ木ぼくに囲まれながら山やま肌はだを登っていた。

「ここは？」

「地上界に産み落とされたお前が、なぜ急に鳥界山に連れ戻されたのか、その理由の一つを見せてやる。百聞は一見にしかずという。なにより神聖な空気に本ほん性しようを思い出すかもしれない」

「なにを見せようって言うの？　わたし、怖こわいのはお断りなんだけど」

「神域だ。怖いものはない。畏おそれ敬うものはあるけどな」

　そう答えると連雀は大岩の向こうに深々と一礼し、石畳へと足を踏ふみ入れた。あおいもあわててそれに倣ならう。

　屹きつ立りつする杉すぎ林ばやしに圧あつ迫ぱくされるように細い石畳は続く。薄うす暗ぐらい登り道の途と中ちゆうには、石いし灯どう籠ろうがほのかな灯あかりをともしていた。

（これって、どうみても神社の参道よね。鳥仙が神様を祭っているの？　もしかすると鳥の神様かしら）

　体力には自信があるあおいですら息が切れるほど、急きゆう勾こう配ばいが何なん箇か所しよも続く険しい参道だった。ところどころ連雀に手を貸してもらいながら登ると、額に汗あせが浮き出る頃ころになってようやく開けた場所に出る。

　石畳が敷しかれよく掃はき清められたそこは、やはり神社の境けい内だいによく似ている。

「こっちだ」

　息があがって歩けずにいるあおいの手をとり、連雀は更さらに先を行く。

　その彼の手がすごく温かいことに、今更ながらあおいは驚いた。手なら参道でも何度か握にぎったけれど、ひたすら登ることに夢中で気がつかなかった。

（仙の手って、人とおんなじなのね）

　温かくて、大きくて、少しかたい。つまり生きているのだ。そう意識するとなぜだかとてもどきどきした。異性に手を引かれて歩くのなんて初めてのことだ。思い返せば強く抱だきしめられたこともあった。

（あ、あれは空から落とすためで！　すごくどきどきしたけど、恐きよう怖ふでのどきどきばっくばくで……ってなんで言い訳してるのかしらっ）

「──ここは」

「は、はいっ」

　連雀の手のひらにばかり意識を向けていたあおいは、急に声をかけられて跳とびあがった。

「な、なんだ？」

「なんでも、ないです。ここは、なんです？」

　体と一いつ緒しよになって跳はねあがった鼓こ動どうを鎮しずめるように、胸に手を当てながらごまかしの笑えみを浮かべる。連雀は不ふ審しんそうな顔をしながらも説明を続けてくれた。

「ここは我ら鳥仙が御お仕つかえする神の社だ。とはいっても神がここにお住まいになるわけではなく、神事の際などに短期的に御下りになる神域だ」

　ぽかん、と口が開いた。今なんて言ったのだろう。神様が、なんだって？

「ええと、もしかして、仙が実在するなら神仏も実在したりとか、する？」

「仏は知らんが、神がいなくて世はどうしてできるんだ。おかしなことを聞くな」

「……はい」

　そんな当たり前のような答え方をされても困る。あおいはいまだに鳥仙の存在だって理解しきれないでいるのに。

　連雀はあおいの手を引いたまま境内を更に進む。いくつかの朱しゆ塗ぬりのお社を過ぎると、今は葉ばかりとなった花はな桃ももの木を背景に、檜ひのき張ばりの美しい舞ぶ台たいが現れた。

　舞台の上では一人の女性が舞まっている。右手には鈴すず、左手には何かの枝を握り、それらで天を地を撫なでるように振ふりながら足を踏み鳴らす、激しい舞まいだった。

　舞手は目がくりっとした、かわいらしい顔の女性。髪かみは茶ちや斑まだらなのが特とく徴ちようで、こちらに気がつく様子もなく一心に舞っていた。

「彼女は虎とら鶫つぐみの鳥仙、津つ久く見みという。夏の神事は夜に行われる。われら鳥仙は基本的に夜は歌わないから、夏の神事で舞と歌を納めることができる鳥仙は限られている。梟ふくろう仙、虎鶫仙、不如帰ほととぎす仙などがそうだ」

「ふーん」

「ここ鳥界山では長きにわたって、その夏の神事での奉ほう納のう舞まいを不如帰仙が受け持っていた。──だがその仙が突とつ然ぜん、舞を舞いたくない、歌いたくないといい始めたうえに、突とつ如じよ姿を消した。……十五年ほど前のことだ」

　よくわからない話なので適当に相あい槌づちを打っていると、連雀が意味深げにじっとあおいを見つめてくる。そういえばまだ手を引かれたままだったことに気が付いて慌あわてて手をひっこめたけれど、視線の意味はそういうことではないらしい。

　きょとんとしていると、連雀は焦じれたように「今いくつだ」と聞いてきた。

「十六だけど？」

（なに？　何か大事なこと言った？）

　答えてからふと「十五年前」という連雀の話が引っかかった。

　十五年、十五年前、それはあおいが生まれた年ではないだろうか。数えで十六歳ということは、生まれたのは十五年前だ。

「……不如帰仙の行方ゆくえはいくら捜さがしてもわからなかった。しかも同時期に姿を消した仙がいた。郭かつ公こう仙だ。二人がともに行動していることは間ま違ちがいがなかった」

「郭公って、あの、カッコウ、カッコウってやつ？」

　そうだというように連雀は静かに頷うなずいた。

「今年に入って、その郭公仙だけがようやく捜そう索さく隊に見つかった。遠く京の都で只ただ人びととして商あきないをしながら暮らしていたんだが、彼はすでに死の床とこにあった。どういうわけか仙せんとしての力を失ったらしい。仙気を練れないどころか不老でも不死でもなくなっていた。彼が言うに、不如帰仙はもっと早くに亡なくなっていたそうだ。──そして彼は死に際、不如帰仙との間に子が生まれていたことを告白した」

「………………」

　なんとなく話の流れが読めてきたあおいは、そっと舞台の上へと視線を移した。激しく賑にぎやかな舞、しかし当の舞子の表情はどこか浮かない。

「ねえ、連雀、その不如帰の仙と郭公の仙って、もしかして駆かけ落ちだったの？」

「そうだな。神納の舞子は純潔である必要がある。二人が結ばれることは許されなかった」

「それで、逃にげたんだ」

「そうだな」

「…………わたし、そんなに学があるわけじゃないんだけど、托たく卵らんっていうの、知ってるわ。たしか郭公も不如帰も、托卵をするのよね」

「そうだ」

　ばさ、という音が静かな神域に響ひびいた。津久見が背に翼つばさを広げた音だ。舞が終わったのか、髪と同色の翼を広げゆっくりと飛ひ翔しようすると、どこかへと去っていった。

　あおいはそれを見つめて静かに目を閉じた。

　──托卵。その言葉を教えてくれたのは誰だれだっただろう。幼い頃に父に教わったような気もするし、まったくほかの誰かだったような気もする。

　カッコウ、カッコウという鳴き声はあまり縁えん起ぎのいい声ではない。カッコウとはすなわち閑かん古こ鳥どりの鳴き声だからだ。幼かったあおいはそれを知らず、ただよく通るその不思議な声に興味を持って、大人に何の鳥か尋たずねたのだ。

　大人は確か困ったような顔をして、郭公という名前、そして「托卵という面おも白しろい習性があるんだよ」と教えてくれたのだと思う。

　あおいはゆっくりと目を開き、連雀を見上げた。

「郭公も不如帰も巣を作らない。卵を抱くこともしない。百舌もずだとかほかの鳥が作った巣に卵を産みつけて育ててもらう。そうでしょう？」

「そうだな」

　初夏の風が一いち陣じん強く吹ふき抜ぬけた。髪が靡なびいて互たがいの表情を隠かくす。あおいは乱れた髪をかきあげながら、反対の手で胸を押さえた。

　郭公と不如帰が駆け落ちして夫ふう婦ふになる。その子供は托卵され、当然のように実の両親を知らない。それがどういうことなのか。

「……そうだな、ばっかりよ連雀。あなたが言いたいのはこうでしょ、お前はそうやって鳥仙から人間に托卵されて生まれて来たんだ、って」

「認めるのか、思い出したのか？」

　連雀の真っ直すぐな眼まな差ざしが肯こう定ていを押し付けているように思えて、逃のがれるようにあおいは体の向きを変えた。連雀の言い分はわかったけれど、自分が鳥の仙の間に生まれた子供だなんて、どうして信じられるだろう。

「全然記き憶おくにない。認めたいとも思わないわ」

　否定をしているのに、思い出すのは母が首を捻ひねりながら自分を見つめる仕草だ。母が不思議そうな表情でよく口にしていた言葉がある。

　──お前は先祖がえりなのかもしれないねぇ。あたしにもおっとうにも全然似ちゃいない。

（その答えが……まさかそういうこと、なの？）

　そんな馬ば鹿かなと笑ってしまいたいのに、心のどこかがざわざわとざわめいてそれをさせない。苦しい、奇き妙みような感覚。

「お前が認めなくとも、鳥仙のだれもがお前を仲間だと認めるだろう」

「だからどうしてなの!?」

　感情を無視した言い草に腹が立った。苦しい感情をぶつけるように声を荒あららげると、連雀は呆あきれた表情であおいを見下ろす。

「お前からは『仙気』を感じるからだ」

「仙気？」

　ぽかんと口が開いた。連雀はそうだという風に目線だけで頷く。

「仙気は仙である証あかし。人にも獣じゆう精せいにも無いものだ。お前は生まれながらに丹たん田でんで仙丹を練り、仙気を作り出す方法を知っている。そういうことができる者を、俺はほかに知らない」

「ちょ、ちょっと待って！　仙気を作り出す方法なんてしらない！　……っていうのは信じないのねその顔は。だいたい丹田って何よ？」

「体中を流れている『精』を『気』に練り上げ、その『気』を更さらに練ると『仙丹』になる。仙気は仙丹から放たれるもので、丹を作り出すところを米を作り出す田に見立てて丹田という」

　涼すずしい顔でさらりと説明されたが全然わからない。あおいは頭を抱かかえた。

「じゃあ気を練るって？」

「それは聞かれても困る。どうやって息をするのか、と聞かれているのと同じようなものだ」

　つまりあおいは生まれつき、まるで息をするように自然にこなしているということだろうか？　両手のひらから足の先まで見下ろしてみたけれど、まったくそんな実感はない。感じられないものを信じろというのは無理な話だ。

　納なつ得とくのいかない感情をそのまま顔に出すと、連雀はじりと眦まなじりを吊つり上げた。

「無む駄だな強ごう情じようだな。──見ろ」

　あおいが顔を上げるのと、大きな翼が広げられたのは同時だった。

　赤みのある灰はい褐かつ色しよくの翼。風切り羽には白はく斑はんと鮮あざやかな黄色。そして風切りの一部には鮮せん烈れつな色合いの赤あか蠟ろうにも似た飾かざり。それが柔やわらかく風を抱きながら木漏もれ陽びに輝かがやいていた。

（──きれい）

　思わず見み惚とれかけた意識を連雀の鋭するどい視線が遮さえぎった。

「この翼は鳥仙の証し。俺は紛まごうかたなき黄き連れん雀じやく仙。それはいいか？」

　問われてあおいは頷いた。それは否定しない。

　よし、というふうに連雀は腕うでを組む。

「仙である俺がお前に仙気を感じる。それも紛うかたなき事実ということだ」

　反論を口にしかけて、結局あおいは押し黙だまった。連雀を仙と認めるということは、確かに自分の仙気を認めることになるのかもしれない。

（……でもわたしが、鳥仙？）

　まだ疑う気持ちが残っているのは『無駄な強情』なのだろうか？　例えば背中に翼が生えているだとか、わかりやすい決定打があれば否定のしようがないけれど、今の状態でどうすればすんなり聞き入れられるのかを逆に聞きたい。

　困こん惑わくするばかりのあおいを無視して、連雀は舞ぶ台たいの上へと視線を移す。

「お前がどれだけ頑がん是ぜなく否定しようとも、お前にはすでに任された仕事がある。津久見のかわりに夏の舞まい子こを務めることだ」

「──……え、ま、舞子!?」

　突とつ拍ぴよう子しもなく湧わいた話にあおいは瞬またたいた。任されたって一体いつの話だろう。

「不如帰ほととぎす仙のかわりに今までずっと虎とら鶫つぐみ仙の津久見が舞子を務めてきた。だが正直、彼女では仙気が薄うすい。それに彼女には地上界に待たせた人の恋こい人びとがいるんだ。この十五年、お前の母の代わりに舞子を務めてきた彼女を解放してやってくれ」

「ちょ、ちょっとまってよ、急に何!?　玉の輿こしは噓うそだったとか、人じゃないとか仙だとか、その挙げ句に舞子って！」

　とんでもない話ばかりが奔ほん流りゆうのように押し寄せてくる。抵てい抗こうを見せるあおいに、あくまでも連雀の眼差しは冷たい。

「何度もいうが、実際玉の輿と待たい遇ぐうは変わりない。家事も身の回りの世話も全すべて獣精がやってくれる。帰ったところで何度も連れ戻もどすし、そもそも帰り道もわからないだろう。無駄な抵抗はやめて、さっさと神楽かぐら舞まいの練習に努めたほうがいい。時間と労力の無駄だ」

「無駄な抵抗って何よ、勝手に連れてきたくせに！」

「気持ちに整理がつかないのなら、仙界に嫁とついで来たと思えばいい。嫁ぎ先でのしきたりというやつが神楽舞の練習だ」

「そ、そんな勝手な言い分、わたしの意思なんてどうでもいいっていうこと!?」

　要するに選せん択たく肢しがなく強制的ということだ。連雀は答えずに、ただ鋭えい利りな眼差しであおいを見ている。

　なんだかふつふつと怒いかりが湧いてきた。

　こういう風に一方的に考えを押し付けて、目つき悪く見下ろすところが奉ほう公こう先の姐ねえさんによく似ている。立場が弱くて逃げようがない者を相手に、漬つけ物もの石を載のせるように難題を押し付ける。そうして三つも四つも漬物石を載っけたあげく、胡瓜きゆうりが──相手がぺなぺなに潰つぶれれば嗤わらう。そうやって何人も辞やめさせてきた。

（──わたしは、絶対に潰れない）

　歯は軋ぎしりをするような気持ちで働いてきた。家事の腕を上げ、もっと条件のいいところへ移る日を目標にして。貧びん乏ぼう人にだって矜きよう持じも野心もあるのだ。

　いいわ、と連雀を真正面から見つめ返した。

「やってやろうじゃない。今日から舞子に転職してやるわ！」

　完かん璧ぺきに舞を覚えて、その切れ上がった凶きよう悪あくな目をまん丸くさせてやるんだから。あおいは袖をたくし上げた。
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「どうです、少しはここの暮らしにも慣れてきましたか？」

　優ゆう雅がな高足つきの菓か子し盆ぼん。目の前に運ばれてきたその上には淡あわい黄色の粟あわ饅まん頭じゆう。蒸むしたての湯気とにおいだけで極楽浄じよう土どへと意識が飛びかけていたあおいは、その声で我に返りはっと顔を上げた。

「──あ、いや、まだ。慣れたというほどでは……」

「そうですか。まぁまだ五日ですからね」

　長い髪かみを背にたらした吉備が、あおいの隣となりで穏おだやかに微笑ほほえんだ。ここは吉備馴な染じみの甘味茶屋だ。

「しかし連雀にも困ったものです。笑え顔がおで優やさしくするようにと助言したにもかかわらず、結局説明なしにあおいを閉じ込めて。ただの犯罪者ですよ、これでは」

「でも吉備さんが町に連れ出してくれるので、ほんとうに有りがたいです」

　鳥界山は得体の知れない土地だけれど、部屋に閉じこもってばかりでも気が滅め入いる。少しだけ外の様子を見に行こうかと思えば、連雀が目め敏ざとく見つけて外出は反対だという。結局吉備が午前に連れ出してくれる散策が、唯ゆい一いつの気分転てん換かんと息いき抜ぬきになっていた。

　吉備は思案気に息を吐はく。

「せっかくここに残るとあおいが決めてくれたんですから、神楽舞だけ叩たたき込めばいいというものではないでしょうに。やはり地上界に帰ると言われたら、わたしは退たい屈くつ……でなくて寂さびしくて仕方ないですよ」

　なんだか一いつ瞬しゆん気になることを言われた気もする。とにかくあおいは首を振ふった。

「帰るとは、今のところ言わないつもりです」

　鼻っぱしの問題かもしれないけれど、強制されたと思いたくない気持ちがあった。

　ここには自分の意志で残ったのだ。鳥界山という遠い地に職を得て。そう思った方が力が湧いてくる気がする。

「わたしが仙せんだなんてやっぱり何かの間ま違ちがいだとは思いますけど、仕事を引き受けた以上は中ちゆう途と半はん端ぱに投げ出したりしません。あの連雀がぽかんと顎あごを落とすほど完璧にやってみせます」

　連雀め今に見ていろという気持ちでこぶしを握にぎった。

「そうですか。前向きに考えてくれて嬉うれしいですよ。わたしとしては早くあおいがここに馴染んでくれることを願うばかりです」

　吉備の陽だまりのような微笑みにつられてあおいも笑う。

「さあ、温かいうちに食べてください」

「ありがとうございます。いただきます」

　湯気の立つ粟饅頭。ひょいっとつまみ上げてぱくりと頰ほお張ばりたいところだが、高級そうな店の雰ふん囲い気きに合わせて指先でそっと黒文字をつまみあげた。一口大に切って口に運ぶ。温かさとともに優しい甘さが口に広がって、思わずため息が漏れた。

「……おいしい」

　上白糖なんて高級品を使った餡あん菓が子しなど食べたことがなかった。たまに主人が甘酒や干し柿がきを出してくれることはあったけれど、給金を使って買い物をしたことは無い。何せ母と弟の生活を支えなくてはならないのだ。給金のほぼ全額を母に渡わたしていた。

（お母さんも弟も元気にしてるかな。連雀がすごい結納金を納めてくれたらしいから、借金も返して、美味おいしいものたくさん食べてるかしら）

　玉の輿は噓だったけれど、冷静に考えてみれば結果として母たちは幸せになったに違いない。餡子の甘さとくすぐったい気持ちに口元をほころばせると、吉備は満足そうに目を細めた。

「でしょう。ここの粟饅頭は連雀もお気に入りなんですよ。しっとりもちもちがたまらないんだそうです」

「連雀が？」

　それはあまりに意外であおいは目を丸くした。あの目つき凶悪で無ぶ愛あい想そうな連雀が、「しっとりもちもちがたまらない」？

　あおいの驚おどろいた様子をみて、吉備は忍しのび笑いに肩かたを揺ゆらした。

「ふふ、あおいはまだ連雀の外そと面づらしか見えていませんね。たしかにあの凶悪な目つきでぶすっとしながら餡子頰張ってたら笑いますよね、ふふ」

　あおいは内心首をかしげた。あおいにとって連雀は五日たった今でも苦手な人物だ。吉備とは違い、神楽舞以外の会話もないし、朝から晩まで屋や敷しきの離はなれで容よう赦しやのない舞の稽けい古こばかり。その間も常にあの睨にらみ据すえるような厳しい目つきのままだ。常に不平不満や苛いら立だちをぶつけられているような気がしてしまう。

「まあ、じきにわかるようになりますよ。彼は目つきは悪いかもしれませんが、あれはどうしようもない生まれつきです。なにせ彼は黄き連れん雀じやくの鳥仙ですから」

「黄連雀ってどんな鳥なんですか？」

「目の周りの黒模様がつりあがった、とても目つきの悪い鳥です。あなたを空から落とすという暴挙はまあなんというか、真ま面じ目めの空回りというやつです。連雀は真面目すぎて空回りするという面おも白しろい……いえ、優しい仙ですから」

（優しい？）

　目つきの悪い鳥は目つきのすこぶる悪い仙になるらしい、というのは理解できた。

　けれど、優しいというのはどうなのだろう。上空からのぽい捨ては下手へたをしたら死んでいたかもしれないし、しかもそれを三度もだ。神楽舞を引き受ければ、今度は外出を反対してそれ以外に時間を使うことは許さないという態度だし、ちょっと素す直なおには頷うなずけないところがある。

「……ええとじゃあ、吉備さんは『吉備』という鳥の仙ですか？」

　会って日が浅いあおいにはわからないだけかもしれないが、どういう顔をしたらいいのか困る。あおいは話を逸そらした。

「黄鶲きびたきってしりませんか。頭から背は黒、のどから腹にかけて黄色の鳥です」

　ああだから、とあおいは吉備の髪を見た。艶つややかに流れた黒髪に、くちなし染めのように鮮あざやかな黄色い房ふさが二つ。やはり鳥仙の見た目は鳥だったころの配色や姿を色いろ濃こく残しているらしい。

「きっと、きれいなんでしょうね」

　本心からそう言うと、吉備は驚くことを口にした。

「見せてあげましょうか、ここで」

「え？」

「仙になると基本は今の姿ですが、仙気を練りかえることで鳥形に変へん化げすることも出来るんですよ。背に翼つばさのみを出すことを『翼よく変へん』、鳥だった頃ころの姿に全身変化することを『鳥ちよう変へん』と呼びます」

　へぇ、と感心してから、疑問が浮うかんだ。

「えっと、もしかして、わたしも本当に仙なら、翼を出したり鳥になったりできるってことですか？」

「もちろんです」

　あおいは自分の髪を一ひと房ふさつまんでみる。赤茶けたようにも見えるが標準的黒髪だ。鳥仙の見た目が鳥であった頃の面おも影かげを残すのなら、青せい灰かい色しよくの郭かつ公こうと不如帰ほととぎすのどちらにも似ていないことになる。

「心配せずとも大だい丈じよう夫ぶですよ」

　心配というより疑ぎ惑わくだったが、吉備はあおいを安心させるように言う。

「鳥の雛ひなだって急には飛び立てません。あなただって同じです。いずれ時は来ますから、いまは神楽かぐら舞まいを覚えることだけを目標にすればよいのです」

「……はい」

　神楽舞を覚えることに専念、というのは確かに間違いない。優しくしてくれる吉備にも恥はずかしくない舞を舞まえるようにならなくては。

　ちょうどそこへ店の茶ちや汲くみ娘むすめ……ならぬ茶汲み鼬いたちがしずしずとやってきた。点いれたての抹まつ茶ちやを運んできたのだ。

　人のように二足歩行の獣けもの──獣じゆう精せい。鳥仙の見た目が基本的に人と同じであるのに対して、彼らは見た目からしてまるで違う。毛むくじゃらでふわふわの動物たちがあわただしく働いている様子はやはり慣れなくて、ついつい凝ぎよう視ししてしまう。

「みんな、仙になりたいんですね」

　鼬娘が去ったあと、茶に口をつけながらそんなことをつぶやいた。しかし肯こう定ていするとばかり思っていた吉備は微び妙みように首を傾かたむける。

「そうとはかぎりませんね」

「え？」

「本気で仙になりたい獣精もいますが、彼らの多くは現げん況きように満足しています。なにせ鳥界山での生活は厳しい野生とは違って、危険も飢うえもありませんから。ただ獣精の寿じゆ命みようは五十年ほどですから、不老不死を得たいものや神々にお仕えしたいものなどは必死に仙貨をためていますね」

「ってことは、もしかしてわたしも不老不死ってことですか？　あれ、でも赤ん坊ぼうから年をとってますけど……」

「それは成長であって老いとは違います。わたしや他ほかの鳥仙は、仙に羽う化か昇しよう天てんした瞬しゆん間かんに今現在の姿を得ますけど、おそらくあおいはそういうことなのでしょう」

　ではあおいも成長が終われば、後はずっとそのままの姿ということか。──もし本当にそうなったなら、いつまでも若いあおいを母たちはどう思うだろう。

　年をとればとるほどに、あおいの帰る場所がなくなってしまうのではないだろうか。

「あおい！」

　先の見えない不安に沈しずみかけたところで突とつ然ぜん名を呼ばれ、茶ちや碗わんを取り落としそうになりながらあおいは振ふり返った。

「連雀」

　框かまちと座ざ敷しきを分ける唐から草くさ牡ぼ丹たん彫ぼりの重じゆう厚こうな衝つい立たて。その向こう側に苛立った様子で連雀が立っていた。

「やあ、連雀。きみもお茶していきますか？」

「いらん。あおい、こんなところで油を売っている時間があったら舞の稽古をするんだ。神事まで二ふた月つき半はんしかないんだぞ」

「…………はぁい」

　しぶしぶ頷いて、あおいは残りの粟あわ饅まん頭じゆうを口の中に放ほうり込んだ。







　なでしこ色の七しつ宝ぽう小ご紋もんの長着を脱ぬいで、しわを伸のばして衣え紋もん掛かけにかける。

　それを眺ながめてあおいは小さく息を漏もらした。この綺き麗れいな着物も今身につけているさらさらの襦じゆ袢ばんもすべて連雀に与あたえられたものだ。

「……仙せん貨かがなければ着物一枚買えないし、米こめ粒つぶひとつも買えないのよね」

　仙貨は仙気で作るのだという。それができないあおいは一文無しと変わらず、衣食住のすべてを連雀に頼たよらなければ生活ができない身だ。それはどんなに豊かとはいえ肩身が狭せまい。

「翼変や鳥変はともかくとしても、仙貨だけは早く出して独立できるようになりたいわ」

　ほんとうに仙だっていうなら、と一人呟つぶやきながら、白の小こ袖そでに袖を通し緋ひ袴ばかまの紐ひもを結んだ。足袋たびの色も白。本番では更さらに千早という羽織と頭あたま飾かざりをつけるらしく、この巫女みこのような衣い装しようが神事での神楽舞の基本の衣ころもとなるそうだ。

　髪かみを白紙で一つに束ね、あおいは足早に廊ろう下かへと出た。

　手入れの行き届いた庭に初夏の薫くん風ぷうが香かおる。その心地ここちよい風の中を稽古場となっている離れへと向かう。離れは鳥界山の山やま肌はだに面していて、磨みがき上げられた渡わたり廊下は馬酔木あしびの植え込みとともに急斜を登ってゆく。

　ここを駆かけ上がるせいなのか、それとも連日の舞の稽古がきついからなのか、あおいの腿もも足あしは筋肉痛が続いていた。

「でも、つ、翼があったら、楽よね、こういう時……」

　息を切らして離れに足を踏ふみ入れる。開け放たれた障子戸からは山肌を駆け上る風が入り、白装束に着き替がえて待っていた連雀の長い髪を揺らしていた。

　その姿ははっとするほどに清せい廉れんで美しい。

「ほら、はじめるぞ」

「はいっ」
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　真っ直すぐな眼まな差ざしに射い貫ぬかれて、しゃんと背筋が伸びる。あおいは用意されていた台座に上がった。台座は桶おけを逆さにしたものにとてもよく似ている。

「いいか、今まではほんの地ならしだ。所作、足運び、これは頭に入ったな。拍ひよう子しもつかめてきただろう」

「ま、まあね」

　……噓うそだ。けれど、やってやると啖たん呵かを切った以上は弱音なんて吐はけない。できない分は必死に頑がん張ばって覚えるしかない。

「では今度からは上半身の動きもつけていく。これを持つんだ」

　連雀は小さな鈴すずが連なった棒と細い枝を差し出した。

「この鈴は神楽鈴でしょ、巫女さんが持ってるの見たことあるわ。この枝は？」

「これは篠しの笹ざさだ。鈴の音も笹の葉を鳴らす音も、どちらも神に呼びかけるものとされる。囃子はやしに合わせてこの二つを振り鳴らしながら、足も激しく踏み鳴らす」

「騒そう々ぞうしい神楽なのね」

「夏の神事は岩いわ戸と神楽かぐらの奉ほう納のうだ。岩戸の中に隠かくれられた天あま照てらす大神おおみかみを天あめの宇う受ず売めの命みことの舞で興味を引いて戸を開けさせる。当然賑にぎやかでなくては岩戸は開かない」

　連雀が短い区切りまでの手本を見せ、次にあおいも並んでそれに合わせる。

「こう？」

「どこをどう見たらそうなる！　腕うではこう、下ろす位置はここだ！」

　すぐに眦まなじりを吊つり上げた連雀の叱しつ責せきの声が上がり、あおいは首を竦すくめた。

「もっと手首にも力を入れろ、品ある角度を保て」

「はい！」

「小こ僧ぞうの舞まいじゃないんだ。色いろ香かを忘れるな！」

　……色香。忘れたわけじゃないけど、どうやって出すものだかもわからない。難しい注文を！　と思いながらとにかく動きだけでも覚えようと必死に舞まった。

　何度も何度も連雀の手本をまね、ひたすら繰くり返す。

　陽ひが中天を過ぎ、傾き、空が茜あかね色いろに染まり、その鮮あざやかさが消えてすっかり薄はく暮ぼが広がった頃ころ。ポ太郎が夕飯時をしらせに来るまで練習は続いた。

「──よし、今日はここまでだな」

　やった、終わった。あおいは長く息を吐きだしながら台座にくずおれた。その頭上に冷たい声が降る。

「もう体も慣れただろう。明日からの練習は早朝に始める」

「…………」

　あおいには言い返す気力も残っていなかった。







　翌日。

　夜明けとともにポ太郎に起こされ身み支じ度たくを済ませ、神楽かぐら舞まいの練習は連雀の言葉通り早朝から始まった。

　体を起こすためのならしだと昨日のおさらいをざっと流し、それから刻んだ瓜うりやら茄子なすやらがのった謎なぞの茶ちや漬づけをかきこみ、休む間もなく台座に上がる。

　同じ向きをして並んだ連雀が手本の舞を見せ、ひたすらそれを模して手足を動かす。拍子をとるのはポ太郎の太たい鼓こだ。

「視線を上げろ、背筋を伸ばせ！」

「はい！」

　背を反らせ、鈴を掲かかげて片足で三度跳はねる、足と手を換かえてもう一度。それを繰り返しながら台座を回り、太鼓の拍子が変わると今度はそのまま身を低くする。右に左にと向きを変えて足を踏み鳴らし……

「おい、拍子がちがう！　太鼓は大事だがそちらにばかり集中するな！　大事なのは足で自分の拍子をとることだ」

「え、あれ、こう？」

「ちがう。足はトン、タタン、その拍子に合わせて鈴と篠笹も大きく振ふる。ちがう、もっと高くだ。トン、タタン、鈴を上げてそこで回る……」

　トンタタン、トットンタンタン。

「もっと足は高く、指先には品を。視線には艶つやをこめて！　ちがう、そこはこう、ドンドンタンタンだ！　拍子を刻め！」

　あおいはずぶの素人しろうとだというのに、連雀の指導はとにかく容よう赦しやがない。

　ゼエゼエと喉のどが音を立てる。離はなれはよく風が通るとはいえ初夏なのだ。すでに汗あせは滴したたり落ち、濡ぬれた衣がべったりと体にまとわりついていた。

　確かにやるとは言ったけれど、もっと優やさしく教えてくれてもいいのではないだろうかと愚ぐ痴ちりたくなる。小さな恨うらみを込めて見上げたところで連雀の動きが止まった。気持ちを読まれたのかとぎょっと身を引いたが、彼が見ていたのはあおいではなく、太鼓の手を止めたポ太郎だった。

「どうした」

「あおい様に麦茶をお入れしまス」

　大量に水分を消費したあおいにうれしい申し出だった。なんて気が利きく子だろう。連雀はあおいを一いち瞥べつし、頷うなずいた。

「そうだな。干ひからびてしまいそうだ」

　ポ太郎はちんまりとした黒い手で茶ちや釜がまを持ち上げ、麦茶を注ぐ。あおいは台座を降りてそれを受け取った。

「ありがとう、ちょうど喉が渇かわいて死にそうだったの。助かるわ」

　礼を言うと黒豆のようなつぶらな目が嬉うれしそうに細められた。

　一気に飲み干すと、香こうばしい麦茶は汗で水分を失った体中に染しみ渡わたる。

「あれ、連雀の分は？」

　空の湯ゆ吞のみを返そうとして、あおいはふと気がついた。ポ太郎が持ってきた盆ぼんには連雀の分がないのだ。

「もしかしてもう空？」

「ちがいまス。連雀様は召めし上がりませんから」

「どうして？　暑いし、彼だって汗かいてるのに。ねえ、連雀」

　連雀を振り返る。表情こそ涼すずしげだが、実際そうではないことが額に浮ういた汗でわかる。暑さを感じさせない仕草で手ぬぐいをあてているが、連雀だってきっと喉が渇いているに違いない。

　そう思ったあおいだったが、連雀はポ太郎に早く下がるように指示すると、あおいに台座へと戻もどるように促うながした。

「連雀」

「いらん。教える側が楽をしてどうする」

「楽って、何言ってるの。連雀だって同じくらい動いてるじゃない」

　何を意地っ張りなことを。飲んだらいいのにと勧すすめようとして、あおいはそれを飲み込んだ。連雀が普ふ段だんに増して険しい目であおいを睨ねめ付けていたからだ。

（はいはい、早く練習に戻れってことね）

　休きゆう憩けいから台座に戻るとき、決まって連雀はこういう目をする。外出にもいい顔をしないし、練習以外にあてられる時間が本当に許せないのだろう。なんて狭きよう量りようでせっかちな。

　心の中で悪態をつきながら台座に上がろうとしたけれど、筋肉痛の太ふと腿ももがうまく上がらない。上がり損そこねてあおいはつま先を縁ふちに引っ掛かけた。

　つんのめるようにして──転ぶ！

（────あ！）

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　あおいはぽかんとした。

　台座につっ込むとばかり思ったものが、しっかりと背後から支えられていた。あおいを抱だきとめているのは連雀だ。その両りよう腕うでは力強く、温かい。

「う、うん、ありがと。ちょっと躓つまずいただけ……」

　心臓がまだ驚おどろいている。ぎこちなく礼を言うと、「気をつけろ」と気負いのない声で言ってあおいを台座の上へと下ろしてくれた。

（び、びっくりした……っ！）

　転びそうになったこともそうだけれど、抱きしめられ……じゃなくて間かん一いつ髪ぱつで支えてくれたことにも驚いた。なんて素す早ばやく、的確な動きだろう。仙せんというのは反射神経もいいものらしい。

　気をつけなくちゃ。心の中で気を引き締しめて、鈴すずと篠しの笹ざさを構えた。







　夕飯の膳ぜんは二膳。まずは数皿のおかずの載のった本膳が運ばれてきて、そのあと白飯などが載った二の膳が運ばれてくるという、あいもかわらず豪ごう華かな食事だ。

「うまいか？」

　あおいが夢中になって箸はしをすすめていると、先に食べ終えた連雀が声をかけてきた。食事は連雀とともにとるのが毎日の習慣になっていたけれど、声をかけられるのは珍めずらしいことだ。

「もちろん、とってもおいしいわ」

「そうか。よく食べるのは良いことだ。ここにきて最初に用意した膳は気に入らなかったようだがな」

「最初って」

　最後の一口をのみ込んでから、あおいは首をかしげた。ここの食事は何もかもが美味おいしくて……

「あ！　虫だの木の実だのの『狸たぬき御ご膳ぜん』のこと!?」

　連雀の屋や敷しきに連れてこられ、目を覚ましたときに狸──ポ太郎が用意していたあの御膳。うにょうにょを思い出してあおいは顔をしかめた。気に入るも何も、記き憶おくに蓋ふたをして封印しておきたいくらいだ。

「た、狸御膳……。あのな、あれが正式な鳥仙の食事だ」

「はぁっ!?　正式って……うそでしょ！　あれを食べ……いや無理無理無理！」

　連雀は呆あきれ顔で眉み間けんを押さえた。茶を出していたポ太郎は、笑いをこらえているのか髭ひげがもしゃもしゃ震ふるえている。

「……鳥仙は鳥ではないが、本ほん性しようのすべてを失ったわけでもない。仙になるときに生まれ変わるのと同じだが、かつて肉食だったものはやはり仙になっても肉を好み、木の実を好んだものは木の実を多く食べる。食生活にあまり変わりはないものなんだ、本来はな」

「郭かつ公こうと不如帰ほととぎすって、もしかして」

「好物は毛虫だ」

　け、ケム！　ぞっと総毛立った。

「冗じよう談だんじゃないわ！　そりゃ飢えれば何でも食べるけど！　動いてたし、な、生だったし！　せっかく用意してくれたポ太郎にはその、贅ぜい沢たく言うようで悪いんだけど、せめて真っ黒く原形をとどめなくなるまで火は通してくれないと！」

「べつに無理に食べろとは言ってない。それに本来は、という話だ」

「──本来？」

「吉備と行った甘味茶屋で『狸御膳』は出てきたか？」

　あおいはぶんぶんと首を振った。とんでもない。とてもおいしい上じよう菓が子しにお抹まつ茶ちやだった。ケムだのなんだのが出てきそうな様子もなかったし、店内は甘い匂においに満ちていた。

　吉備の案内で散策した町の中でだって、虫や木の実や生肉を齧っているような様子はなかったように思う。……たぶん。

「最近ではこの鳥界山もすっかり地上界の生活に染まってきている。鳥仙は鳥らしく、なんて考えは風前の灯ともし火びだ。そもそも仙の姿は人に近い。形が近い分、生活にも馴な染じみやすい」

「だから江戸の町に似ているのね」

「そうだ。それでもお前に最初あの膳を出したのは、落下で気を失ったついでに鳥仙としての本能がよみがえっていないか、確かく認にんの意味もあったんだが」

　本能、という言葉にあおいはうんざりと口をつぐんだ。連雀はよほどあおいの本能とやらに期待をしているらしい。

「まあ、何にせよ良かった。あの膳に箸をつけなかったのは弱っていたからでなく、たんに好みの問題だったようだな。仙は餓うえて死ぬことはないが、それでも食事がのどを通らないようでは心配する」

「ご心配なく」

　さらっと答えてから、どこかすっきりしたような表情を見せる連雀にふと引っ掛かりを覚えた。まさか、珍しく練習以外で声をかけてきたのは、これが聞きたかったからなのだろうか。狸御膳を残したのは体が不調だったからかと考えて？

「そういうことはもっと早く聞いたらいいのに」

　思わず呆れた声が出た。

　何日経たっただろう。その間、普ふ通つうの三食を米一ひと粒つぶ残さず平らげているはずだ。

　連雀は少し詰つまったように湯吞みを揺ゆらした。

「お、女に食しよく欲よくを聞くのは、失礼だろう」

「まさか、それでずっと聞けずにいたの？　それに聞かなくたって、見ればわかるじゃない。わたし結構がつがつ食べてるわ」

「女の食事をじろじろ見るのは非常識というものだ」

　切れ上がった目が誤ご魔ま化かすように外を見る。そのわずかに赤くなった横顔を、あおいはまじまじと見つめた。

（なんか……変なひと）

　見るのも聞くのも失礼だからと躊躇ためらいながら、けれども機を見計らって尋たずねようとずっと気にしていたということか。そんなに心配だった？

（いやでも、本当に心配ならさっさと聞くでしょ普通！）

　それに、それほど相手を気き遣づかう人が、何かにつけぎりぎりと毎日睨にらみつけたりするはずもない。騙だまして鳥界山へと連れてきて、帰さない、ここに住むんだというくせに、いざ鳥界山の町を散策してみようかとすれば、外出に物もの凄すごく嫌いやな顔をする。そうしてただ神楽かぐらだけをやっていろという態度を取るくせに、体の調子を気にしてみせたりして……。なんだかよくわからない。

（昼間の練習では、ちょっといい人かなって思ったけど……）

　台座に躓いたところを助けてもらった。それだけでいい人と思うのは、あまりに単純で現金なんだとは思うけれど、あれは本当に感心するほど素早く、的確な動きだった。まるであおいが転びそうになるのを待ち構えていたかのように……。

　と、そこまで考えてから「あ」と声が漏もれた。

（〝まるで〟じゃない？）

　あの時、彼の動きには咄とつ嗟さに手を伸のばしたような慌あわて具合や、驚いた様子は一いつ切さいなかった。待ち構えていたような冷静さと、的確な動き。

「……あの、昼間、練習で転びそうになったところを助けてくれたけど、もしかしてわたしが転ぶってわかってた、の？」

　まさかと尋ねると、庭を眺ながめたまま連雀は素っ気ない口調で答えた。

「休きゆう憩けいをはさむと気が緩ゆるむものだ。──それに、足が痛いんだろう」

「だから、躓くんじゃないかって？」

「台座は高さがあるから危ない。それだけだ」

　あおいは目を瞠みはる。切り返すような視線を向けられたけれど、今度は怖こわさを感じなかった。正面からそれを受け止める。悪意は、感じない。

（────睨んでたわけじゃないんだ）

　休憩を終えて台座に戻もどるとき、あの目は早く練習に戻れという意味で睨んでいたのではなく、あおいが注意散さん漫まんになって躓つまずかないかと注視している目だったのだ。

（なんて紛まぎらわしい目つき──ううん、損な凶きよう悪あく顔っていうべき？）

　くすっと笑えみが漏れた。

「ねえ連雀、だったら『転ぶなよ』とか声をかければいいと思わない？」

「毎回、毎日同じことを言われたらお前も気分が悪いだろう」

「そういう変なところに気を遣つかうくせに、筋肉痛にならないように練習を減らそうとかは思わないのね」

「もっと暑くなったら減らす。その前に叩たたき込んでおきたい。辛つらいか？」

　彼には彼なりの気遣いと考えがあったわけだ。

　今いま更さらながら吉備の言葉の意味が理解できた気がする。連雀に悪意はなくて、ただ本人はいたって真ま面じ目めで、だけどどこかずれて空回りしてる。

「……なぜ笑う？」

「ううん、何でもない」

　誰かを少しでも理解できたと思う瞬しゆん間かんは、なんだか不思議と心地ここちいい。自然と満面の笑みが浮うかんだ。

「神楽の練習、これからもよろしくね」

　するとなぜか連雀は一いつ瞬しゆん固まり、動どう揺ようしたようにあわてて視線を逸そらす。

　母親に褒ほめられた少年のような仕草だと、あおいはさらに笑みを深めた。

　少しは仲良くなれるかもしれない。以前は『辻つじ斬ぎりでもしそうな人相』だなんて思ったけれど、こうしてよく見てみれば、怜れい悧りな目元は澄すんだ泉のように曇くもりがなく美しい。

（妙みように真面目で、変なところに気を遣って、どうしようもなく不器用なのね、この人）

　一週ほど前に、一方的に考えを押し付けるなんて！　とあれほど反感を抱いだいたのは本当になんだったのだろう。

　確かに目つき悪く見下ろすところは姐ねえさんに似てはいたけれど、中身はまるで違ちがう。彼女の場合はただの憂うさ晴らしだったけれど、連雀の場合は決して悪気があるわけではないのだ。

　あの時もきちんとじっくり話し合ったなら、お互たがい違う言葉が出たかもしれない。

　そんな風に思いながら彼の目を見ていると、連雀が居心地悪そうに眉まゆを寄せた。

「なんだ？　言いたいことがあるなら言え」

「言いたいことっていうか……。そうね、わたしにあまり気を遣わなくていいってこと、かしら。貧民は丈じよう夫ぶなだけが取り柄えっていうか、転んでも平気だし、食欲はあるし」

「丈夫なのは結構だが、練習を終えたら体をしっかり休めるんだな」

　言うと、連雀は悪戯いたずらめいたように口の端はしを上げた。

「──食事の最中も足が拍ひよう子しをとっていたぞ」

「え……うそ」

「風ふ呂ろが沸わいてる。まさか風呂に入りながらも練習したりなんかするなよ」

「……しないわ」

　くずした足が気付かないうちに神楽の拍子をとっていたなんて。まるで無自覚だったあおいは恥はずかしさにわずかに俯うつむいた。なんて足あし癖くせの悪い。

　その様子がおかしかったのか、連雀は立ち上がり際ぎわに笑みを見せた。

「まあ、熱心なのは歓かん迎げいするがな」

　ぽろり、と弄もてあそんでいた空の湯ゆ吞のみが足に落ちる。

　軽く顎あごを上げて見下ろす形の笑みは、それでも不意打ちなくらいあまりに優やさしげで。

（…………なに、今の……）

　あんな顔もできるなんて。

　あおいは惚ほうけたようにぼんやりと連雀の背を見送った。




[image: ]




　日ごと増してゆく暑気を冷ますように雨が降る。

　しとしとと、静かな雨だ。

「久しぶりの雨ね」

　濡ぬれ縁えんに立ち、手のひらに雨あま粒つぶを受ける。今年は空から梅雨つゆなのか雨が少ない。それが気がかりだったが、今日久しぶりに庭園の木々が濡れそぼつのを見て安心した。

　雨は恵めぐみだ。作物に恵み、命に恵む。

　なんだかうれしくて、あおいは傘かさを手に下げ駄たをつっかけて庭に降りた。すっかり色を濃こくした苔こけの上で雨粒が跳はねている。梔子くちなしの花は、濡れて重くなった花首を下げながらも濃のう厚こうな甘い香かおりを放っていた。

「あ、あおい様！」

　慌てた声こわ音ねに振ふり返れば、廊ろう下かを転がるようにポ太郎が駆かけてきた。ぴょこんと庭へと飛び降りてあおいの袖そでを摑つかむ。

「どうなさったのでス、こんな雨の中！」

「どうって、花がらを摘つんでたの。梔子の花はすぐに変色してしまうでしょう？」
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　梔子は純白だから美しいのだ。黄ばんだ花はまだ香るけれど、摘んでしまわないと見み栄ばえが悪くなる。何より株も消しよう耗もうするし、傷いたんだ花がらは病気の原因にもなりかねない。

「あと、そっちの雑草取りと、そこのひこばえを剪せん定ていしようかと」

　何も雨の中やらなくてもいいと自分でもわかっているけれど、今たまたま時間があるのだ。昼飯のあとに吉備がやってきて、これから神楽かぐらの練習があると断る連雀を強ごう引いんに客待の間へと引きずり込んでいった。解放されるまでは手持ち無ぶ沙さ汰ただ。

　花がらを摘み終えたあおいは、今度は雑草を毟むしりだした。

「そのような泥どろ仕事、あおい様がなさることではありませんのでス！」

　あたふたとあおいを部屋に入れようと引っ張るポ太郎に、「でも」と言いかけてやめた。あおいが部屋に上がらなければポ太郎が濡れてしまう。

　あおいはポ太郎を抱かかえ上げて濡れ縁にもどった。下ろした途と端たん、ポ太郎はぶるぶると身を振って水けを払はらい、一瞬でふかふかの毛並みを取り戻す。

「なにをしていたのです、あおい」

　振り返ると、いつもの朗ほがらかな笑みを浮かべた吉備が、連雀とともに廊下をやって来るところだった。

「こんにちは。あの、ちょっと庭いじりをしようかなぁ……なんて」

「ポ太郎、着き替がえを。仙せん気きも不安定なうえに体を冷やしては風邪かぜをひく」

　連雀が命じると、ポ太郎は返事とほぼ同時にあおいを居室に引き込んで襖ふすま障しよう子じを閉めた。何を言う間もなく少し濡れた長着をはがされる。かと思えばすぐに乾かわいた着替えを着付けられた。ポ太郎の仕事は速い。

「ありがとう。ごめんね、ポ太郎。あとは自分でやるから」

　そもそもは雨のなか庭に降りた自分に責任がある。世話を焼かせるつもりはなかったのだ。濡れてしまった長着の手入れは自分でやると、ポ太郎の手から取り上げたところで襖障子越ごしに声が掛かけられた。

「あのー着替え、済みました？」

「あ、はい！」

　二人を忘れていた。あおいが急いで襖障子を開けた隙すきに、ポ太郎はさっとあおいの腕うでから着物を引き抜ぬいて退室していった。

「ところで、あおいは庭仕事が好きなのですか？」

「いえ、好きかどうかは……。ただ奉ほう公こう先で旦だん那な様さまの菜園や盆ぼん栽さいの手入れなんかをやっていたので、つい」

　申し訳ない気持ちでポ太郎の駆けて行った廊下を視界の隅すみに入れながら答えると、吉備がそっと連雀に囁ささやく声が聞こえた。

「──ほら、だから言ったでしょうに。暇ひまだから地上界が恋こいしくなるのですよ」

「だが……」

　地上界、という言葉が出ているのできっとあおいについての話だ。あおいは少し焦あせった。

「わたし、別に地上界が恋しくなったわけじゃないですから。ただ……手持ち無沙汰だから丁度いいかなぁなんて。すみません」

　誤解を解こうとしたけれど、吉備はその言葉で更さらに勢い付く。

「いつまで軟なん禁きんしておくのです。人さらいですか誘ゆう拐かい魔まですか。自由がないから手て慰なぐさみに泥仕事などするのです」

「な、軟禁などしていない。お前がよく連れ歩いているだろう」

「それ以外はどうなのです」

　いつにない吉備の詰きつ問もん調に、連雀は一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせた。あおいをちらりと一いち瞥べつしてから吉備をさっと廊下へと連れ出す。それでも声はかすかに聞こえていた。

「あおいの仙気は揺ゆらぎが激しい。何よりまだ翼よく変へんも出来ない」

「だから籠かごの中に入れておきたいと？　あなたは過去のことをいつまで引きずっているのです」

「…………」

「あおいは鳥仙なのです。ここはあおいが住む鳥界山です。このままではいくら経たってもあおいの気持ちは人のままですよ。仙としての覚かく醒せいなど、望めるべくもない」

「……わかっている」

　連雀の苦い声。それ以降はほとんど聞き取れなかった。

（過去？　籠の中って何の話？）

　一番気になったのは仙としての覚醒、というくだりだ。

（わたしの気持ちが人のままだから、仙らしいことが何もできずにいるの？）

　仙貨を出したり翼変したりはおろか、あおいは未いまだに気というものすら感じられない。

　困こん惑わくしていると、少しして二人は部屋に戻もどってきた。連雀は眉み間けんに深い皺しわを刻み、吉備はもうすっかり穏おだやかな笑え顔がおだ。

「あおい」

「はい！」

　名を呼ばれ、神楽の練習の癖くせでつい背筋を伸のばしてしまう。

「……暇なら、散歩にでも出ろ。ただし、必ず俺か吉備を連れて行くんだぞ」

「え？　あ、うん」

　吉備が説教でもしたのか、今まであおいの外出にいい顔をしなかった連雀が、この日から突とつ然ぜん散歩を奨しよう励れいしてくれたのだった。
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　季節はすっかり夏を迎むかえた。着物は涼すずしい絽ろに、足は素す足あしに下げ駄たの装よそおい。屋や敷しきの庭や裏の斜しや面めんの木々からは、風ふう鈴りんの音すらかき消しそうな蟬せみの大合唱が響ひびいている。

　神楽舞まいの練習は夜明け前のまだ涼しいうちから始まり、午ひるを前にひとまず終わった。以前連雀が言っていた通り、暑気が増してからはすっかり練習時間は減っていた。あのままだったら死んでいたところだ。

「出かけるぞ」

　縁えん側がわで朝顔を眺ながめながら瓜うりをかじっていると、突然連雀が訪おとずれた。あおいは何事だろうと首をかしげる。

「出かけるって、お散歩？」

「午後は暑い。夕方は神楽の練習だ。買い物に行くなら今のほうがいい」

「買い物？」

　あおいは目を丸くした。散歩は奨励されたけれど本当にただ道を歩くだけで、店たなを覗のぞいたりだとか少し誰だれかと会話をするような事も連雀はさせてくれない。それが、買い物だという。

「何を買うの？　わたしもついて行っていいの？」

「当たり前だ。お前の衣い装しようを仕立てに行くんだからな。さっさと支し度たくをしろ」

「わたしの衣装？」

　ちゃっかり瓜をたいらげてからあおいは立ち上がった。支度をしろといわれても、整えるような身なり品は一つも持っていない。二人はすぐに廊ろう下かを歩きはじめた。

「神事で着る千早だ。白はく鶴つる屋は訪問売りをしないから、面めん倒どうだが直接行くしかない」

「訪問売りをしないって、越えち後ご屋さんみたいな感じの大おお店だなってこと？」

　あおいは驚おどろいて一瞬足を止めた。

　庶しよ民みんの多くは一生を古着で過ごす。呉ご服ふく問屋で着物を買えるのは裕ゆう福ふく層だけだ。

　ここに来てからは呉服問屋の訪問売りを受けていたけれど、それをしないということはさらに大きな店ということだ。緊きん張ちようと期待に頰ほおが染まる。

（まさか大店に出入りできるなんて……なんだか心臓がどきどきする！）

　ふわりふわりとした足取りで、あおいは連雀のあとをついて屋敷を出た。




「よう、連雀。久しぶりだな」

　白鶴屋へと向かう途と中ちゆう、時折り見知らぬ鳥仙たちが連雀に話しかけてきた。

　散歩中にもよくあることで、決まって彼らはあおいを紹しよう介かいするように言うのだが、連雀は「今度な」とすげない答えを返して別れてしまう。今日もその例にもれず、愛あい想その「あ」の字もなく別れてしまった。

「あなたに友好性が欠けてるのか、それともわたしを紹介することに不都合があるのか、よくわからないわ」

　誰も彼もにこんな態度なのだろうか。吉備以外に友達がいるのか勝手に心配になってしまう。連雀は全く悪びれのない顔だ。

「今度と言ったら今度だ。──ついたぞ」

　連雀が足を止めたのは、鳥界山の表おもて店だなで最も間口の広い呉服問屋だった。『呉服物品々』の大看板とともに白鶴の紋もんが掲かかげられている。

「……すごい」

　揚あげ戸の暖簾のれんをくぐると、奥へ横へと続く広い上がり框がまち。その上に腰こしをかけた多くの仙せんたちが、白い鼠ねずみの獣じゆう精せいたちに食事や菓か子しの接待を受けながら反たん物ものの説明を聞いていた。天てん井じようからは売り物なのか見本なのか、仕立ての済んだ着物がずらりと吊つり下げられている。

　商品が収められた棚たなや簞たん笥すの数も半はん端ぱではない。更に奥には蔵もあるのだろうから、取り扱あつかっている品数は相当なものと思えた。

　あおいがその規模と活気に圧あつ倒とうされていると、毛並みのきれいな白鼠が前まえ掛かけをこすりながら声をかけてきた。

「へい、いらせられませ。連雀様と、お連れのお嬢じよう様さま。今日はどのような」

「千早だ。奥に上がらせてもらう」

「千早でございますか。では、ご案内をわたくしが」

　白鼠はひげをそよそよと動かしながら先を促うながした。あおいたちは履はき物を脱ぬいで畳たたみ敷じきの框に上がり、さらに番頭さんの座る帳場を抜ぬけて奥へと進む。

　通されたのは八畳じようほどの広間だった。開け放たれた障子からは中庭の小さな池が見える。

　あおいたちを案内した白鼠はすぐに茶と菓子ののった折お敷しきを運んできた。

「では、ごゆるりと。白鶴様を呼んでまいります」

　そう頭を下げて、白鼠は下がっていった。

「白鶴様って、白鶴屋の旦だん那な様さま？」

「ああ、この店は鶴仙のものだ。とはいっても仙貨を集めているわけじゃない。神事の衣装を仕立てるのが白鶴に与あたえられた仕事なんだ。普ふ段だん着るようなものまで扱っているのはまあ、道楽のようなもんだな」

　そういえば、とあおいは記き憶おくを思い起こす。神楽かぐら舞をやれと言われた時も、「お前にはすでに任された仕事がある」とか言ってなかっただろうか。あの時は連雀の態度にすっかりむきになっていて深く考えなかったけれど、仙にお仕事を采さい配はいするような人物がいるということだろうか。

「ねえ、仙ってみんな仕事を誰かから与えられているの？　あまり働いているようには見えないんだけど。例えば、あなたとか」

　ぶっ、と連雀は口をつけていた茶を噴ふき出した。あわてて畳を手ぬぐいで拭ふきながら、じろりとあおいを睨にらむ顔はわずかに赤い。

「ば、ばかをいうな！　毎日仕事してるだろうが！」

「もしかして、神楽舞を教えるのが連雀の仕事？」

「ちがう。俺の仕事は神事の準備を調ととのえることだ。万ばん事じ滞とどこおりの無いように手配を済ませておく。そのうちの一つがお前に神楽舞を仕込むことだ。──本来は津久見がやるべきなんだが、彼女はまだ誰かに教えられるほどの腕うでがないからな」

「それってつまり、連雀のほうが津久見さんよりも上手うまいって事？」

「年に四度の神楽舞は仙の基き礎そ教養だから、誰でもある程度は身につけているものだ。俺の場合、そばで見ていた年月が長いからその分長たけているんだろう」

　年月が長い、という言葉がふとあおいは気になった。仙は不老不死だという。この目の前にいる見た目が青年姿の仙は、いったいどれほどの月日をもって『長い』といっているのだろう。

（聞いたら失礼？　女性じゃないからいいかな？　でも、千年とか言われちゃったら、なんか化け物感が出てきていやかも……）

　あおいが微び妙みような顔つきで悩なやんでいる間に、廊下から「失礼」と声がかかった。

　すっと襖ふすまがひかれ、三つ指をついた女性が現れる。結ゆい上げた髪かみが鮮あざやかな丹に色いろの艶つやのある美人だ。白鶴と呼ばれていたけれどおそらく丹たん頂ちよう鶴づるなのだろう。

「いらっしゃいませ。連雀、今日は千早の仕立てとうかがったのだけれど、津久見は引退なさるのかしら？」

　連雀が頷うなずくと、白鶴は「では」とあおいへと視線を移す。髪と同じ丹色の唇くちびるが白い肌はだに鮮やかで、あおいはつい見とれてしまった。

「こちらの娘むすめさんが舞子となる仙でよろしいのかしら？　近ごろ吉備が雛ひなを連れて歩いているとは聞いていたけれど。──はじめまして、わたくしは鶴仙。白鶴と呼んで下さいな」

　雛と呼ばれたことに戸と惑まどいながら、あおいも指をついて頭を下げる。

「はじめまして」

「この雛の名はあおいという。不如帰ほととぎす仙と郭かつ公こう仙の間に生まれた雛だ」

　連雀が紹介すると白鶴は驚きと、次いで興きよう味み津しん々しんの表情を浮うかべた。

「この娘さんが、噂うわさの……見つかったとは初耳ですわ」

「後は何も聞かないでほしい。どうせ神楽舞の集合練習になれば多くの仙が知ることにはなるんだが、今は静かに舞の練習に打ち込みたい。なによりあおいはまだ飛ぶこともできないんだ。騒さわぎになるのはなるべく遅おそいほうがいい」

　飛べないと聞くと白鶴はさらに目を見開いてあおいを見つめる。そんなに驚くような事なのかとあおいも逆に驚いた。飛べないと何か困ったりするのだろうか？

　白鶴は何かを胸にしまうような神しん妙みようさで「承知いたしました」と答えた。

「千早はお前の裁量でいい具合に仕立ててやってくれ」

　連雀が言うと、一転して今度はぱっと表情を明るくさせる。

「まあ！　では早さつ速そく」

「あの、よろしくお願いします」

　あおいはもう一度頭を下げた。白鶴はまるで我が子の晴れ着を仕立てるかのように弾はずんだ表情だ。

「さあお立ち下さいな。あぁ、千早の新調だなんてしばらくぶりですこと。しかも噂の仙の千早だなんて、腕が鳴りますわ」

　白鶴が繊せん手しゆを打つと、それを合図に白鼠たちが一列になってやってきた。みな手に掲げているのは反物を載のせた盆ぼんだ。

　光こう沢たくある素材は一目で上等とわかる絹。先頭の鼠が掲げた純白から次し第だいに色味を増して行って、淡あわい桃ももに紅に黄に翠みどりにと途と方ほうもない色数。さらには金糸や銀糸が織り込まれたものまである。

（すごい！）

　その輝かがやきに思わず感かん嘆たんの息が漏もれた。圧倒されるままに、更さらに鮮やかな糸の数々、そして輝かしい金銀の冠かんむりまでもが二畳半めいっぱいに積み上げられた。

「あなたの母の時の千早は翼つばさにあわせてほしいという要望で、正直地味でしたのよ。津久見は生き成なりに茶金の刺し繡しゆうが要望で……。でも岩戸神楽は本来にぎやかで派手な舞まいでしょう？　わたくしとしては、もっと女性らしくて明るいのが一番だと常々思っていましたのよ。いかがかしら？」

「ええと……」

　目がくらまんばかりの輝きに何も言葉が出てこない。困って連雀を見れば、いつの間にか菓子の折敷を抱かかえながら庭を眺ながめてくつろいでいた。

「白鶴に任せたらいい。彼女は玄人くろうとだからまちがいない」

　連雀の言葉に白鶴は心底嬉うれしそうに手を打った。







　腹が減ったか、と聞かれてあおいが素す直なおに頷いたのは、白鶴屋を出てすぐのことだ。

　かつては一日二食だったことが噓うそのように、いまではきっかり午ひるには腹の虫が鳴る。贅ぜい沢たくに染まってしまったのだとあおいはつくづく思った。

「それにしても、つかれたぁ」

「お前は何もしてないだろう。動いていたのは白鶴だ」

　あおいが店に置かれていた団扇うちわをさっそく手にとって扇あおぎだすと、連雀は呆あきれたようにあおいを見た。二人は近くの蒲かば焼やき屋で少しおそめの昼飯を頂くことにしたのだ。

「確かにほとんど立っていただけだけど、それがあんがい疲つかれるんだから。慣れてないっていうのもあるんでしょうけど、肩かたの上につぎつぎに生き地じをのせられて、ああでもないこうでもない、そこに更に糸をのせて、この生地ならこの糸、こっちの生地ならこの糸で、頭に載せるのはこれかこれかこれかこれ！　……わけわからないし、重いし、暑いし」

「だがいいのができそうだろう」

　運ばれてきた鰻うなぎの膳ぜんを受けとりながら連雀がそういうのを、あおいは少し意外な思いで聞いた。

「いいのがって、ちゃんと見てたの？」

「当たり前だ。何のために俺も同席していたと思ってる」

「だって、お菓か子しばかり食べてたし、庭を暇ひまそうに見てたし」

「初めはな。ある程度決まってからでないと見ても仕方がないだろう。淡い朱鷺とき色いろに銀糸と金糸の刺繡。頭あたま飾かざりは銀にわずかな金粉の前まえ天てん冠かん。結ゆい髪の形も悪くない」

「あ、ありがとう」

　山さん椒しようを打ち出しながら、あおいは照れて小さく俯うつむいた。

　服を仕立てる楽しみというのはよくわからなかったけれど、異性に衣い装しようを褒ほめてもらうのはやはり嬉しいものだ。しかも千早選びに無関心かと思っていた連雀がきちんと見ていてくれて、そして褒めてくれたことがなおのこと嬉しかった。

「……おいしいね」

　甘あま辛からいタレで香こうばしく焼かれた蒲焼きは最高においしい。気分がいいせいか、食事の幸せがいっそう増しているような気さえする。

「そうだな。たまには外食も悪くない」

　膳をはさんで向かい合う連雀も、きつい印象のする目元を和なごませて頷く。

　なぜだかこんなひと時がすごく楽しくて幸せだと思う自分がいることに気がついて、あおいは内心かすかに戸惑いを覚えた。

（な、なんだろう、この感じ……。吉備さんとだって、お茶してるし、連雀よりもずっと会話も多いし、笑え顔がおだし。それなのに、なんだろう……）

「ん、どうした？」

「べつに、すごく、おいしいなぁって」

　ふいに、連雀にがつがつ食べているところを見られているのが恥はずかしい気がしてきて、あおいは体の向きをさりげなさを装よそおってずらした。不ふ審しんな様子をみせるあおいを、連雀は更に訝いぶかるようにじっと見つめてくる。

「なんでもないの、ほんとに」

「そうか？　金つばでも買ってから帰ろうかと思ったんだが、具合が悪いようなら駕籠かごを拾ってまっすぐ帰るか」

「それは駄だ目め、具合なんて悪くないから！」

　声を上げてから、あおいはしまったと思った。これではまるで、金つば食べたさに食い意地を張っているように聞こえてしまうではないか。

（──だけど、駕籠でまっすぐ帰るのは……なんだかイヤ）

　それは嫌いやというよりも、もったいない、というような感覚だった。

　駕籠は一人乗りだ。しかも鳥界山には町駕籠のような、乗り手が丸見えの駕籠が存在しない。その辺で拾って乗るような駕籠でさえ、どれも箱状になった高級な駕籠しかない。それで帰るということは、屋や敷しきに着くまで顔すらあわせないということだ。

　それはなんだか味気なくて、寂さびしい。

　二人で並んで、表おもて店だななんかをのぞきながらのんびり歩いて帰ったほうがいい。──そんな気がした。

「そんなに金つばが好きなら、ポ太郎に届けさせてもいいぞ？」

「そ、そうじゃなくて。別に食い意地張ってるわけじゃないの。本当に具合なんて悪くないし、それにほら、金つばが食べたいのは連雀のほうでしょ？」

　白鶴の店で菓子を口に運ぶ連雀はどこか幸せそうで、きつい見た目とは裏腹に、あんがい甘党なのかもしれないという印象を抱いだいていた。そういえば、以前吉備もそのようなことを言っていた気がする。

「よくわかったな」

「やっぱりそうなんだ。わたしも好き、甘いもの。金つばなんて上じよう菓が子しは口にしたことないけど」

「じゃあ、飽あきるほど食べたらいい。あれはこの世で最高の菓子だ」

　連雀は金つばがよほどの好物なのか、心の底から嬉しそうな笑みを浮うかべる。あおいの視線は思わず彼の笑顔に釘くぎ付づけになった。

（…………それ、反則だわ）

　目つきの悪い連雀は、笑うと険しさが薄うすれてがらりと印象が変わる。そしてその笑顔がどうしようもなくあおいの視線を引き寄せて放さない。

　胸の鼓こ動どうが速くなる。

　なんだか苦しくて、それを悟さとられないように無理に笑顔を作った。

「……じゃあ、遠えん慮りよなく。仙貨が出せるようになったら、必ず恩は返すから」

「こういうときは男が出すものと決まっている。返されたら面子めんつがつぶれるからやめてくれ」

「そうなの？　仙せん界かいも地上界と変わらないのね」

　店を出るとき、あおいはさりげなく胸を押さえた。

（…………なに、これ……）

　熱く、苦しく、高鳴る鼓動。熱とともに何かむずむずとした衝しよう動どうが湧わきあがる。

　──これは、この感情は。

（まさか、わたし……わたし連雀のこと……）

　好き、なの？

　まさか、と否定しようとしながらそれができない。このひとの笑顔を見ると、自分でも不思議なくらい嬉しくて胸が高鳴る。

　どんなに目つきが悪くても。玉の輿こしだと騙だまして連れてきた張本人だとしても。あおいを空から三度も落とした相手だとしても。

　一いつ緒しよに歩きたい、そう思うこの気持ちはどう考えたって恋こいだ。

　自覚したら、頰ほおがかあっと熱くなった。

　そんな顔を見られたくなくて、あおいは連雀の一歩後ろを俯きがちに歩いた。
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　ポ太郎の太たい鼓こが拍ひよう子しを刻み、連雀の笛が高く軽快な音色を響ひびかせる。いかにも祭りらしい、思わず心躍おどるような音色。

　激しく足あし拍びよう子しを踏ふみ、天高く神楽かぐら鈴すずを振ふり上げると、それと同時に汗あせが輝かがやきながら飛び散った。

（もっと……もっと上手うまく！　もっとしなやかに、指先には品を、視線には艶つやを！）

　上手くなりたい。上手くなりたい。

　遠く離れてしまった母や弟に、こっちで頑がん張ばっていると心の中で胸を張れるくらい。

　世話になっている吉備や連雀に、恩の一部でも神楽舞まいでお返しをできるくらい。仕立てた千早を着て舞まう姿を、自信を持って見てもらえるくらいに。

　あおいはただそれだけを願って舞い踊おどる。

「──そろそろ休もう」

　区切りのいいところで連雀が笛の手を止め、額から流れた汗を拭ぬぐう。

　あおいも手て拭ぬぐいで汗をふきとり、舞の台座から降りて縁えん側がわへと腰こしを下ろした。そこへすかさずポ太郎がよく冷えた瓜うりと麦茶を用意してくれて、あおいは礼を言うと麦茶を一気に飲み干した。まだ午前といえどもさすがに暑い。

「最近、随ずい分ぶんと熱心だな」

　連雀は少し離れた畳たたみの上に腰を下ろした。

「無む駄だな抵てい抗こうは止やめてさっさと練習に励はげめと言ったのは俺だが、まさかこれほど逞たくましいとは思わなかった」

　檜ひのき舞ぶ台たいの前でのいきさつを思い出したのか、連雀は小さく笑う。あおいは連雀の態度に腹を立てて、いきり立って舞子を引き受けたことを思い出した。凶きよう悪あくなその目を丸くさせてやるとまで考えていた。……それが今はどうだろう。

「逞しいって、それは褒ほめてるの？」

　自分の変わり身が少し恥ずかしくて、誤ご魔ま化かすように軽く不ふ機き嫌げんな顔を作る。

「褒めてるぞ。言ったら曲げない質たちなのか、仕事は手を抜ぬかない気質なのか。もっと嫌いや々いやと気だるい態度を想像していたが。感心する。──お前はよい雛ひなだ」

　縁側には燦さん々さんと日差しが降り注ぐ。連雀はあおいを眩まぶしげに見やってから柔やわらかな笑みを見せた。あおいは見み惚とれてしまいそうになって慌あわてて瓜に齧かじり付く。

「体調の方はどうだ？　激しい舞だから疲つかれるだろう」

「……疲れよりも、暑い、かしら。本番は日にち没ぼつ後だし、水打ちしてからだとは聞いたけど、千早を着て舞うのよね。それはちょっとどころじゃなく暑そう」

　まぶしいほどの青空を仰あおぐ。

　あおいが任された神楽舞は、岩戸神楽の天宇受売命の舞だ。鈴と篠しの笹ざさをふりながら足を踏み鳴らす激しい舞。たとえ涼すずしくなった夜に神事が行われるのだとしても、真夏に千早などという立派な上うわ衣ぎを着て踊るなんて想像するだけでも汗をかいてくる。

「心配するほどでもない。どうせ千早はすぐ脱ぬぐ」

　連雀の涼しい顔に、あおいは一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からなかった。呆ほうけた顔をするあおいを、聞こえなかったのかと勘かん違ちがいした連雀が「千早はすぐに脱ぐ」とはっきりした口調で繰くり返した。あおいは目を丸くする。

「──はい？」

「囃子はやしに合わせて天宇受売命が激しく踊る。千早を脱ぎはらい、薄うす着ぎになってさらに踊る。──天あまの岩いわ戸とは地上界でも有名だとかいっていただろうに、知らないのか？」

「そ、そこまでは。薄着って千早の下に着てる白の小こ袖そでと緋ひの袴はかま？」

「それも脱ぐ。本来は上半身は裸はだかだ」

「えぇっ!?」

　はだか？　裸で踊るって何の話だろう!?　まさか今まで必死に練習してきたのは裸踊りだったんだろうか？　混乱するあおいに「だが」と連雀は付け加えた。

「裸の舞はずいぶん昔に禁止された。今は紗しやでできた膝ひざ丈たけの……まあ襦じゆ袢ばんみたいなやつだ」

「紗の襦袢一枚って、ようするに下着姿じゃない…………」

　あおいが絶句すると、連雀はとんでもないとばかりに眉まゆを上げる。

「なにをいう。神事だぞ、別にいやらしいことなんか何もない」

「だけど聞いてないわ。そんな話！」

「言ってないからな。なにせまだ通しでの流れはやっていない。まずは基き礎そ動作を覚えて身につけるのが先だ」

「そんな」

　あおいは非難の目で連雀を見た。

　膝丈の紗一枚で踊るなんて、神事とはいえ言語道断だ。あおいは赤くなったらいいのか青くなったらいいのか果てしなく混乱した。怒いかりなのか、不安なのか、羞しゆう恥ち心しんなのか。もやもやと湧き出てくる感情の正体が自分でもよくわからない。

（────ううん）

　それらを振り切るようにあおいは頭かぶりを振った。見上げた連雀の澄すんだ目は、真しん剣けんに神事に取り組もうとしているそれに違ちがいがない。

　決して恥はずかしいものではないのだと……そう自分の心に言い聞かせる。

「あの、ね。ほかにまだ聞いてないような段取りとかってあるのなら、今のうちに聞いておきたいんだけど」

　あおいが恐おそる恐る聞くと、連雀は少し考えるように首を小さく傾かたむけた。

「特に、ないと思うが。……歌もあるという話はしたな？」

「ああぁっ！」

　あおいは勢いよく立ちあがった。反射的に連雀も膝ひざ立だちになる。

「なんだ？」

「歌よ、歌！　たしかに初めの頃ころに聞いた気がするけど、ぜんっっぜん練習してないじゃない！」

　せっかく神楽舞をうまくやり遂とげたとしても、聞くに堪たえない歌を披ひ露ろうすれば大失敗だ。それこそ下着で踊るよりも恥ずかしい。

　しかし焦あせるあおいとは裏腹に、連雀は「なんだ、そのことか」と再び腰を下ろす。

「いっておくけど、わたし歌なんて子こ守もり唄うたていどしか歌ったことないからね。当日急にやれなんていわれたって無理だから！」

「それはわかっている」

「じゃあ、早く教えてよ。当日になって大音おん痴ちの恥はじなんてかきたくない」

　あおいが手ほどきを請こうと、しかし意外なことに連雀は戸と惑まどいの表情を見せた。

「──どうしたの。わたしなにかまずいこと言った？」

「いや。早く習いたいという姿勢は感心するし、正直嬉うれしいんだが」

「だが、なによ」

「歌を教えられる師がいない」

「あなたが教えてくれるんじゃないの？」

　ぽかんとしてそう尋たずねると、連雀はこちらが驚おどろくほどに動どう揺ようをみせた。

「じょ、冗じよう談だんを言うな！　仙せんは鳥でも人でもないが、その辺はあれだぞ！　俺が歌うわけがないだろう！」

「え、あ、そうなの、ごめんなさい」

　急に取り乱した連雀に、あおいは啞あ然ぜんとしながら反射的に謝った。なにかよくわからないが悪いことを言ったのかもしれない。

　連雀はわずかに頰ほおを上気させて、咳せき払ばらいとともに背を向けた。

「────と、とにかくだな、歌の師ができる仙を今探しているところだ。まだ一ひと月つき以上はあるんだから、お前は余計なことは考えずに神楽かぐら舞の練習に励めばいい」

　連雀は歌に自信が無いのだろうか。そんなことを思いながらあおいは頷うなずいた。

　確かに見た目で言っては失礼だけれど、音痴そうな雰ふん囲い気きはある。そう思うと眦まなじりの吊つり上がった連雀もどこか可愛かわいらしく思えて、彼に見つからないようにあおいはこっそりと笑えんだ。
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　七月も下げ旬じゆんに入ったある日の夕暮れ。

　夕ゆう涼すずみでもしませんか、という吉備の誘さそいで三人そろって町へと下りた。

「だから言ったでしょう。閉じ込めていては駄だ目めなのです」

　明々と提ちよう灯ちんの灯ともった大路を肩かたを並べて歩きながら、吉備は得意そうな目を連雀に向ける。最近あおいの仙気が安定してきたという話だ。

「安全な籠かごに閉じ込められた雛と、外でひろびろと羽を伸のばせる雛と、どちらが早く飛び立てるのか、比べるまでもないでしょうに」

「籠の中で仙気が安定するに越こしたことはない」

「強がりを言うものじゃないですよ。わかっているんでしょう？　最近あおいの表情はとても明るくて良いです。神楽舞まいにも生気が漲みなぎってきました」

　連雀はぶすっとしながらも手に持っていた長金つばをほおばった。彼が好きな金つば屋が夏の夜だけ作る、皮が厚手で中にやわらかい求ぎゆう肥ひの入った細長い金つばだ。

　甘すぎない餡あんが香かおり立つそれを口にする連雀の表情は、ぶすくれていたことなど忘れて幸せそうに目元が和なごむ。

　そんな彼の様子をそっと眺ながめていたあおいは、なぜか自分の胸の中までほっこりと温かくなって、抱かかえていた小さな包みを胸に抱だき寄せた。連雀があおい用にと買ってくれた長金つばがそこに入っている。

「なんだ、食べないのか？」

　連雀が包みを抱いたまま手をつけないあおいを不思議そうに見る。

「ううん、もったいなくて。後で食べようかな」

「もったいなくなどない。焼きたての香こうばしいうちに食べるからおいしいんだぞ」

「連雀、相手はお嬢じようさんですよ。歩き食べというわけには行かないでしょう。ちょうどわたしの店が近いです。座りませんか」

　吉備に促うながされて、二人は彼の店へと向かった。

　吉備の店は大路に面した表おもて店だなの間、裏木戸をくぐった先の裏うら店だなと呼ばれる場所にある。仙界は江戸よりもずっと豊かなためか、狭せまく暗い雰囲気はそこにはなく、あんがい広くて小こ洒落じやれている。

　店自体は小さいがいい雰囲気だ。なかに二畳じようほどのちいさな小上がりがあるが、基本的には店先に出された長床机ながいすに腰こしをかけて軽食をいただくお店のようだった。

　朱しゆ塗ぬりの大きな唐から傘かさのしたで、二人は並んで長床机に腰を下ろした。吉備は茶を沸わかしてくれるそうで、一人店の中に入っていった。

「本当に、不思議なところ」

　足元をやわらかく照らす行あん灯どんが裏店のあちらこちらに置かれている。その橙だいだい色いろの灯りを見つめながらあおいは呟つぶやいた。

「十五年ヒトとして暮らした地上界と比べれば、そう感じるのかもしれないな」

「連雀は仙になる前は鳥だったんでしょ？　鳥の生活と比べたら、わたしなんかよりもよっぽどここは不思議なところだと思うんだけど」

「そんな昔のことは忘れたな。それよりも温かいうちに食べろ」

　あおいに促しながら、連雀は二個目の長金つばをぺろりと平らげる。

「うん。ありがとう」

　やはり連雀はずいぶんと長い年月を生きているらしい。仙は不老不死だというから、そう気にするようなことでもないのかもしれない。そんなことを思いながら、長金つばを一口かじる。上品な餡ともっちりとした求肥の組み合わせはやはり最高だ。

「おいしい」

「そうだろう」

　なぜだか自じ慢まんげな連雀の様子がおかしくて、あおいはくすりと笑った。

「なんだ？」

「ううん、なんでも。ただ……ここでの生活もまあまあ悪くないなって」

　地上界にいる母や弟が恋こいしくないと言ったら噓うそになる。住み込み奉ぼう公こうに出ていた間も離はなれ離ばなれだったけれど、会おうと思えばいつだって会いに行けた。それが今は遠い。

　その寂さびしさを、遠くに嫁とついだ女性なら誰だれもが耐たえ忍しのぶものだ！　と自分に言い聞かせれば、鳥界山の生活は豊かで平へい穏おんで決して悪くない。

「あたりまえだ。地上界と仙界をくらべる方がどうかしてる」

「仙界って、結構ふつうなのね。もっとすごい世界を想像していたけど。春の花が咲さき乱れてあたり一面桃もも色いろで、ふんわり暖かくて、常とこ春はるな感じ？　仙せん人にんはふわふらと飛ぶように歩いて、いつも釣つりをしていて、顔は白ヒゲがもしゃもしゃ。仙せん女によは羽は衣ごろもをなびかせながら、意味なく宙を漂ただよっているの。羽の扇せん子すで顔を隠かくしてオホホホ…って。あと、食べ物は雲と桃ね」

「なんだそれは。だいたい春しかなかったら困るだろう。うまい米は作れないし、柿かきも桃も収しゆう穫かくできない。桜だって咲かない。しかも雲ってなんだ。そんなもの飢うえたって食わないぞ」

　それもそうね、とあおいは笑った。

「仙界は桃とう源げん郷きようとは違ちがうのね。けっこう生活臭しゆうに満ちていて、嫌きらいじゃないわ。────だけど……」

　あおいは口ごもり、わずかに俯うつむいた。連雀が気き遣づかうようにそっと覗のぞき込む。

「だけど、どうした？」

「……本当にここにいていいのかなって……最近特に思うの。仙貨の一つも出せないし、翼よく変へんもできないし。そもそもの丹たん田でんとか仙気とかいうのもさっぱり。わたし、ほんとうに連雀が言うみたいに、不如帰ほととぎす仙と郭かつ公こう仙のあいだに生まれた仙なのかしら」

　先ほども二人はあおいの仙気について話をしていたけれど、当のあおいにはさっぱりだ。自分の仙気が不安定なのか安定しているのかさえ分からない。

「馬ば鹿かなことを。仙でなくてどうして仙気を放つことができるんだ」

「そんなことを悩なやんでいたのですか。あおい」

　吉備が茶を運んできてくれた。熱い茶だったけれど、涼すずしい夜風が吹ふいているからかえって丁度いい。礼を言って口をつけると、吉備もあおいの横に腰を下ろした。

「そうですねえ。──おそらくは人や鳥などの状態から仙せんになり、初めて仙丹を練れるようになるのとちがって、あおいの場合は産まれついたときから丹田で精気を練っていたことが原因なのでしょうね。心臓がかってに鼓こ動どうするのと同じように、体の一部過ぎて意識できない」

「こんなんじゃわたし、一生仙貨も出せないし空を飛ぶこともできないかも……」

　どうしてこんなに焦あせる気持ちが湧わいてくるのか、あおいは自分でも不思議に思う。

　初めの頃ころは何かの間ま違ちがいじゃないのかとあんなにも否定的だったのに、今ではなぜか仙らしくない自分が情けない気さえしてくるのだ。

「まあそのうちに、あぁこれのことかと気がつく時が来ますよ」

　吉備はそう言ってほっこり朗ほがらかに笑う。つられて笑みかけたあおいはしかし、表情を曇くもらせて湯ゆ吞のみの中に視線を落とした。

「でも、早く仙貨くらいは出せるようになりたいわ。二人に悪いし」

　連雀と吉備は目を丸くした。二人同時に「なにがだ？」「どうして？」と不思議そうに口にする。

「だって、そうじゃない。わたし完全に二人に養われてる状態で、こんなのおかしいでしょ」

　待たい遇ぐうは玉の輿こしと変わらない。そう初めの頃に言われたけれど、実際は違うのだから、どう考えたって今の暮らし方は妙みようだ。

「わたし、働けるの。針仕事は苦手だけど、他ほかの家事ならなんだってできるし。それなのになんにもしないで三食甘味つき、個室に布ふ団とん、あったかい内うち風ぶ呂ろつきの、贅ぜい沢たくなお着物つきだなんて……うれしいけど落ち着かない。なんの対価なのかわからなくて、なんだか身の置き所のない気持ちがあるの」

　以前連雀に家事を手伝いたいと申し出たら、とんでもないとばかりに却きやつ下かされた。庭の手入れも駄だ目めだという。鳥仙の仕事は神に仕えることで、鳥仙に仕えるのは獣じゆう精せいの仕事なのだそうだ。

「それは、困りましたねぇ」

「なんにもしていなくはないぞ。きちんと神楽かぐら舞の練習をしている。お前の仕事はそれだと何回言ったらわかるんだ」

「神楽だけが仕事なんて怠たい惰だもいいとこだと思わない？」

　あおいは下働きとなってから長い間働きづめの毎日だった。鳥界山に来てはじめの頃は豊かな生活が嬉うれしかったけれど、それが続くと今度は働いていない時間が勿もつ体たい無く感じてくる。貧びん乏ぼう性しようと言われればそれまでだが、右に左にと働く獣精たちを見るたびにその気持ちは強くなった。

　何より、只ただで裕ゆう福ふくな暮らしに見合うだけの価値が自分にあるとは到とう底てい思えない。

「……わたしも、なにかしたい」

「でもね、あおい」

　吉備はそっとあおいの片手をつかみ、開かせた。

「きみの手を見れば、働くことが日常の生活をしていたのだとわかります。けれど、あなたが例えば連雀の屋や敷しきで家事を手伝い始めたら、そのぶん獣精の仕事は減るのです。彼らだって困ってしまうのですよ」

「わたし、そんなつもりじゃ……」

「知っています。──そうですね、ではあなたが翼変も仙貨も出せるようになったときには、この店で働くというのはどうですか？」

　思わぬ提案に腰が浮うく。お茶がこぼれかけて慌あわてて座り直した。

「いいんですか？」

「もちろんです。わたしのヤキイモ屋には獣精がいませんから。看板娘むすめになってくれると助かります」

「看板にはなれないかもしれないですけど、頑がん張ばります！　やらせてください！」

　あおいはぱっと顔を輝かがやかせた。怠惰な時間を有効に使えるばかりか、小店の茶ちや汲くみ娘といえば少女憧あこがれの職だ。しかし連雀は渋しぶい顔であおいの着物を引いた。

「やめておけ」

「どうしてよ。わたし、やるわ。そういえば吉備さんのお店って、焼き芋いも屋さんですよね？　お芋なんてこの時季はないけど、やっぱりその間はお休みしてるんですか？」

　あおいはふと疑問に思って尋たずねた。吉備の店は何回かお茶をのみに来たことはあるが、つねに暖簾のれんが下げられた状態だった。ただ店先に置かれた行あん灯どんに『ヤキイモ』と書かれているだけだ。

「やめておけ。聞くな」

　連雀はなおも何か渋い様子だ。吉備は楽しげに笑う。

「いいえ、本業の片手間に道楽で開けている店なので、気分で開けたり閉めたりなのですよ。こっちは一人で切り盛りしてますしね」

「吉備さんの本業って？」

「藍あい染ぞめ以外の染物屋です。基本作業は獣精たちに任せてはいるんですが、どうしても染せん液えきの発はつ酵こう具合はわたしの耳で確かく認にんしないといけないので、放置というわけにもいかなくて。あおいがこっちの店を手伝ってくれると助かりますよ」

「わたしでよければ喜んで。よし、そうなったら早く気の流れってやつを感じられるようにならないと！」

「ふふ、がんばってください。そうだ、ついで言うと、この店で焼いているのは芋ではありませんよ」

　あおいは首をかしげた。芋を焼かずにヤキイモ屋とは、これいかに？

　吉備は「見たほうが早いでしょう」と店の中へと入っていった。

「俺はやめておけ、と二度ほど言ったと思うんだが」

「だからどうして？　働いちゃいけないの？」

「そうじゃない」

　連雀が何かを言いかけたところへ、吉備が何かを手に戻もどってきた。

「うちで出しているのは、これですよ」

「え、────ひィっっ！」

　吉備の細く美しい手にあったものを見てあおいは悲鳴を上げかけ、何とかそれをのみ込んだ。

「イモはイモでも、芋ではなくて芋虫。その串くし焼やきです。あ、イナゴの佃つくだ煮にも通年で扱あつかってますよ」

　あおいの背筋は凍こおりついた。仙といえども元は鳥ということをすっかり忘れていた。

　固まったあおいの横で、連雀が気まずそうに顔を背そむけたのがわかった。

「……だから、やめておけといったんだ」
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　あおいの神楽舞まいは、夏の暑さが日々増すとともにめきめきと上達をみせた。

　連雀の手本は完全に要いらなくなり、指導の声も減った。足りないのは流れるように自然な振ふりと動作の切れ、あとは表現力だという。

　神事当日に実際に使われる檜ひのき舞ぶ台たいでの練習も行われるようになると、いよいよ本番が近付いてきているのだという実感が湧いてくる。

「成功、させなくちゃ」

　舞台の上、流れる汗あせをぬぐいながらあおいは呟つぶやく。

　この神楽舞を成功させることが、鳥界山での暮らしに仙として交じるための第一歩。──最近そんな気がしている。そういうことを思う自分がどこかおかしくて、あおいは小さく笑って空を見上げた。

　神域を囲む深い緑に切り取られた、雲ひとつない青い空が見える。

（わたし、仙として認められたいのね？　連雀や吉備さんだけじゃなくて、ここに住むたくさんの鳥仙たちに）

　鳥界山に来てから、あおいは吉備と連雀以外の鳥ちよう仙せんとほとんど関かかわったことがない。あおいが貴重な純血二世の鳥仙ということで騒さわぎにならないようにと、どうやら連雀が意図的にそうしている節がある。それがあおいの為ためだとはわかるけれど、最近ではそれが少し寂さびしくもあった。

　町ですれ違ちがうたくさんの鳥仙たち。これからずっとここで過ごすのならば、彼らは仲間だ。早く自己紹しよう介かいをして仲良くなりたかった。

（わたし、ここにいたい。いてもいいってみんなから認められて暮らしたい。仙らしいことは何一つできないけど、それでも……）

　周囲から認められたいのは、自分で自分を認めるほどの自信がないから。

　だからこそ、神楽舞を成功させたい。神楽がうまく舞まえたら、きっと自分という存在を自分自身で認められる。そんな気がする。

「午前の練習はもう切り上げるか。あとは夕になってから……」

　本番で使うのと同じ太たい鼓こを鳴らして拍ひよう子しをとっていた連雀が、楽器に滴したたった汗をぬぐいながらそういうのを、あおいは首をふって遮さえぎった。

「わたし、もう少しやりたい。連雀は先に帰っていいから。太鼓もいらない。一人で大だい丈じよう夫ぶ」

　最近はすっかり鳥界山の町並みにも慣れてきた。道も覚えたことで連雀の心配も減ったのか、一人で出歩くことも許してもらえるようになっていた。折せつ角かくなら満足するまでやってみたい。

「無理をするな。仙気が乱れてるぞ」

「そう？　確かに暑いけど、もう少しできるし、やりたいの。いいでしょう？」

「……わかった。あまり無理はするなよ」

「うん」

　あおいが頷うなずくと連雀は太鼓を手に舞台を下りていった。

　その後ろ姿を見送ることなく再びあおいは右手に鈴すず、左手に篠しの笹ざさをもって足あし拍びよう子しを踏ふみはじめる。太鼓も笛もいらない。連日続いた稽けい古このおかげで全すべてそれらは体に染しみついている。

　あおいは激しく足を踏み鳴らし、鈴と篠笹をふって舞い始めた。

　神事で納められるのは古こ事じ記きにもある天岩戸伝説、そのほんの一部だ。あおいが任されているのは岩戸に籠こもってしまった天照大神の興味を惹ひくために舞った、天宇受売命の舞。

　激しく、明るく賑にぎやかなその舞は、中ちゆう盤ばんで邪じや魔まな千早を脱ぬぎ捨てる。重いそれを舞台の外へとほうり投げ、身軽になった舞子は更さらに激しく艶つややかに舞い、神かみ懸がかりながら上うわ衣ぎも袴はかまも脱ぎ捨て、最後にはひらひらと軽かろやかになびく紗しやの一枚となって舞い踊おどる。

　伝説によれば周囲の神々はそれに大いに盛り上がり、高たか天まが原はらも揺ゆれ動くほどの歓かん声せいを上げたという。天照大神は何事だろうと不思議に思い、岩戸を少しだけ開けて覗のぞこうとする。その隙すき間まから日の神である天照大神自身から放たれる光が漏もれ出て、長鳴鳥にわとりが朝一番を鳴いた。

　それを合図に神鏡がつき出され、鏡に映ったまばゆいばかりの自身の姿に驚おどろいた天照大神が、ついに少しだけ戸の外へと体を現すのだ。

　情景を心に思い浮かべながら、あおいは無我夢中で舞った。

　開いた岩戸をこじ開ける天あまの手た力ぢから男おの神かみの登場で、さっと身をひるがえして舞台の端はしに跪ひざまずき、そこでようやくあおいの舞は終わりを迎むかえる。

　激しい息を無理やり静かな呼吸へと整えて、あおいは深く頭を下げた。

（…………できた……）

　疲ひ労ろうと充じゆう実じつ感かんが一気に押し寄せて、あおいは立ち上がることもできなかった。

　額を舞台の上にこすりつけるようにして、ただただ自分の息の音を聞いた。

　激しいようで、静かで。深いようでいて、浅い。

　吸い込んだ息が咽のどを通って胸に満ちていくのがわかる。自然と涙なみだがこぼれた。

　自分自身で納なつ得とくのいく最高の舞だった。これならきっと毎日指導してくれた連雀だって褒ほめてくれるに違いない。

　満足感が体中に満ちる。同時に、少しだけ残念でもあった。

　連雀が見ているうちに、これだけの舞が出来ていたらよかった。彼が帰った後では、どんなに説明してもきっと信じてくれないに違いない。

　それが悔くやしくて、残念で。

　手を握にぎり締しめたまま、立ち上がることができなかった。

「──よく、やったな」

　かけられた声に驚いて、あおいははっと顔を上げた。

「ほんとうに、よく頑がん張ばった。あおい」

　目の前には、連雀の顔。息がかかりそうなほどに近い距きよ離りに彼の顔があって、あおいは更に驚いて尻しり餅もちをついた。

「れ、連雀……帰ったんじゃ……」

「水を汲くみに行ってきただけだ。お前が練習しているのに先に帰るわけがないだろう」

「そ、そう、なんだ」

　近い。近いっ！

　尻餅をついた状態のあおいに、かがみこんだ連雀はその手をついと伸のばしてくる。思わずぎゅっと目を閉じたあおいは、次にひんやりと頰ほおが冷たくなるのを感じた。

　目を開けてみれば、連雀が水で冷やした手ぬぐいであおいの頰を拭ふいてくれていた。

「疲つかれただろう。すこし休んでから帰ろう。もう十分すぎるくらい頑張った。──今までで一番の素す晴ばらしい舞だったぞ」

「……うん」

　ありがとう、といった声は自分でも驚くくらい小さかった。体が微かすかに震ふるえてしまうくらい嬉うれしくて、俯うつむきがちに手ぬぐいを受けとった。
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（見てて、くれたんだ。連雀……）

　帰ったと思っていた。

　暑熱の中、あおいのために毎日太鼓を打ち続ける連雀だって相当に疲れが溜たまっている。神事も近付き、当日の手配に奔ほん走そうする彼はあおいの練習が終わった後もなにかと忙いそがしい身だ。それなのに、あおいに付き合って残っていてくれた。

　それが、うれしい。

　出来のよかった舞まいを見ていてもらえたことよりも、その事実こそが震えるほどに嬉しかった。

「ありがとう、連雀」

　今度こそはっきりと言えた。汗にぬれた髪かみをかき上げて連雀が笑えみを浮うかべる。

「あとは、歌だけだな」

「思ったんだけど、それって津久見さんに指導をお願いできない？　彼女が去年までやってたんでしょう？」

　汗あせをふき取り顔を上げると、連雀の苦い表情とかち合った。

「えっと、何かまずいの？」

「津久見なら、逃にげた」

「逃げ……ってどうして？」

　言われた言葉の意味がわからなくて、あおいは数回瞬まばたきを繰くり返した。

「地上界に人の恋こい人びとがいるという話は聞いてたんだが。その男にどうやら強ごう引いんな縁えん談だんがもちあがったらしい。駆かけ落ちという噂うわさだ」

　連雀は参ったというように目元を揉もんだ。

　恋人に縁談……。それで慌あわてて鳥界山を下りたということだろうか。

「そのお相手って、もしかして十五年間ずっと彼女のことを待っていたの？」

「らしいな。相手の男はとっくに所帯を持ってないといけない年ねん齢れいらしい。たまりかねた周囲が嫁よめを連れてきたという話だ。津久見もお前が見つかって、もうここに残る理由はないと考えたんだろう」

　なるほど、それで歌を教える師がいなくなってしまったのだ。連雀は歌えないみたいだし、どうにかならなかったのだろうかと思ってしまう。

「二人で鳥界山で暮らすっていうのは駄だ目めだったの？」

「ここは仙せん界かいだ。只ただ人びとをいれるわけには行かない。結ばれたいのなら地上界に下りるしかないな」

　結ばれたいなら、地上界に下りる。──その言葉で思い浮かぶのはやはり、見まみえた事もない鳥仙の両親のことだ。表面的に親と言ってもまだ実感はわかないけれど。

「わたしの両親、も駆け落ちしたのよね」

「……ああ。不如帰ほととぎす仙は舞子だった上に、当時は仙同士であっても婚こん姻いんが認められてなかったからな。だがお前が生まれたことがわかると、姫ひめの許可さえもらえれば鳥界山で夫婦めおととして暮らすことも可能になった。まだ一例もないが」

　結ばれるために手を取り合って鳥界山を去った両親。幸せだっただろうか、と思いを馳はせた。そして津久見も、幸せになってくれたらいい。

「──っていうか、姫って？」

　許可を出す立場のようだから、単に偉えらい人の娘むすめというわけではなさそうだ。あおいが聞くと連雀は驚いたように目を瞠みはった。

「姫の話をしていなかったか？」

「してないわよ。鳥仙のお姫様？」

　じゃあお殿との様さまもいるのだろうか。すこしわくわくしながら尋たずねると、連雀はいや、と答えた。

「姫というのは通つう称しようで、正確には青せい鵬ほうの君きみという。鳥界山に住む鳥仙をまとめている、ここの主あるじだ。大おお瑠る璃りという鳥は知っているか？」

　あおいは首をふる。鳥仙をまとめる主。では鳥仙に仕事を采さい配はいしている誰だれかというのが、その姫様なのかもしれない。

「大瑠璃は名のとおり鮮あざやかな瑠璃色を持った美しい鳥だ。しかしそれも雄おすだけで、本来雌めすは地味な褐かつ色しよくをしている。だが姫はあまりの仙力の高さから神に認められ、翼つばさに美しい瑠璃色を授さずかった素晴らしいお方だ。我々は瑠る璃り姫ひめとお呼びしている。もしお会いすることがあっても粗そ相そうなんかするなよ」

「瑠璃姫様って、きれいな方なの？」

「もちろんだ。翼の色もさることながら、髪の一本から爪つめの先に至るまで美しいぞ」

　即そく答とうする連雀はどこか熱っぽい目をしていて、それを見たあおいの心臓は何かにぎゅっと握られたような痛みを感じた。

「……どういう方？」

「小こ柄がらで儚はかなげで、それでいて芯しんのある方だ。凜りんとした佇たたずまいは気品に溢あふれているな。慈じ悲ひ深くありながら、責任を負った英断も下せる。まさに姫の中の姫だと俺は思ってる」

「そ、そう、なんだ……」

　連雀がその瑠璃姫に対して好感を抱いだいていることは、瑠璃姫の素晴らしさをあおいに伝えようとする真しん剣けんさが物語っていた。

　焦あせりや不快感にも似た、嫌いやな感情が胸に湧わき上がる。

（……その表情は、なに？　どうしてそんな顔をするの、連雀）

　これは嫉しつ妬とだ。

　自分でもそれがはっきりとわかる。自分でない女性について熱い目で語られるのが、とてつもなく嫌な気分だった。しかもその感情は連雀に対して向けられているのではなく、一度も会ったことのない瑠璃姫の方へと向いているのだ。

（こんな、醜みにくい感情。わたしの心は……全然美しくない）

　綺き麗れいだという瑠璃姫。綺麗じゃないわたし、そしてわたしの心。

　今の表情を連雀には見られたくない。とても見せられない。

　あおいは立ち上がった。微かな風に紗しやの裾すそが揺ゆれると、今の格好が下着同然なのだということが思い出された。

　恥はずかしさがこみ上げると同時に、自分自身がものすごく無様な生き物に思えた。

「おい、もう少し休んでから……」

「いいの。帰って横になりたいから」

　自分の心根が恥ずかしい。振ふり返ることなく脱ぬぎ捨ててあった衣ころもに駆け寄る。拾い上げようとしたとき、奇き妙みような感かん触しよくにあおいはようやく気がついた。

　舞まい終えてからずっと無意識に握にぎりしめていた左の手。手ぬぐいを持ったのとは逆の手の中に硬かたい感触がある。

　不思議に思って開いてみれば、小さくて平べったい、飴あめ色いろをした四角い何かが夏の日差しにきらりと光っていた。

「なにこれ」

「それは鼈べつ甲こうだ」

「ひゃっ！」

　あおいがそれをじっと見ていると、いつのまにか連雀が肩かた越ごしに覗のぞき込んでいた。

「仙貨の一つで、翡ひ翠すいの一文仙貨で言うと四〇〇文弱の価値になる」

「よ、四〇〇文っっ！」

　つまり一いつ朱しゆ銀ぎんのようなものだ。ぎょっと仰のけ反った拍ひよう子しに指から滑すべり落ちそうになる。あわてて握り締しめてから、もう一度ゆっくり指を開いた。

「四〇〇文っていったら、サザエの天てん婦ぷ羅らが百個も食べれるじゃない。百個！　そんなのどっから……」

　言いかけて、ゆるゆると連雀の顔を振り仰あおぐ。連雀はかすかに笑んで頷うなずいて見せた。

「それはもちろん、お前の手から出たんだろう。ようやく出せたな、仙貨」

「…………仙貨、これが、わたしが出した仙貨……」

　あおいはその場にへなへなと座りこんだ。

　いったいいつ、どうやって出したのかも覚えていない。けれど紛まぎれもなくそれはあおいの手から出た、初めての仙貨だった。

「──────あ！　そうだ、はいこれっ」

　連雀から体を離はなすと同時に、あおいは彼の鼻先に仙貨を突つきつけた。

「…………なんだ？」

「少ないけど、今まで色々と立て替かえてもらった分の返金！」

「……立て替え？」

　訝いぶかしげに連雀は仙貨を見つめる。

「立て替えをした覚えはないな。そもそも仙貨は金銭とは違ちがって仙気の結けつ晶しようだ。お前のような未熟な雛ひなに仙気をもらうほど俺は落ちぶれてない」

「でも」

「お前の気が済まないというのなら、早く巣立つことだな。それまでは雛だ。大人しく餌えさを運ばれていろ」

「うう……はい」

「わかったなら汗あせを拭ふいて着き替がえろ。帰るぞ」

　連雀はそう言ってあおいのそばに水みず桶おけと手て拭ぬぐいを置き、舞ぶ台たいを降りた。

　あおいは急いで汗を拭きとり小こ袖そで一式に着替え、後を追う。連雀は境けい内だいを下る階段の手前で待っていてくれた。

「あおい、気持ちはわかるがあまりぼうっとするな。転げ落ちるぞ」

「うん、わかってる。ただ……わたし、ほんとうに仙だったんだなって」

　先ほど抱いた瑠璃姫への感情は現金なもので、すっかり驚おどろきと安あん堵どに押し流されていた。

　あおいは手のひらをそっと広げて見る。四〇〇文弱の価値だというその鼈甲の仙貨はまぶしく輝かがやいていた。
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「いいか、くれぐれも気をつけるんだぞ」

　屋や敷しきに帰り汗をふいて着替えを済ませ、すぐにまた出かけようとするあおいに連雀はそう声をかけてきた。あおいが下げ駄たに片足を突っ込んだまま振り返ると、「買い物に行く気だろう？」と聞くので素す直なおにこれに頷く。

　連雀は何度も汗でかき上げた髪かみがそのまま癖くせになっていたのを崩くずしながら、あおいに座るようにと促うながす。あおいは仕方なく上がり框がまちに腰こしを下ろした。

「気をつけるって、何に？」

　早く外に出たいと焦じれる気持ちを抑おさえながら尋ねると、連雀はあおいの隣となりに腰を下ろす。それだけの事がなぜかすごく嬉うれしくて、あおいは密ひそやかに髪の乱れがないかを手で確かく認にんする。大だい丈じよう夫ぶ、後頭部で結ゆい上げた髪はきちんときれいに留まっている。

　そっと胸を撫なで下ろせば、今度はその胸がどきどきと鼓こ動どうを打って熱くなる。あおいはあわてて深呼吸を繰くり返した。

「おまえ、さっきの仙せん貨かで買い物がしたいんだろう」

「……わかる？」

「それくらいはな。初めて仙になったばかりの雛というのは皆みな、仙貨を使いたくてしょうがないものだ。おまえの場合は生まれついての仙だが、仙貨を自分で出せたのは初めてだからな。同じようなものだろうと思った」

「……連雀が受け取らないんなら、ちょっと自分で買い物してみようかなって。やっぱり駄だ目めかな」

　父が亡なくなって以来、欲しいものは全すべて諦あきらめてきた。母と弟を食べさせるのに必死で、そんな余よ裕ゆうなどなかったからだ。給金はほぼ全額を母に渡わたし、残りでたまに湯屋に行き、どう繕つくろっても繕っても着られなくなった着物を古着屋で買い替えるのに使えば何も残らない。

　買い物をすることはあおいの夢だった。

「簪かんざしが欲しかったの。白鶴屋の近くの店、軒のき先さきにも見本を飾かざってるでしょ？　ちょっと、気に入ったのがあって……」

「別に買うなと言いたいんじゃない」

　調子に乗ってしまったと反省していると、連雀は首を振る。

「俺はこの後仕事があるからついていけない。だから、自分でしっかりと気をつけるんだ。仙貨というものは便利だが、同時に厄やつ介かいなものであることを絶対に忘れてはいけない」

　そのあまりに真剣な眼まな差ざしに、あおいは少したじろいだ。

「厄介って？」

「ここは仙の住む仙界だが、お前が思うような夢の世界じゃないということだ」

「それってつまり、仙貨を盗とったりするような輩やからがいるって事？」

「似たようなものだ。仙気を練って作る以上は財さい布ふを掏するようにはいかないが、脅おどして出させることは不可能じゃない」

「そんなこと、誰だれが」

　不ふ穏おんな話に、あおいは無意識に両りよう腕うでを抱だいていた。脅して仙貨を強ごう奪だつする？

　連雀は厳しく眉まゆを寄せた。

「いいか、獣じゆう精せいは仙貨──つまりは仙気を集める為ためにここで働いている。それは精から仙に昇しよう格かくするためだ。そのために牙きばを隠かくしている者も中にはいる。多いのが肉食の獣の精だ。あえて挙げるなら狐きつね、狼おおかみなどがそうだ」

「彼らが危険って事？」

「必ずではない。だが気をつけろ。いいか、獣精は殺せつ生しよう禁止、肉食禁止なんだ。魚を食べることも、小鳥を食べることもできない。獣精が仙を目指すためにそれは絶対で、その禁を破れば途と端たんにただの獣に戻もどる。だからこそ肉食の獣精たちは欲よくを抑えてここで働いている。しかしそれも仙になるまでの話だ」

「仙になったらお肉を食べてもいいの？　……あぁそういえば、わたしも鰻うなぎ食べたっけ」

　連雀はそうだと頷いた。

「肉食なのに肉を食えない獣精の多くは焦あせりや苛いら立だちを抱かかえていることが多い。早く仙に昇格しないと思う存分捕ほ食しよくができないからだ。時にそれは暴走する」

　そこまで言うと、連雀は不安そうにあおいの顔を覗き込んだ。理解できているか心配といった様子だ。

「なによ、ちゃんと聞いてるわ」

「──例えば、あと一〇文の仙貨で昇格のための仙気が溜たまる狐がいるとする。そいつは小店を営んでいて、客はお前一人、しかもちょうど一〇文分の品を買った。…………どんな危険があるかわかるか？」

　なんだか試ためされている。そうわかったけれど、正直なところ連雀の例え話には大した危険を感じなかった。

　もちろん狐が肉食である事くらいは知っている。仙貨がちょうど溜まって仙になれば、肉食の禁が解かれることもわかった。狐はきっと目の前の獲え物ものを早さつ速そく捕食しようとたくらむのだろう。

（でも狐なんて。小さいし、力も弱いし、ちょっとおどかせばすぐに逃にげる臆おく病びような動物じゃない。熊くまとか狼だったら怖こわいけど）

　むしろ狐は好きだ。道みち端ばたでばったり見かけたら物もの凄すごくうれしい。

　思ったことが顔に出ていたのか、連雀は眦まなじりを吊つり上げてあおいの両りよう肩かたをがしっと摑つかんだ。

「きゃ！」

「おまえは危険意識が低い！　仙気を自在に操あやつれないということは、仙の雛どころか鳥の雛と同じだ。危機が迫せまっても戦う術すべも逃げる術もない。だからこそ用心深くしないといけない！　──覚えておけ、獣の仙、特に肉にく食しよく獣じゆうの仙は危険だ。ただの狐とはわけがちがうぞ。仙に昇格したとたんに、お前一人楽に丸まる吞のみできるんだからな」

　あおいはぎょっとした。想像したのは巨きよ大だいな妖よう狐こだ。

「ちょ、ちょっと、そんな危険なやつ、鳥界山に住まわせてていいの!?　もしかしたら襲おそい掛かかってくるかもしれないやつに仙貨を払はらうのって、自じ刃じん行こう為いだと思うんだけど!?」

　仙貨を払った途端にぱくり？　冗じよう談だんではない。

　途端に青ざめたあおいに、連雀は少し躊躇ためらう様子を見せた後、意を決したように口を開く。

「俺も昔、目の前で仲間を失った。俺もあいつもまだ仙としては未熟な雛ひなで、肉食獣の仙にあらがう術を持たなかった」

　そう語る連雀の瞳ひとみには、驚くほどさまざまな感情の色が揺ゆれていた。いつもの澄すんだ眼差しではない。悲しみや後こう悔かい、苦く悩のうの嵐あらしがそこに浮うかび上がっていた。なにか胸に迫るような激しい感情にあおいは息を吞のんだ。

（連雀が、雛のとき……仲間を）

　以前吉備が言っていた、連雀の過去に関係した話だろうか。連雀は何か過去の出来事を引きずっている、だから翼よく変へんのできないあおいを籠かごに入れておきたい……確かそんな話じゃなかっただろうか。

　詳くわしく知りたい。けれど、その話を切り上げるように連雀は肩かたから手を離はなし、あおいの手を取って立ち上がった。数度の瞬まばたきの間に複雑な瞳の色は消えている。

「誰かを使し役えきするということはそういうことだ。その危険の分、肉食獣はいい仕事をする。いいかあおい、仙貨はただ便利なものではない。地上界と同じ金銭の感覚でつかうと痛い目を見るぞ」

「…………はい」

　先ほどまでとは打って変わってあおいが神しん妙みように頷うなずくと、連雀は満足げに頷いた。

「仙は不老不死だが死なないわけじゃない。人のように寿じゆ命みようや病、飢うえや寒さ暑さで死なないだけにすぎない。重傷を負わされれば死ぬ。失血すれば死ぬ。食われればひとたまりもない」

「……はい」

　返事をすると、行っていいぞとばかりにぽんと背を押す。

「侮あなどられるな。仙として未熟だと思われると足元をすくわれる。絶対に翼変できないことや仙貨を自在には出せないことを知られるな。──いいか、凶きよう悪あくな獣精ほど仙を騙だまそうとするからな」

　気をつけるんだぞ、とさらに念押しのような声を背に聞きながら、あおいは足取り重く屋や敷しきを出たのだった。







　連雀の忠告を聞いた後では、最近ではすっかりと慣れてきた鳥界山の大路もまた様子が違ちがって見える。

　大屋敷の塀へいが並び立つ仙せんの住む区域。ここでは門番などを任されている強そうな獣精の姿が多い。今までは「二本足で歩く熊はあんがい愛あい嬌きようがあってかわいい」などと考えていたけれど、今のあおいに最も早はやそんなお気楽思考は湧わいてこなかった。

（でも確か熊は雑食だし、動物を襲うよりも木の実のほうが好きだって死んだじいちゃんが言ってた気がするから……多分大丈夫）

　そう思いながらも、同時にたしか「死肉は好んで食べる。むしろ好物」とも言っていたことを思い出して、あおいはぎゅっと身を縮めて早足で歩いた。ちょこまかと一いつ所しよ懸けん命めい働く獣精が、怖い存在にもなるだなんて知らなかった。

（もしかして、前は外出を反対されてたのって、こういうことだったの？）

　鳥仙として未熟だったころに仲間を失って。同じことを繰くり返さないようにあおいの身を案じて？

　呆あきれと笑えみが混じった息が漏もれた。

「だったら、閉じ込める前に言ってくれればいいのに。まあ、連雀らしいけど」

　最近自由を許してくれるようになったのは、鳥で言えば巣立ちの練習のようなものなのかもしれない。雛はだんだんと巣から離れてひとりで近くの枝を散策するようになる。危険を伴ともなうけれど、それを乗り越こえなければ飛び立つことはできない。

　町屋街にたどり着けば、案外肉食の獣じゆう精せいの姿は少ないようだった。さすがにわらわらといたら困るということだろうか。気を張って周囲を警けい戒かいしながら歩いていたあおいは取りあえず小さく安あん堵どの息をついた。

「大だい丈じよう夫ぶ、そもそも堂々としてればいいのよ。わたしが仙としてナメられたりしなければいいし、他ほかの仙から見えないような所に入らなければいいんだから」

　自分にそう言い聞かせて、まずは一つ目の目的の店へと向かった。

　白鶴屋の近く、『小間物』の看板がかかった店だ。店先に立てられた棒には大小たくさんの簪かんざしが飾かざられている。あおいはそっと暖簾のれんをくぐった。店内に仙の客がいるか、そして店主はどんな獣精かを確かめる。

（よかった、これなら大丈夫）

　店主は三み毛け猫ねこだったので危険かそうでないかは判断しづらいところだけれど、かわりに鳥仙の客が四人。しかも鴉からすの女仙たちなのだろうか、濡ぬれたような黒い髪かみと瞳をもった彼女たちはみな堂々としていて迫はく力りよくがある。彼女たちがいれば安心だろうという気持ちになった。

　店内を見回せば、簪のほかにも紅や白粉おしろい、櫛くしや体を洗うための可愛かわいい糠ぬか袋ぶくろなどまで並んでいる。

（わあ、いいなあ！）

　おどおどとしていたあおいの気分は一気に華はなやいだ。人生で初めて、こんなにも娘むすめらしい店に買い物に来た。浮かれる気持ちを抑おさえることができなかった。

　金や銀の花簪、珊さん瑚ごや翡ひ翠すいを用いた高価なものから、磨みがいたつげや漆うるしを塗ぬった細工物、真しん鍮ちゆうにかわいらしい蜻蛉とんぼ玉だまのぶら下がった安価なもの、びいどろでできためずらしいものまで品数とそろえは抜ばつ群ぐんだ。

　簪の一つ一つを手にとって髪に当ててみる。品棚だなのちょうどいい位置に備え付けられた鬢鏡てかがみでそれを見て、右を向いたり左を向いたり似合うかどうかを夢中で確かめた。

（歩くたびにゆらゆら飾りが揺れるのがいいな。せっかくなんだから、ちょっといいやつ。これとか、これとか、こっちは大人すぎるし、こっちは派手かな。夏だからびいどろのもいいかも。氷みたいで涼すずしげだし……）

　結局あおいは鴉の仙たちが帰り、入れ替かわりに燕つばめらしき女仙が入店してきた頃ころになってようやく一本の簪を選び終えたのだった。それは朱しゆ塗ぬりの棒に芍しやく薬やくの花がついた簪で、花飾りの下に揺れる小さな蕾つぼみが連なっているところがとても気に入った。価格としても安く、一〇〇文の品だ。

　奮発しようと決意してやってきたあおいだったのだが、結局染しみついた貧びん乏ぼう性しようはそう簡単には抜ぬけないらしい。この一〇〇文だって結構な決意が必要だったくらいだ。一〇〇文あれば、祭りで売られる玩がん具ぐの簪が五十本も買える。それを思うとありったけの勇気を出して一〇〇文があおいの払える最高値だった。

（あれ、だけど一〇〇文の品に四〇〇文弱の価値の鼈べつ甲こうで払うのっておかしいかな？　仙貨が自在に出せないんだってばれちゃう？　連雀に両りよう替がえしてもらえばよかった？）

　このままではお釣つりが多くなってしまう。手から自在に仙貨を出せる仙の暮らしには、重さで価値が決まる豆板銀などの便利な銀貨もないのだ。

　少し迷ったあおいは、じつは入店からずっと気になりつつも無視をしていた品物に目を向けた。紅と白粉だ。物ぶつ欲よくは蓋ふたをしなければ限りがない。けれど今日だけ。今日だけ夢をかなえてみようと手を伸のばす。美しいとはとてもいえない地味な自分でも、化け粧しようをしたら少しでもきれいに見えるだろうか。

（連雀も、褒ほめてくれるかな？）

　化粧をして、簪を挿さして。そうしたら瑠璃姫ほどではないにしても、少しはきれい、かわいいと思ってくれるのだろうか。そう思うと、かすかに頰ほおが熱くなった。

　あおいは見み繕つくろったいくつかの化粧道具とあわせて刺し繡しゆうの巾きん着ちやくも二つ手に取った。これであわせて二〇〇文。

　店主に支し払はらいの声をかけ、鼈甲の仙貨をさしだす。

　三毛猫の店主はやはり妙みような顔をした。

「支し払はらい額を間ま違ちがえてらっしゃる。全部でちょうど二〇〇文でございます」

「いいの。その巾着、二つともとっても気に入ったから今すぐに使いたいの。簪と化粧道具をその大きいほうの巾着に、釣り銭を小さいほうの巾着に入れてちょうだい。駄だ目めなの？」

　あおいが面めん倒どう臭くさそうに言うと、三毛猫はいかにも変な客だという顔をしながらも指示通りにしてくれた。

「ありがと。ほら巾着に小こ銭ぜになんて、なんだか地上界みたいで新しん鮮せんじゃない？」

「そ……うでございますね。またご贔屓ひいきにどうぞ」

　あおいは大きい巾着を手に提さげ、ずっしりと重い仙貨の詰つまった巾着を袖そでの下にいれてようやく店を出た。

　大路にでて、あおいはほっと息をつく。

「買い物は楽しいし嬉うれしいけど、いちいちこんなにどきどきするのは疲つかれちゃう」

　のんびりといろんな店をのぞいて回りたかったけれど、あおいはあきらめて吉備の店へと向かうことにした。はじめて仙貨が出せたことを報告したかったのだ。それにやさしい吉備ならきっとあおいの買った簪をほめてくれそうな気がした。

　けれど、裏木戸にある吉備の店に行ってみればいつものごとく暖簾は下げられ、吉備もまた留守だった。残念に思いながらあおいは最後の目的の店へと向かう。

　午ひるを知らせる鐘かねが響ひびく。焼け付くような夏の日差しが真上から降っていた。

　少しでも陰かげに入ろうと店の軒のき下したをつたいながら歩く中、天てん秤びん棒ぼうを担かついだ行商の獣精たちが客引きの声を上げながら大路の真ん中を行き来している。毛むくじゃらできっとあおいなんかよりもずっと暑いだろうに、それでも頑がん張ばって商売に励はげむ獣精たちは、やはり健けな気げで可愛いような気がしてしまう。

（彼らだって、多くは懸命に働いて仙せん貨かをためてるのよね。一部の凶悪な獣精におびえて彼らを色いろ眼鏡めがねで見るのっていけないかも）

　あおいはふとそんなことを思った。

　暑い中行商をしたり、仙を乗せて重い駕籠かごを担いだり、屋敷に仕えて家事をしたり、仙の身の回りの世話をしたり。そういった獣精たちの姿はむしろ、日々あくせくと働いていた庶しよ民みんの姿によく似ている。

　少し前まで下働きをしていたあおいは、ふと自分の手のひらを見つめた。そこにはまだ硬かたい肉刺まめが残っている。だれよりも朝早く起き、少ない賃金で夜よる遅おそくまで仕事をした。住み込みだったあおいは寝ねていても呼びつけられることなどざらで、そして毎日おなかをすかせて働いていた。

（仙は、お金持ちの雇やとい主に似てる。獣精はわたしのような庶民。庶民がお金持ちの財さい布ふを掏すったり、強ごう盗とうに入ったりなんて、江戸でだっていくらでもあった）

　犯罪を許す気持ちはないけれど、江戸で普ふ通つうだったことならここでだって普通でもいいのではないか、そんな気がした。

　もちろん被ひ害がいにはあいたくないし、食われたくもない。だけど、江戸で気にせず普通に生活できていたのだから、ここでだって特にとりたてて恐おそれるようなことではないのだ。仙貨を使うときに、警戒を怠おこたらなければいい。

　そう思うと、あおいの気持ちは憑つき物が落ちたようにすっきりとした。

　普通でいいのにおどおどしていたさっきまでの自分が馬ば鹿かみたいだ。

　あおいは茹うだるような暑気の中、それでも軽くなった足取りで歩く。向かった先は、『上じよう菓が子し』の看板が上がる店。連雀が贔屓にしている金つば屋だ。

「いらっしゃい。あら、今日は連雀様はご一いつ緒しよでないのね」

　暖簾をくぐると、赤茶の髪を結ゆい上げたきれいな女店主が迎むかえてくれた。彼女は一見普通の小こ柄がらな女性に見えるのだが、猿さるの獣精なのだと連雀が言っていた。仙貨が溜たまり、仙に近づくほど人型に似た姿を取れるらしい。特に猿はもともと人と似ているから容易なのだという。

　しかしそれも本人の意志次し第だいなのだそうで、見た目で仙貨の溜まりぐあいを判断してはいけない。

「連雀はお仕事。今日はわたし一人で買い物なの。連雀にはお土産みやげを持って帰ろうと思って。金つば二個くださいな」

「ご贔屓にどうも。外は暑かったでしょう、今包みますから冷たいお茶でものんで涼んでから行ってくださいね」

　笑え顔がおで冷えた茶を入れてくれる彼女の手の甲こうには、猿を思わせる赤毛がふさふさと生えていた。獣けものを思わせるのはそれと頰の赤さくらいだが、頰は頰ほお紅べにに見えないこともない。

　金つばを丁てい寧ねいに包む店主の背に当たり障さわりのない話をしながら、あおいはそっと帳場台のうえに金額分の仙貨を置いた。これなら巾着から出したことは気付かれない。

　金つばの包みを受け取り、あおいは帰路についた。




　屋や敷しきまでの長いのぼり調子の道。午を迎えて夏の日差しは苛か烈れつさを増していた。

　それでもあおいの足取りはどこか軽い。巾着の重みが嬉しかったし、抱かかえた焼きたて金つばの包みはほのかに温かく、まるでその温度が胸の中までしみこんだようだった。

　生ぬるい風が着物のすそをかすかに揺ゆらす。背にはじんわりと汗あせが浮ういていたけれど、不快には思わなかった。

（わたし、すごく気分がいい）

　自分でも自覚できるほどに弾はずんだ気分だった。

　ずっと練習してきた神楽かぐら舞まいで納なつ得とくの行く良い舞ができた。しかもその直後に仙貨まで出せたのだ。たった一枚だけだけれど、まだ自在に出し入れできるようになったわけじゃないけれど、それでもやはり嬉しかった。

　自分が仙であるということが、自分にも連雀にも確固として証明できたような気がする。

（初めて出せた仙貨で、初めて自分で買い物ができたわ。奉ほう公こうの初給金より、ずっとずっと嬉しい）

　ついつい歩きながら口元がほころぶ。奉公の初給金はあおいが受け取ってすぐに母が取りに来た。あおいは自分のための団子一つ買うこともできなかったのだ。

（お母さん、今どうしてるかな。連雀がいっぱい結ゆい納のう金きんを入れてくれたから、きっと苦労はしてないんだろうけど）

　地上界の母に会いたいという気持ちは今でもある。けれど帰りたいという気持ちがずっとずっと薄うすれたのは、きっとあおいがここに自分の居場所を見つけ始めたからだ。

　その居場所を確固なものにするための第一歩がやはり仙貨を出すことで、それが一時的にでもできたことが嬉しい。

　あおいはほくほくとした顔で、大路の先に見えてきた屋敷の門へと視線を向けた。

「──あら？」

　門もん扉ぴが開かれ、中から数人の仙が出てくるところだった。誰だれだろう、とあおいは目を凝こらしてみたが見たことのない仙たちだ。

　彼らはそのまま門の近くでたむろし、あおいが門前に到とう着ちやくするとそれを待っていたかのように声を掛かけてきた。

「ねえ、きみ。ここの屋敷に居い候そうろうしてる新参の仙だろう？」

「はい。そうですが」

　人数は四人、そのうち一人は女仙だった。声をかけてきたのは茶まだらの長ちよう髪はつをもつ男。鮮あざやかな金色の瞳ひとみがどこか恐ろしげで、あおいは思わず半歩を下がった。

「不如帰ほととぎす仙の娘むすめだとかいうのって、本当？」

「……はい」

　噓うそをつく必要性を感じなかったあおいは不ふ審しんに思いながらも頷うなずいた。確かこの事はなるべく知られないようにと連雀が伏ふせている情報のはずだった。

　不安を感じて彼ら一人一人を見回した。瞳の色は男仙は金、女仙の一人だけが大きな黒目だった。髪かみ色いろはそれぞれ色味が異なるものの似たような茶系のまだらで、みな雰ふん囲い気きがよく似ていることに気付く。近種の鳥仙なのだろうか。

「ねえ、翼つばさを見せてよ」

　一人がどこか険のある目でそう言った。仲間たちもそれに同調してあおいを囲む。

「俺も見たい。見せて、早く」

「鳥仙として初めての二世なんでしょう？　いったいどんなすばらしい翼を持っているのか、ぜひ知りたいわ。さぞ見たこともないほどの美しい翼なんでしょうねぇ」

「出し惜おしみなんかしてないで、ほら、はやく見せてくれよ」

　あおいは巾きん着ちやくと金つばの包みをぎゅっと抱だき寄せた。彼らの包ほう囲い網もうはだんだんとあおいを中心に狭せばまってくる。

　もはや困こん惑わくというよりも恐きよう怖ふに近かった。彼らの意図はわからないけれど、悪意を持って絡からんできていることだけはわかる。

「おいおい、早くって言ってんだろ」

「生まれついての仙だからって、いい気になってんじゃないわよ」

　次第に彼らの表情からは、無理やりに浮かべていたような笑みすら消えた。

「……俺らのこと馬鹿にしてんのか？」

「お高くとまりやがって」

「……ちょ、ちょっと、やめてくださいっ」

　迫はく力りよくのある金色の目が迫せまる。その目が猛もう禽きん類るいのものであるとあおいはようやく悟さとった。背筋に本能的な恐怖が走る。

　助けを求めようと屋敷の門を守る獣じゆう精せいを見たけれど、連雀邸ていの門番は少し大きいだけの狸たぬきだ。彼らもおどおどと右往左往しているばかりで、手に持った棒を猛禽の仙たちに向ける気配は無い。

　どん、と肩かたを強く押された。

　よろめいて後ろに倒たおれるあおいを受け止めた一人が、「重いんだよ、偽ぎ仙せんが！」と吐はき捨てる。誰かが今度は前へと突つき飛ばした。更さらにそこにいた女仙に衿えりを摑つかまれ、あおいは塵ちり屑くずのように地面へと叩たたきつけられた。

　荷物を抱えていたあおいは受け身をとれずに頰ほおから地面に激げき突とつし、弾んだ拍ひよう子しに耳と頭部もしたたかに打ちつけた。

「…………い、た……っ」

　なんとか手をついて上体を起こす。

　手を頰に当ててみれば、こびりついた砂の感かん触しよくとともに、そこが血でぬれていることがわかる。痛みと混乱、恐怖と怒いかりが頭の中でないまぜになったまま見上げれば、彼らの口元には嘲ちよう笑しようが、そして目には怒りのようなものが溢あふれていた。

「偽仙、只ただ人びとがっ」

　再び一人がそう吐き捨てる。

　あおいが怪け訝げんに眉まゆをひそめると、猛禽の女仙が忌いま々いましげに顔をゆがめた。

「あんた、確かに仙気はあるわ。けれど、それがなに？　駕籠かご屋の兄弟に聞いたわよ。翼よく変へんもできないんですって？　鳥仙が証あかしである翼も出せなくて、何が仙なの!?　そんなのおかしいじゃない。なにが二世の純血仙よ。仙気を操あやつれないなら只人と何の変わりもないじゃないっ!!」

　彼らは憎にくしみのこもった視線であおいを見下ろす。

「只人と変わらぬものが、どうして神楽を舞まう資格がある」

「津久見もお前も、どうして資格のないものが毎回選ばれるんだ!!」

「夏の神楽舞には梟ふくろう仙である福ふく乃のこそがふさわしい！」

「ねえ、お前」

　女仙がかがみこみ、紅が鮮やかな口の端はじを吊つり上げてあおいに顔をよせた。

「舞子に選ばれるために、連雀を籠ろう絡らくしたんだろう」

　あおいは絶句した。

　この女はいったい何を言っているのだろう。

「あのひとがこんな地味な小こ娘むすめに食指を動かされるなんて、まさか思わなかったけど。それとも何かい、地上界の遊ゆう廓かくで男を夢中にさせる房ぼう中ちゆう術でも学んできたのかい？」

「なにを……っ」

「青鵬の君には何を贈おくった？　鳥仙同士に子を授さずかる方法をずっと探していたからね、やっぱりそれかい？」

　おそらくは、彼女が仲間の言う梟仙の福乃なのだ。神楽の舞子に選ばれなかったことを、しかも選ばれたのが仙気も操れない未熟なあおいだと知って怒おこっているのだ。けれど！

「連雀を、馬ば鹿かにしないで」

　あおいはキッと福乃を見つめ返した。

「わたしはたしかに未熟で、仙気を自在にできるわけじゃないけど、だけどそれと連雀は関係がないわ！　連雀は何も悪くない！　彼のことを悪く言うのは許さないっ」

「口ごたえするんじゃないよっ！」

　福乃は歯は軋ぎしりが聞こえそうなほどの表情で地面の砂を摑み、それをあおいの傷ついた頰に殴なぐるように押し付けた。

　痛みは感じなかった。

　痛覚を麻ま痺ひさせるほどの怒りが肚はらの底からこみ上げる。

「連雀のこと、謝って！」

「黙だまれ小娘！」

　福乃が腕うでを振ふり上げた。

　あおいは微び動どうだにしなかった。

　避よけたくない。悲鳴の一つどころか、瞬まばたきの一つも見せたくない！

　歯を食いしばってあおいは女仙の目を睨にらみ続けた。

　しかし、

「──やめろ」

　割って入った声。福乃の目だけを見ていたあおいは、それでようやく彼女の手が誰だれかに摑まれていることに気がついた。

「……連雀」

　地面に近い位置にいるあおいに、立った長身の連雀の顔はひどく遠い。それでもわかるほどに、彼の今の目つきは最さい凶きように険しかった。

「連雀、私は！」

「だまれ、福乃。神聖なる鳥界山で何の騒さわぎだ。それでも神に仕える仙たる身か」

「だけど、この娘は……」

「談判ならいくらでも聞く。だがその前に、禊みそいでこい。穢けがれある心を洗い清めてからまた来るんだな」

「………………」

　連雀が摑んでいた腕をはなすと、福乃はそのまま萎しおれるように肩を落として面おもてを伏ふせた。ばつの悪そうな表情。仲間たちが不満もあらわな顔で彼女の脇わきを支えて立たせ、去ろうとする。

　一度だけ、福乃は振り返った。

（……あ）

　それは憎にく々にくしげにあおいを睨む目ではなく、連雀に向けた切ないばかりの表情だった。

　それを見て、あおいはわかった気がした。彼女はきっと、連雀に密ひそかな想おもいを寄せていたのだ。だからこそ、突とつ然ぜん湧わいて出たあおいが連雀の屋や敷しきに住まい、そればかりか未熟者の分際で神楽かぐらの舞まい子こに選ばれたことが許せなかったのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだったか、あおい」

　連雀の温かい指が、ためらいがちにあおいの頰に触ふれた。傷にこびりついた砂をそっと払はらうその指が、その表情があまりに優やさしくて。その優しさが嬉うれしいと同時に申し訳なくて、あおいは彼の手をやんわりと拒こばんだ。

「大丈夫だから。ちょっと、転んだだけ。それよりも、着物汚よごしちゃってごめんね」

「着物より、お前のほうが心配だ」

「ううん。わたしは頑がん丈じようにできてるから。でも着物は連雀に買ってもらったものだし」

　自分が半人前で未熟で、仙貨すらも自在に出せないから。

　だから連雀はかわりに仙貨を払い、かわりに愚ぐ弄ろうされなければならない。

「馬鹿をいうな。立てるか？」

　手を差しのべてくれたけれど、それをとることはできなかった。あおいはよろよろと自力で起き上がり、抱かかえていた荷物に視線を落とした。巾きん着ちやくを開いてみれば簪かんざしは折れ、白粉おしろいの入れ物は割れて中身も粉々に散っていた。そして、

「……つぶれちゃった」

　焼きたてのほかほかだった金つばは無残につぶれ、包みが破れて一部は砂にもまみれていた。
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「…………ぅ」

　こらえきれなかった。

　体中から湧わきあがった感情が目から溢れるかのように、涙なみだがつぎからつぎへと溢れ出てとまらない。意地でも嗚お咽えつをこらえると、かわりに肩かたがしゃくりあげるようにゆれた。

「あおい」

　気き遣づかう連雀の声。その優しさが辛つらくてあおいは顔を覆おおう。

　悲しくて、辛くて、悔くやしくて、なにより仙らしくない自分が情けなくて、それが憤いきどおろしくて不ふ甲が斐いなくて。

「痛いのか、あおい？　治ち療りようするから、早く中に入れ」

　あおいは首をふった。世話になりたくない。何もできない自分が連雀に何から何まで世話になるなんて、やっぱりおかしいのだ。

　優しく背を押しても動こうとしないあおいに、連雀が困こん惑わくしているのがわかる。

　それでも屋敷に入る気にはなれなかった。中に入ればきっと獣じゆう精せいたちが傷の手当てをし、着き替がえを用意し風ふ呂ろを沸わかし温かな茶を淹いれてくれるのだろう。だが彼らに仕事の対価として仙貨を支し払はらっているのはやはり連雀なのだ。あおい自身が仙貨さえ出せれば、あおいは自分で住まいを用意し獣精を雇やとうことだってできるはずなのに。

「どうしたんだ、あおい」

　困り果てた様子の連雀。あおいは頑がん是ぜ無なく首をふった。涙が止まらない。溢あふれる感情がとまらない。あおいはただ泣きじゃくった。

　あきれ果てた連雀があおいをおいて屋敷に帰ってくれたらいいのに。そうしたら、あおいはきっと泣き止やんで、がむしゃらに鳥界山を下って江戸に帰るのに。

　そう思っていると、ふと肩に温かい感かん触しよくがした。もう一つ、後頭部にも温かな……手の感触。驚おどろくあおいが一いつ瞬しゆん顔を上げると、今度は温かい着物の感触が額に、そして頰ほおに触れた。

「泣くな、あおい。もう泣くな」

「…………ごめ、ん、なさ……」

「なにを謝るんだ。俺が悪かった。あいつらと鉢はち合あわせさせて悪かった」

「ちがっ、わたしがっ！　わたしが不甲斐なくて！」

「歌を、教えてやる」

　あおいは泣きはらした目を上げた。見上げた連雀は少し困ったような笑えみを浮うかべていた。

「俺がお前に神事で歌う歌を教えてやる。だから、泣くな」

「でも」

　袖そででごしごしと涙をぬぐう。きっといま自分がひどい顔をしているのだという自覚があった。恥はずかしくて再び顔をうつむかせる。

「でも……連雀、音おん痴ちなんでしょう？　だから、教えたくなくて……」

「だっ、誰だれが音痴だ、誰がっ。鳥ちよう仙せんの男は人前で歌を歌わないのが普ふ通つうなんだ。──だが、教えてやる。完かん璧ぺきなまでに叩たたき込んでやる。そしてあおい、誰も文句の言えない歌と舞をあいつらに披ひ露ろうしてやれ」

　一瞬止まった涙が、再び溢れてくる。

「わたし、いても……いいの？」

「どこに行く気だった。鳥界山はおまえの世界だ」

「だって、わたし、何にもできない、し」

「おまえはまだ、殻からから生まれたばかりの雛ひなだ。雛鳥がすぐに飛び立てるはずがないだろう。大器晩成ともいう。ああいうやつらには、器うつわがでかいから羽ばたくまでに時間がかかると言ってやれ」

「ちいさかったら？」

「仙の寿じゆ命みようは永久だ。いくらでも大きく育てる時間はある。さあ、中に入れ。俺のとっておきの秘密の餡あん餅もちを出してやる」

　促うながされて、ようやくあおいは門へと足を向けた。
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「どうです？　練習のほうは」

　吉備が訪ねてきたのはそれから数日後、八月に入ってからのことだった。

　午前の練習を終えたあおいが客待の間へと駆かけつけると、縁えん座敷から庭の見事な百日紅さるすべりを見上げていた吉備が振ふり向いてそう聞いた。

「まあまあってところです。それにしても、なんだか久しぶりな気がします。吉備さんに会うの」

　駆けつける前に、鬢鏡てかがみで福乃にやられた頰の傷痕あとを確かく認にんしてきた。仙気が満ちればきれいに治ると連雀が言っていた通り、昨日まではうっすら痕が残っていたのもきれいに消え去っていた。おかげで恥ずかしい思いをせずにすんだ。

「神事が近くなると染物屋は忙いそがしいのでスよ、あおい様。みな新調した一いつ張ちよう羅らで神楽を見にゆきまスので」

　あおいの分の麦茶を運んできたポ太郎が、楽しみだといわんばかりの表情でそう言った。

「へえ、もしかしてポ太郎も見に来るの？」

「もちろんでございまス。最前列が仙の皆みな様さま、わたくしたち獣精はその後ろや……そうでスね、わたくしのような小さなものは木の上から見ますでスよ。そのあとの夜祭りはお屋や敷しきでの仕事があり行けませんのでスが」

「お祭りかあ、わたしも行っていいのかな」

「もちろんですよ」

　ポ太郎に麦茶を注つぎ足してもらいながら吉備は微笑ほほえんだ。

「夜祭りのためのあおいの浴衣ゆかたを連雀に頼たのまれました。どの型紙を使ってどの色に染めようかと迷っていてまだ仕上がっていませんが。楽しみにしていてください」

「わたしの浴衣を、吉備さんが？」

　うれしい、と思うのと同時に、申し訳ないという気持ちも湧いた。ただでさえ忙しいのに、あおいの浴衣まで染めなくてはならないなんて。

　それが顔に出たのか、吉備は優やさしく首を振った。

「たかだか一人分の浴衣生き地じくらい、手間のうちに入りません。それにあおいの浴衣を考える時間はちょっとした息いき抜ぬきになってありがたいくらいですよ。まあ、一番の息抜きは連雀をからかって遊ぶことなんですが」

「申し訳ありませんでス、吉備様。連雀様はやはり手が離はなせないとのことでス」

「忙しいのはお互たがい様ですから仕方がありませんね。あおい、連雀をよく見ていてあげてください。彼は真ま面じ目めすぎて息抜きのできない質たちですから。注意してやらないと空回りしたり過労で倒たおれたりします」

　確かに、とあおいは思う。連雀は日増しに忙しくなっていく。神事の指示を仰あおぎに来る来客が増え、書案つくえに積まれた書類も山のようになった。しかし、何より彼の手を煩わずらわせているのはあおい自身だ。あおいは身を小さくした。

「連雀が忙しいのはわたしのせいなんです。彼はわたしの舞まいや歌の指導もしながら仕事をしているので……」

「歌の？」

　吉備はひどく驚いた顔であおいを見た。

「まさか、連雀が歌の手ほどきをしているんですか？　自分でも歌ったりなんかして？」

「は、はい」

　吉備のそのずいぶんな驚きように、逆にあおいが驚いた。

「あの、鳥仙の男は歌を歌わないものなんだっていうのは知ってます。ただべつに連雀が悪いわけじゃなくて、わたしがあまりにも不甲斐ないから仕方がなく」

「責めているんじゃありません、あおい。…………そうですか、連雀が歌いましたか……」

「吉備さん？」

　吉備はどこかそわそわとしたような落ち着かなさで顎あごをさすり、麦茶を飲み干し、取り出した扇せん子すを開いたり閉じたりした。

　責めてはいないと言われたものの、吉備の妙みような態度はあおいを不安にさせる。何か悪いことをしただろうか。

　困惑気味に見ていると、今度は吉備があおいをじっと見つめ返してきた。穴が開きそうなほどに見つめられて、居い心地ごこちの悪さにあおいはあわてて麦茶に口をつけた。

「………………あおい、連雀の歌はどうでしたか？」

　ようやく吉備が口を開いた。あおいは即そく答とうする。

「とても上手うまかったです」

　世辞でもなんでもなく、それは心の底からの感想だった。

　神楽かぐらの歌はあおいが想像していたよりもずっと短かった。ただふつうのわらべ歌や子こ守もり唄うたとは声の出し方が違ちがう。長なが唄うたのような、祝詞のりとのような響ひびきだった。だからこそ声の響きそのものが大事で、小細工がきかないから難しい。

「抑よく揚ようをつけた連雀の低い声はよく通っていて、心地よくてずっと聴きいていたいなって思ったりします。なんだかおなかの底がふるえるって言うか、胸がふるえるって言うか……」

「……ぷふっ」

「え？」

　あおいは目を丸くした。吉備はあおいの感想を聞いて、とつぜん体をくの字に折って肩かたをふるわせ始めたのだ。なんとか笑いをこらえようとしている様子なのだが、ぜんぜんそれができていない。顔は赤くなって目には涙なみだが浮かんでいる。

「吉備、さん？」

「く……くくっ、す、すみません。いやいや、面おも白しろすぎてだめです」

「わたし何か変なこといいました？」

「いえ、ちっともあおいは変じゃありませんよ。ですが、あの連雀が……ふふふ」

　吉備は笑い涙をぬぐい、扇子でぱたぱたと扇あおぎ始めた。とりあえず笑いの衝しよう動どうは落ち着いたらしい。

「あおい、『囀さえずり』という言葉を知っていますか？」

　唐とう突とつに何を聞くんだろうと思いながら、あおいは頷うなずく。

「鳥の声のことですよね」

　しかしその答えに吉備はゆるく首をふった。

「それは間違いではありませんが、じつは正しくもありません。普ふ段だんぴーぴー鳴いているのは囀りではないのです。ある特定の時期、特定の目的で鳴く歌をさして『囀り』と呼ぶのが正しい」

「へぇ、知りませんでした」

「たとえば、黄鶲きびたきなら初夏ですね。つまりは特定の時期とは繁はん殖しよく期です。中でも雄おすだけが歌う歌をそう呼びます。言っていること、わかりますか？」

「ああ」

　あおいはぽんと手を打った。

「鳥の求愛の歌が『囀り』なんですね」

「そう」

　吉備は再び面白そうに笑えんだ。

「鳥ちよう仙せんは仙に羽う化か昇しよう天てんした瞬しゆん間かんから鳥ではなくなり、仙そのものになります。鳥仙は鳥ではない。しかし、鳥であった頃ころのすべてを失ったわけではないのです。翼つばさも残っていますし、鳥だった頃の食性が色いろ濃こく残って魚に執しゆう着ちやくするものや虫を好んで食すものもいる──まぁそれは個人差になりますけど、誰だれも彼もに深く残る習慣もたくさんあります。その一つが、囀りです」

　あおいはぽかんと口を開けた。そういえば、と思う。連雀は「鳥仙の男は人前で歌を歌わない」と言わなかっただろうか。人前で歌わないのはなぜ？　どうして吉備は今、囀りの話をしている？

「鳥仙の男は基本的に人前で歌を歌いません。決してです。それは根深く残った習性の一つなのです。なぜなら、歌とは囀りにつながり、人前で歌うことは求愛の歌を歌うのと等しいからなのですよ」
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「ん、どうした？」

　吉備が帰り、離れでの夕練習。あおいは非常にドギマギとしていた。

（吉備さんが、変なこというから……変な意識しちゃうじゃない）

　というか、それもきっと彼の狙ねらいだったのだろうと思う。吉備はそうやってあおいをつかって間接的に連雀をからかおうとしているに違いない。

　わかっているはずなのに、それでも連雀の歌に一々どきどきと反応してしまう自分がすこし情けなかった。

　──習性というものはそう簡単に捨てられるものではありません。あおい。連雀があなたの前で歌うと決めた以上は、あなたに求愛の歌を聴いてもらってもいいという感情が必ずあるということなのですよ。

　吉備が言った言葉が脳のう裏りに何度も甦よみがえる。

　あおいに求愛の歌を聴いてもらってもいい、しかも、二人きりで。

　舞の練習も歌の練習も屋敷の離れか檜ひのき舞ぶ台たいか。どちらにしても今のところ常に二人きりだ。その事実がどうしてもあおいの鼓こ動どうを速くした。

「あおい、どうした？　ずいぶんと上の空だな」

「あ、ごめんなさい。でも、連雀のお手本歌はちゃんと聴いてたわ」

「そうか」

　そう答える連雀の顔はどこか照れくさそうで、余計にあおいは意識をしてしまう。

　あおいはぽんぽんと両りよう頰ほおを軽く叩たたいた。

　連雀はきっと、あおいが鳥仙の男が人前で歌を歌うことの意味を知らずにいると思っているはず。だからこそ、こうして恥はずかしさを隠かくして歌ってくれるのだ。

　べつにあおいに対して愛を持っているとか、好きだとか、好きだとか、そんなことは絶対にないのだ。

　吉備はからかおうとしているだけ。真まに受けてはいけない。

（歌が求愛の意味をもつこと、わたしが知っているなんてわかったら……きっともう練習に付き合ってくれなくなるんだから。しっかりしなきゃ！）

　しっかりしろ、しっかりしろ！　自身にそう言い聞かせるものの、どくどく激しくなる鼓動も熱くなる体中の血流もどうにもできない。

　──歌を聴くと胸がふるえる、というあおいの感想、それはぜひとも直接連雀に言っておあげなさい。きっと喜びますよ。

　吉備が帰り際ぎわあおいにそんな助言をしていた。どう考えてもからかっている。あの陽ひだまりのように優やさしい顔の下に山積みになっている悪戯いたずら心ごころから出た言葉だ。

　わかっている。それなのに、

「あのね、連雀」

「なんだ？」

「…………連雀の歌」

「…………うた、がどうした……」

　連雀があからさまに動どう揺ようの表情を見せた。それを見たあおいの血流が一気に加速する。頰が熱い。──だめだ、とても言えない！

「ううんっ、なんでもない。いつも丁てい寧ねいに教えてくれてありがとうね」

「礼を言われるほどのことじゃない。今日はもうこの辺でいいだろう、明日に備えてしっかりと休め」

　連雀は何かを誤ご魔ま化かすかのように髪かみをかき上げ背を向ける。

「うん。連雀もちゃんと寝ねてね。最近部屋の行あん灯どんがずいぶんと遅おそくまで点ついてるの知ってるんだから。忙いそがしいのはわかるけど、寝る時間はきちんととらないとだめ。むしろわたしの稽けい古こにつきあう時間のほうを削けずったほうがいいよ。もう一人でも大だい丈じよう夫ぶだから」

「そういう台詞せりふはもっと上達してから言うんだな」

「う、それをいわれると何にも言い返せないわ」

　それじゃあ、とあおいは先に廊ろう下かに出る。

　ゆっくりと風ふ呂ろにでもつかったら、この馬ば鹿かみたいに鳴り響ひびく鼓動も少しは治まるだろうか。そんなことを考えて足を踏ふみ出した背に、「あおい」と連雀の声がかけられた。

「はい？」

　振ふり向いたあおいの目に、何かが飛んでくるのが見えた。反射的にそれを受け止める。涼すずしげな絞しぼり染ぞめの風ふ呂ろ敷しきをつかった小さな包みだった。

「なぁに、これ？」

「やる」

　連雀は行灯を一つ一つ消しながら、振り返りもせずに答えた。

　なんだろうと思いながら風呂敷をほどいて、あおいはあっと息を漏もらした。

　そこにあったのは美しいびいどろの簪かんざしだった。ねもとは透とう明めいで、先に行くにしたがいだんだんと夏空のように青く染まり、先にはびいどろ細工の小花がたくさん咲さいている。そこからさらさらと零こぼれ落ちるかのように、花びらや蕾つぼみが幾いく重えにも細く連なっていた。どうみても職人の業わざで、風呂敷には小さく白鶴屋の屋号が入っていた。

「……連雀、これ？」

「夏だから、それがいいと思った。──梟ふくろう仙の件、本当にすまなかったな」

　まるで突つき放すような口調で、だからこそ照れ隠しなのだとわかる。

「もらって、いいの？」

「それを選ぶのにどれだけ時間がかかったと思ってる。要いらないから返すとか言われたら、どっと疲つかれが出るからやめてくれ」

「…………ありがとう」

　じわっと目め頭がしらが熱くなった。

　福乃たちに突き倒たおされて、つぶれてしまった品物。あおいはそれらを未いまだに枕まくら元もとに置いて眠ねむっている。どうしても捨てる気にはならなかった。自分で初めて出せた仙貨で買った品なのだ。たとえ壊こわれていても、簡単に手放したくはなかった。

　だがそのうちの一つ、つぶれた金つばだけはその日の夜のうちに枕元から消えていた。

　その理由をあおいはじつは知っている。あの夜、あおいは目を閉じてはいたけれど眠ってはいなかったのだ。だからそっと忍しのび込んできたポ太郎が持ち去ったことも、それを連雀の部屋に運んでいったことも、そして連雀が一人でそれを食べたこともすべてを知っていた。

　連雀はなにを言わずとも、金つばが彼への土産みやげだったとわかってくれたのだ。しかも気持ちとともに受け取ってくれた。

（連雀は……優しい。目つきの悪さが本当に噓うそみたいに。だから、困るの）

　折れてしまった簪。あおいが自分で一いつ所しよ懸けん命めいに迷って選び、初めての仙貨で買ったあの品は、決してどんなに高価な簪であっても代えることはできない。きっと連雀もそれはわかっている。わかっていても尚なお、あおいのためにこの一本を選んできてくれたのだと思うと涙なみだが溢あふれた。

「気を遣つかわせてしまってごめんなさい。でも本当に嬉うれしい。ありがとう、連雀」

「せっかく結ゆい上げてる髪だ。明日からはそれでも挿さしておけ」

「あのね、連雀」

　涙をぬぐう。

　最後の行灯が消されて、灯あかりはあおいと連雀が持つ手て燭しよくのみとなった。庭の池からはもはや蛙かえるの声さえ聞こえない。──この暗さなら、言える。あおいは思いっきり息を吸い込んだ。

「あのね、連雀の歌、とても素す敵てき。聴きいてると胸が……ふるえるの。じんわりと熱くなる。それはきっと、連雀が心の温かいひとだからだと、思う」

　立ち上がりかけていた連雀がよろめいた。とっさにあおいがその体を受け止める。互たがいに手にしていた手燭がぶつかり、その拍ひよう子しに落ちて消えた。

　辺りは暗くら闇やみに包まれた。ただ頼たよりない月の灯りだけが夜空に浮うかんでいる。

　二人は言葉を交かわさなかった。お互いにひどく動揺していることだけがわかる。連雀を支えていた腕うでをほどくと、彼の温かい手があおいの腕を摑つかんだ。

「──危ないから、部屋まで送る」

　囁ささやくような声。あおいはただ無言で頷うなずいた。

　手を取り合って、急斜の渡わたり廊下を歩く。あおいが足を滑すべらせるたびに力強く連雀が支えてくれた。
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（……だめ、心臓が破は裂れつしそう。苦しくって、苦しくって……）

　どうしようもないくらいに幸せ。

　あおいの体を支える連雀の手は温かい。夏の暑さなど吹ふき飛んでしまうくらいただその手のぬくもりが心地ここちよくて、そしてあおいの胸に熱い火を点ともす。

（わたし、連雀のことが好き。大好き。すごくすごく好き）

　あたりが暗闇でよかったと思う。きっと今あおいは愛の告白そのもののような熱っぽい顔をしている。見られなくてよかった。見られなくて、本当によかった。

　部屋に戻もどる途と中ちゆう、暗闇を歩く彼らに気がついた獣じゆう精せいが手燭をあわてて運んできた。

　それを受けとると、あおいは小さく「おやすみなさい」とだけ言った。連雀は吐と息いきのように「ああ」とこたえただけで、二人は別れてそれぞれの部屋へと向かった。




[image: ]




　翌日。あおいは足早に神域の参道を下り、町を目指していた。

　連雀は今日大事な用があるとかで、午前の練習を早々と切り上げることになったのだ。時間があるならと向かう先は金つば屋だ。

　あおいが出せた仙せん貨かは未だにあの鼈べつ甲こう一枚きり。大事にしなければならないとわかってはいるけれど、どうしても金つばが買いたかった。連雀にあおいがお返ししてあげられることといったら本当にそれくらいしかない。

（毎日毎日、神事の準備に明け暮れて、連雀は疲れてる。きっと、甘いものが食べたいはずだし）

　上じよう菓が子しである金つばはお安くない。あおいの残りの手持ちでは一個買って帰るのがせいぜいだけど、それでもいいと思った。

　最近、さすがに連雀の顔にも疲ひ労ろうが滲にじんでいるのがわかる。何かと忙いそがしい上に暑気にやられて食しよく欲よくも減っているのだ。少し手が空いてもすぐに誰だれかしら神事の関係者が訪ねてきて、ゆっくりと体を休める時間もない。当然ながら町までおりてきて好物の金つばを食べることもできずにいた。

「きれいな簪かんざしですこと」

　焼き付けるような日差しを手で遮さえぎりながら歩いていると、後ろからそう声を掛かけられた。抜ぬけるような白はく皙せきの肌はだが夏の日差しに痛々しい白鶴だった。

「白鶴さん、お久しぶりです。お出で掛かけですか？　笠かさでもかぶったらいいのに、せっかくのきれいなお肌が日焼けしちゃいますよ」

「ふふ、大だい丈じよう夫ぶ。だって日笠をかぶったら簪が挿せないんですもの。あおいさんもそうなのでしょう？」

　白鶴は髪かみに挿した数々の銀簪を揺ゆらして見せる。あおいは照れくさく頷いた。

「せっかく、いただいたので」

「とてもよくお似合い。きれいな簪、なんて言いましたけれど、それ連雀がうちで選んでいきましたのよ。手て前まえ味み噌そで恐きよう縮しゆくですわ」

「はい、知っています。素敵すぎて簪に負けてますけど」

「そんなことありませんわ。それにしても、あおいさんへの贈おくり物だったのならもっと色々付けて差し上げましたのに、連雀はなにも仰おつしやらないから」

「そんな。これ一つで十分すぎるくらいです」

　あおいが笑うと、白鶴は不思議そうに小首をかしげた。

「ひとつ？　連雀は二本簪を選んでいったのだけれど？」

「二本？」

「ええ。百合ゆり細工の簪。出し惜おしみしているのかしら。自分で言うのもなんだけれど、わたくしが作った中でもかなりの出来でしたのよ」

「もしかして簪って、白鶴さんのお手製なんですか？」

「そう。お着物の仕立てと違ちがって、簪はわたくし一人で作っておりますのよ。だからあおいさんのように嬉しそうにつけて頂くと職人冥みよう利りにつきますわ」

　白鶴は心底嬉しそうに笑えみを浮かべて去って行った。

（これ、白鶴さんお手製だったんだ。本当にすっごく素敵でうれしい）

　選ぶのに時間が掛かったと言っていたけれど、その間連雀はどんな表情で簪を選えりすぐりしていたのだろう。あおいに似合うだろうかと考えながら選んでくれたのだろうか？　──そうだったら、嬉しい。

（でも、二本って？）

　あおいが貰もらった一本の他ほかに、もう一つ簪を買ったという。それはどうするのだろう。まさか連雀が着けるはずは無いし、と考えかけて止やめた。べつに二個欲しかったわけじゃない。詮せん索さくするのはとんでもない強ごう欲よくだ。

　貰ったこの簪がとにかく素敵なのだから、それでいい。

　暑さを知らない蟬せみの声が響ひびく中、あおいは大路を下った。うだるような暑気が揺らめく先に上菓子の看板が見える。

　あおいは袂たもとの脇わきを扇あおぎながら暖簾のれんをくぐった。

「ごめんください……、あれ？」

　いつも迎むかえてくれる店の女主人がいない。客が来たことに気がついていないのだろうか。

　あおいはそっと衝つい立たての奥をのぞき見た。暖簾があがっているのだから休みというわけではない。近くに主人がいるはずだ。「すみませーん」と声をかけようとしたそのとき、鈴すずをころがすような若い女性の笑い声が聞こえた。店の奥からだ。

（きれいな声、お客さん？）

　衝立の向こうは基本的には店の主人の生活空間だ。しかし以前に連雀がお得意客だけ奥の茶室に上がって菓子や抹まつ茶ちや、懐かい石せきまでいただけるのだと話していた。ならばきっと、今は上客をもてなすために主人も店先を離はなれているのだろう。

　声をかけて邪じや魔まをしたら悪いだろうか。しかしどうしても金つばは買って帰りたい。

　あおいが迷っていると、鈴のような女性の声とともにどこか聞き覚えのある笑い声が聞こえてきた。

　誰かしら、と考えるのと同時に、あおいの足は自然と店を飛び出していた。

（誰の声、誰の声、あれは、誰の？）

　自問しながら、胸がぎゅうっと痛くなる。

　誰の声か、誰の笑い声か、そんなの、知っている。

　大路を駆かける。呼吸が苦しい。胸が苦しくて張り裂さけてしまいそうだった。

（連雀、大事な用って何？　舞まいの練習を切り上げるくらい大事な用って？）

　来るときはあんなに足が軽かったのに、今は泥どろを纏まとったように体が重い。行きは下りだったからか、今は上りだからか、それとも胸の中に大きな重おも石しが圧のし掛かっているからか。

（あんな楽しそうな声、初めて聞いた……）

　出会った頃ころと違い、最近の連雀はあおいによく笑いかけてくれるようになった。それでもその性格のせいなのか、それとも単にあおいといても楽しくないからなのか、声を上げて笑うことなんて吉備がいなければほぼ無いと言っていい。

　それが、あんなに楽しそうに声を上げていた。

（誰と大好きな餡あん菓が子しを食べて、どんな話をして笑っていたの？　その女のひとは、連雀にとってどんな存在なの……？）

　知りたい。聞きたい。

　強く思いながら、絶対にそれはできない事も知っている。知るのは怖こわい。聞くのは怖い。そんなこと、絶対に口になんてできない。

　息を切らして帰ると、屋や敷しきの前には福乃が一人で立っていた。あおいを見つけて何かを言おうとするのを、強ごう引いんに振ふり切るように門をくぐった。







　その日の夕暮れ時。

　あおいは風ふ呂ろに浸つかっていた。戸板を押し上げた突つき出し窓からは茜あかね色いろの空が見える。

　こんな早い時間に風呂に入ったのは久しぶりだ。夏の暑さが増してきてからは日中に練習をするわけにもいかず、朝早くから日が高くなるまで、そして日が傾かたむいてわずかに涼すずみだした頃から夜よる遅おそくまでが、集中して体を動かせる時間として練習にあてられていた。

　それが今日はない。夕方からの練習は休みなのだ。

　獣じゆう精せいを介かいした連雀からの言こと伝づてでそれは伝えられた。今日は帰りが遅くなるから練習を見てやることができない。これもいい機会だからたまには早く寝ねて体をゆっくり休ませるように、とのことだった。

「……なによ」

　すっかりふやけてくしゃくしゃになった指で、顔にそっと湯をかける。

「なにが帰りが遅くなる、よ。なにが早く寝ろ、よ」

　早く帰って早く寝て、体を休ませなくてはいけないのはむしろ連雀の方だ。

　それが外で女性と会ってお茶したあげく、帰りが遅くなって寝る時間を減らすだなんて納なつ得とくいかない。間ま違ちがってる。

「…………馬ば鹿かじゃないの」

　あおいはぶくぶくと風ふ呂ろ桶おけに沈しずんだ。

（──ちがう、わたしって自己中心的な女。馬鹿なのは、わたしのほう）

　あおいには結局わかっている。

　いま心がもやもやしてどこか苛いら立だっているのは、連雀が疲つかれているのに遅くまで外に出て体を休ませないからではなく、女性とともにいると思うから気分が悪いのだ。

　それはつまり連雀のことを思っての心配ではない。誰だれかに彼をとられる事こそを心配している。

　家に帰ってあおいと練習をし、あおいと食事をする時間よりも、誰だか知りもしない女性と楽しそうに笑い、お茶をして、そして帰ってこないことに対して嫉しつ妬とをしているのだ。

　彼の体のことを一番に心配してあげられない自分の心の醜みにくさが嫌いやで、辛つらくて、どうしようもない。

　息が苦しくなって、あおいはようやく顔をお湯から上げた。

「嫉妬だなんて……。お風呂に入ったら、体だけじゃなくて心もきれいになったらいいのに……」

　あと、ついでに顔も。欲よくを言えば声もだ。

（……きれいな声だったな）

　まさに小鳥が歌うような、一いつ瞬しゆんで耳を奪うばう美しい笑い声。

　湯から上がりながら、あおいはため息を落とした。早く休むようにといわれたけれど、この調子ではとても彼が帰ってくるまでは眠ねむれそうにない。なにをして手持ち無ぶ沙さ汰たの時間を潰つぶそうか。

「やっぱり、神楽かぐらの練習でもしてよ。じっと待ってるなんて、本当にただの馬鹿になっちゃいそう」

　汗あせを流ながしたばかりだけれど、あおいは浴衣ゆかたを羽織るとそのまままっすぐに離れへと向かった。
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　八月もついに初しよ旬じゆんを過ぎた。

　暑さは厳しさを増し、あおいはすっかり夏バテ気味になっていた。

「ふつう仙せんは夏バテなどしないものなのでスが」

　あおいに瓜うりを運んできたポ太郎がそんなことを零こぼした。

「そうなの？　がっつりと怠だるいんだけど」

「仙ともなれば仙気を整えることで体調は万ばん事じ整うのでス、それこそが不老不死の源なのだと言いますでスよ」

「……つまりわたしが暑気に負けてるのは、仙気を全く操れてないからってことね」

　自分の未熟さを恨うらめしく思いながら冷たい瓜をかじった。最近ではこうした口当たりのいいものしかのどを通らない。

「連雀も最近食が細いけど、大だい丈じよう夫ぶかしら」

「連雀様があおい様と似たような症しよう状じようなのは、仙気を操るすべが未熟なためではなく、ひとえに疲ひ労ろうのためなのでス」

「最近ほんとうに忙いそがしいものね。夜はちゃんと寝てるのかしら？」

「昨夜は書案つくえに向かいながらこっくりこっくり舟ふねを漕こいでらしたでス。みんなで布ふ団とんに運ぼうとしたら起きられて、結局徹てつ夜やで書き物を処理してたのでス」

「…………一服盛ってでも休ませたほうがいいのかしら」

　連雀は現在多た忙ぼうを極きわめている。ついにはあおいの神楽舞を指導する時間もとれなくなり、神楽を担当する他ほかの鳥仙たちと合同練習が始まったのを機に、今では午前の練習は無くなっていた。

「連雀様もですが、あおい様ご自身もしっかりとお休み頂かなくては困りまス。本番は八月の末日。もう近いのでス」

　そう釘くぎを刺さしてポ太郎が退室すると、あおいは団扇うちわを手にごろりと畳たたみの上に転がった。確かにポ太郎の言うとおりだ。体が鉛なまりのように重い。

　練習は減った。そのぶん体は楽なはずなのに、日ごとに体が重くなっていく。

　どうしてなんだろう、と考えると浮うかぶのは連雀の顔だ。

　鼻の奥がつんと痛んだ。

　同じ屋敷に住んでいるのに、連雀と顔を合わせる時間が減った。食事の時間もほとんど別になったし、練習だって一人で向かうことが多い。今日だってその予定だ。

　鳥界山に来てから常に一いつ緒しよにいた彼と、たかだか一日や二日顔を合わさないでいることが、たったそれだけのことだというのに酷ひどく辛い。

　しかもそれが始まったのがあの日──連雀が女性とお茶をしていた日からだという事実が無む性しようにあおいの心をかき乱す。

　──あのとき、誰とお茶をしていたのだろう。相手の女性にもあの笑え顔がおを向けたのだろうか。

「連雀……」

　団扇を放ほうり投げ、あおいは畳にうつぶせた。

　胸が痛い。心の中がもやもやとする。泣きたいような、叫さけびたいような、なにもかも投げ出してしまいたいような、そんな遣やる瀬せ無い気持ち。

（……会いたい）

　そう口に出しかけて、あおいはぎゅっと口を引き結んだ。そんなことを思ってはいけない。連雀は忙しい。疲れているのだ。自分のためにその貴重な時間を割さいて欲しいだなんて、とんでもない。我が儘ままで自分本位もいいところだ。

　あおいは立ち上がった。こういう時はじっとしていないほうがいい。部屋にたった一人きりでいると、頭の奥深くまで湿しめりきってしまう。

　離はなれで自主練習でもしようかと考えて、やはり止やめた。暑気あたりをしている今、下手へたに体力を消しよう耗もうしたら夕方からの合同練習に支障をきたすかもしれない。自分一人の問題ではないのだから、体調には気を付けなくてはいけない。

（お散歩、しようかな）

　気分転てん換かんに町でものんびり歩いてこよう。あおいは乱れた着物を整え、髪かみを結ゆい上げた。簪かんざしはもちろん連雀にもらったものだ。

　鬢鏡てかがみで簪の位置を確かく認にんし、あおいは廊ろう下かへと踏ふみ出した。

「────あれ？」

　客待の間の前にさしかかり、あおいは足を止めた。風を通すために開け放たれた襖ふすま障しよう子じ。代わりにいつもは衝つい立たてが視線をさえぎる役目をしているのだが、今日は違ちがった。

　大きくて立派な屛びよう風ぶが広げられている。そっと中をのぞけば、隣となり合った奥の間まで開け放たれて、空間を広くとっていた。

　そういえば、とあおいはくんくん鼻を鳴らした。清せい涼りような香こうの香かおりが漂ただよっている。きっと誰か重要な来客があるのだ。

　何も聞いていないけれど誰だろう。疑問に思いながら通り過ぎ、丸まる下げ駄たをつっかけてあおいは外に出た。眩まぶしいほどの日差しが焼きつける。

　門を出て少しした所で、遠くから駕籠かごがやってくるのが見えた。あおいは驚おどろいてそれを凝ぎよう視しする。駕籠を担かついでいるのは獣精ではなく、どうみても仙なのだ。さらには仙の随ずい人じんまでも従えている。

（なんだろう、あんなの初めて見るけど。仙に仕えて働くのは獣精の役目……よね？）

　不思議に思いながら見ているうちに、なんとその駕籠は連雀の屋や敷しきの前で歩みを止めた。

　屋敷の獣じゆう精せいたちがわらわらと門へと迎むかえに駆かけ出してくる。緊きん張ちようみなぎった彼らの様子に、あおいはようやくピンときた。きっとあの駕籠に乗っている方こそが重要な来客だったのだ。仙の随人といい、獣精たちの畏かしこまりまくった態度といい、お偉えらい様なのだろう。

　少し離れた場所から興きよう味み津しん々しんで眺ながめながら、ふとあおいは屋敷に戻もどったほうがいいのではないかという気がしてきた。

　いま連雀は仕事で留守だ。あおいまでもが屋敷を空けて、そんなお偉い様を獣精だけに接待させていいものだろうか。あおいに何ができるわけではないけれど、お茶を汲くんだり茶さ菓かを勧すすめたり庭を案内したりくらいならできる。駕籠のお方が獣精ではなく仙を従えているところからいっても、あおいが戻って連雀が帰るまでの接待をしていたほうがいいのではないだろうか。

　どうしよう、下駄でじりじりと地面をこすりながらあおいが迷っていると、ついに駕籠の戸が引かれた。そろえられた美しい高たか草ぞう履りに小さな足が乗る。あおいははっと息を吞のんだ。

「少し早く着きすぎたわ。みなさんそんなに畏まらないで」

　夏にも涼すずしげな、鈴すずのような心地ここちよい響ひびきの声。

　まぶしそうに目を眇すがめて出てきたのは、どんな染め物よりも深く美しい瑠る璃り色いろの髪をもった小こ柄がらな少女。桜の花びらのようなふんわりとした唇くちびるが笑みを刻む。つま先から細く小さな指先まで、洗練されたその動きが目を奪う。

　小柄でありながら、咲さき誇ほこる大輪の花を思わせた。

「よいの。連雀はまだ戻らないのでしょう。わたくしがつい待ちきれなくて来てしまっただけ」

　連雀の不在を謝る獣精たちに、少女ははにかんだようにそう笑った。それだけでこちらにまで花の香かが漂ってきそうな錯さつ覚かくを覚える。

　あおいは隠かくれるかのように面おもてを伏ふせた。迷っていた下駄の先はくるりと向きを変えて大路を下る。

（……つい、待ちきれなくて……？）

　あおいの足は、真夏の暑気がだるく重い様子の周囲の仙や獣精たちを次々と追い抜ぬいた。まるで何かから逃にげ出すような自分の足取りに気がついて、きつく唇をかみしめる。──違う。まるで、ではない。耐たえきれなくて逃げ出した。

（小柄で、可愛かわいくてきれいで、品のある人。──あのひとがきっと、青鵬の君瑠璃姫様）

　そして。あのひとがきっと、連雀とともに金つば屋に上がっていた女性。

　容姿も、にじみ出る品格も、放たれる華はなやかな空気も。

　何もかもが違いすぎる。そもそもあおいなんて比べるに値あたいしない大輪の花。

（まさに、百合ゆりのような。芍しやく薬やくのような、牡ぼ丹たんのような……）

　白鶴は連雀が簪を二本買ったのだと言った。そのうち一本をあおいはもらった。けれど、もう一本の百合細工の簪は……？

（ねえ、連雀。大輪の花のような姫ひめ様さまには、やっぱり大輪の花の簪が似合うって……そう、思った？）

　いたたまれなくて、あおいはただ大路を下っていった。







　夕方からの神楽かぐらの合同練習は、雨の降りしきる中行われた。

　夏らしいざっと降ってすぐに止むような夕立ではなく、まるで霧きりのように細かくそっと着物を濡ぬらす小こ糠ぬか雨あめだった。

　楽器は傷いたむので、かわりに仙せんたちの手て拍びよう子しがあおいの舞まいを盛りたてる。濡れそぼったあおいはそれでも一心不乱に神楽を舞った。他の仙たちも同様で、雨だからやめよう、帰ろうなどという者はない。あおいはそれが正直嬉うれしかった。

　午前に屋敷を出てからしばらくは町屋辺りをふらふらとしていたあおいだったが、仙貨も自由に出せないあおいに時間をつぶす寄り道などできるはずもなく、結局きびしい日差しを避さけるためにこの境けい内だいに足を運んでいた。それが午ひるごろのこと。

　木々に囲まれた境内に日ひ陰かげは多く、喉のどを潤うるおす水もあるのには助かった。それからずっと一人で神楽を舞まってみたり歌を歌ったり、ぼうっと寝ね転ころんだりしながら時間をつぶしていたのだ。時折り境内を訪おとずれる仙もいたけれど、話しかけるほど見知ったものなどいない。

　たった一人ぼっちでいる時間はひどく退たい屈くつで長く感じる。

　雲行きもすっかり怪あやしくなり、心に不安が芽生えたころになってようやく仙たちが集まり出した時はすごく嬉しかった。それなのに雨だからやめようなんて言われたら困る。

　あおいは背筋を伸のばし、指の先まで意識を研とぎ澄すまして篠しの笹ざさをふるう。鈴を、歌を夕ゆう闇やみに響かせる。顔を滑すべり落ちたしずくが口の中に流れた。

　体中を濡らす雨が心地いい。水けを含ふくんだ髪や着物が重くまとわりついたけれど、そんなことはかまわなかった。夏の暑気に疲つかれた体を雨が冷やす。同時に醜みにくく燃える嫉しつ妬との火も消し流してくれそうで、あおいはいっそう激しく舞い踊おどった。

　帰りたくない。

　出奔いえで少女のようにそんなことを思う。

　だけどあおいにはわかっている。

　帰りたくないと思うのと同じくらい、あの屋敷に帰りたくて仕方がないのだ。

　連雀の屋敷に帰りたくて帰りたくて帰りたくて、それはつまり、彼に会いたくて。

　だけど、どんな顔をして会ったらいいのか。どんな顔をして、なにを話したらいいのか、今のあおいにはわからない。

　瑠璃姫のことが頭をよぎる。彼女のことを思うと胸が苦しくて、苦しさのあまりおかしなことを口にしてしまいそうで、それを思うとやはり屋敷には帰れない。

　頰ほおを伝った温かい雨が口に入る。

　いつのまにか灯とう籠ろうに火が点ともっていた。辺りは暗い。あおいは安あん堵どした。きっといま、自分はみっともないくらいに泣いている。

　あおいは身を翻ひるがえし、舞ぶ台たいの端はしに跪ひざまずく。あおいの神楽舞はここで終わりだ。

　鶏にわとりの仙が舞い踊りながら朝一番の声を上げ、天手力男神役の鳥仙が舞台の真ん中へと躍おどり出て、太たい鼓こに合わせた力強く短い舞を披ひ露ろうする。すると控ひかえていたたくさんの鳥ちよう変へんした仙たちが一いつ斉せいに舞台の上を飛び交かい、神楽舞の練習はここで終しゆう了りようする。

　当日はこの先にまだ儀ぎ式しきがあるそうなのだが、練習や披露は行われないらしい。

　通し稽げい古こが済むと、仙たちは三々五々と帰り支じ度たくを始めた。

　彼らの多くは獣精に傘かさをさしかけられて濡れたまま帰る。中には翼よく変へんや鳥変して飛び立って行くものもあった。女仙の中にはわざわざ社で着き替がえてから帰る者もいるようだったが、あおいには獣精もいなければ傘も着替えもない。

　どっと疲れの押し寄せてきたあおいは、しばらく社の縁えん側がわでぼうっと座って灯籠の揺ゆれる火を眺めていた。

　仙たちが別れの挨あい拶さつをして去っていくのを見送り、最後の一人になったと気付くとそっと哂わらった。

（────馬ば鹿かみたい）

　涙なみだが溢あふれる。冷え切った体をぎゅっと抱だきしめた。

（なにを期待していたんだろ、わたし）

　わかっていたはずなのに。誰だれも、迎えになんて来ない。

　雨が降っているからといってあおいを迎えに来るような相手など、ここ鳥界山に一人たりともいるはずがない。母親も弟も、奉ほう公こう仲間も、友達も。誰一人としてここにはいないのだから。

　あおいはたった一人ぼっちだ。

　そのことを、今ようやくあおいは思い知った。

「……帰らなきゃ」

　呟つぶやいて立ちあがる。参道を下るのに下駄は滑りそうだ。あおいは下駄を手に持ち、裸足はだしで歩き始めた。足取りはひどく重い。

　屋敷に帰っても、きっと連雀はいない。いたなら、きっと迎えに来てくれているに違ちがいないから。

　だけど、とも思う。

　帰って、もしも連雀がいたらどうしよう。それがあおいは怖こわかった。

　屋敷にいるのに、雨が降る中まだ帰らないあおいを迎えに来ない。気にもしないで夕飯をとっていたなら。──いや、それ以上に、屋敷にいて瑠璃姫とともに楽しい時間を過ごしていたなら。あおいのことなど毛頭気にもせずに。

　足が鈍にぶる。

　帰るのが怖い。

　帰ることは連雀にとっての自分の価値を確かく認にんしにいくかのようで。

「…………きゃっ！」

　濡れた石が滑った。あおいは後ろに体勢を崩くずし、したたかに腰こしを打ちつけた。

「──もう、やだ……」

　立ち上がる気力も出てこない。何もかもが面めん倒どうで、辛つらくて、あおいはその場に座り込んだ。

（何で、こんな気持ちになるんだろう。なにがこんなに辛いんだろう……）

　膝ひざを立てて顔をうずめる。体中がとにかく気だるい。

（連雀のことが好きだから？　好きになるって、どうしてこんなに辛いの？）

　きっと、好きなだけなら心は温かいはずだ。恋こいというのは幸せで、ふわふわとやわらかくて温かい。

　だけど、誰かを好きになるということは、恋するだけではいられない。

　恋は強ごう欲よくで、相手からも同じ感情を求めてしまう。相手が自分を向いてくれなければ悲しい。誰か自分以外の異性と笑ったり話したり、親しくしていればやはり辛い。

　たとえそれが、会ったこともない瑠璃姫が相手だとしても。

　恋には欲よくと嫉妬がついてくる。その負の感情は暗くて重くてじめじめしていて、凍こごえるように冷たい。

　連雀が初めてあおいに瑠璃姫という存在について語ったとき、彼の表情はどこか熱っぽく感じた。それはどうしてなのだろう。考えずにはいられない。

　なにより、あおいだって一いつ緒しよに上がったことのない金つば屋のお座ざ敷しきで、二人楽しそうにお茶をしていたのだ。あの時連雀は瑠璃姫と一緒に好物の金つばを食べたのだろうか。あの笑え顔がおを瑠璃姫にも向けたのだろうか。瑠璃姫といったい何を話して、何をあんなに楽しげに笑っていたのだろうか。

　小さくて、美しくて、可か憐れんでいて凜りんとした、仙としても神から認められたお方。青鵬の君、瑠璃姫。

（──瑠璃姫様には、わたしじゃきっと敵かなわない）

　負けたと思う。比べようがない。どう逆立ちしたってとても勝てないんだとわかる。だけどそれを認めたくない気持ちがあって、だからこそこんなにも辛くて苦しい。

「帰りたい。…………家に、帰りたい」

　地上界の普ふ通つうの日常に。母や弟、友人のいる江戸の町に。連雀のいない日常に。

　家に帰って、母の胸にすがりついて泣きたい。どうしたの、と聞かれたら、失しつ恋れんをしたんだと言って泣き叫さけびたい。

「帰りたいって、もしかして地上界に？」

「え？」

　知らない声にあおいは顔を上げた。

「そんなずぶ濡ぬれになって。迎むかえの者や、供の者はいったいどちらへ？」

　心配そうに手を差しのべてくれたのは、あおいの腰ほどの背せ丈たけをした獣じゆう精せいだった。彼が手にした雨あま提ぢよう灯ちんにぼんやりと照らされて、片耳の垂れたブチ犬の獣精だとわかる。

「あなたは？」

　質問には答えずにあおいは聞き返した。彼こそなにをしているのだろう。もう境けい内だいには仙せんは残っていないのだから商売だってしようがない。

　ブチ犬は困ったように頭をかいた。

「……じつは僕、仙貨欲しさに住んでいた長屋を引き払はらった身で。最近はこっそりここのお社で休ませていただいていたのです。罰ばち当あたりでごめんなさい」

「そうなんだ」

　あおいは笑んだ。昼間、居場所がなくて境内をふらふらしていた自分とどこか重なって思えた。

「そんな謝らなくたって大だい丈じよう夫ぶ、誰にも言ったりしないから。わたしの土地でもなんでもないけど、どうぞ上に行って休んで。鬼おにじゃないんだもの、神様だってきっとお許しくださるわ」

「お優やさしい仙さま、恩に着ます。ところで仙さまは、これからどうするつもり？」

「……えっと」

「地上界に帰りたいのでは、と見えたのだけれど」

「ど、どうして？」

「あと少し下ればお屋や敷しきが並んでいるんだし、帰りたいって泣くのは遠いって事じゃないのかなあ？」

　言い当てられて、少し恥はずかしくてあおいは俯うつむいた。

「体が冷えちゃう、これどうぞ」

　ブチ犬は自分が着ていた蓑みのをあおいの肩かたからかけてくれようとする。それをやんわりと断った。

「ありがとう、でもいいの。やっぱり帰らなきゃ」

「それは、お屋敷へ？　それとも地上界へ？」

「…………お屋敷へ、よ」

「そう？　僕もよく、帰れるものなら地上界のふるさとへ帰りたいと思うのだけれど」

　あおいは驚おどろいてブチ犬を見た。獣精にも故郷に帰りたい、母に会いたいというような気持ちがあるのだろうか。

　そんなあおいの表情を見て、ブチ犬は心外だというように鼻に小さくしわを寄せた。

「なあに、その驚いた顔。別に珍めずらしくもないよ、鳥界山なんて大きな鳥とり籠かごのようなものさ。こないだも、地上界に行きたいって泣いてた仙さまがいたよ。でも僕が帰りたいのは育ててくれた親のところ。その人のいるところが、僕のふるさと」

「もしかして、飼い犬だった？」

「そうさ」

　どこか誇ほこらしげにブチ犬は胸を張って見せた。

　あおいはふと、小さいころに長屋に住みついていた小さな白い犬を思い出した。誰が飼っていたわけではないけれど、シロと呼んでみんなで残飯をあげたりして世話をし、可愛かわいがっていた。ブチ犬の尻尾しつぽを見る。……残念、あれは可愛らしい巻き尾おだったけれど、この子は下に垂れている。

「僕はね、この鳥界山の麓ふもとの村の猟りよう犬けんだったんだ。僕らが猪いのししを追いかけて罠わなに誘さそい込んで、ご主人がそれを獲とる。それはもう、評判の健けん脚きやくだったんだ」

「待って、鳥界山の麓に村があるの？　人間の村？　地上界？」

「そうだよ。あ、でも多分、仙さまが考えているのとはちがうかも。地上界に、鳥海山という山がある。その山に、仙界の鳥界山へとつながる秘密の入り口があるんだ。だからただの人はどんなに鳥海山を登っても、ここにたどり着くことはないよ。逆に、僕たちは鳥界山をそのまま下ると鳥海山の山やま肌はだに出る」

「知らなかった。じゃあ、あなたはいつでも帰れるじゃない」

　よかったね、というような調子であおいが言うと、ブチ犬はわずかに表情を曇くもらせた。耳もひげも元気を失ったようにしょんぼりと項うな垂だれる。

「……それはちがうよ。ご主人は……僕をとっても可愛がってくれた育ての親は、もう死んでしまったんだ」

「あ、ごめんなさい」

　そうか、帰れるものなら帰りたいといったのは、そういうことだったのだ。飼い主の傍そばが故郷だというのなら、このブチ犬の故郷は永遠に失われてしまったということになる。

「だからね、もし仙さまが帰りたいって思うのなら、ふるさとがあるうちに帰ったほうがいいって、僕は思うんだ。親や友達が生きている時間って、考えている以上に短いものだから。不老不死の仙になったら、尚なおのことあっという間にみんないなくなっちゃう」

　あおいは息を吞のんだ。確かにそうだ。自分が老いることがないから、時間の流れをつい忘れてしまう日がいつか来るのかもしれない。だんだんと仙界での暮らしに慣れたように。──そうして過ごすうちに、気がついたら母は寿じゆ命みようを全まつとうしているのかもしれない。幼い弟だっていつの間にか……。

　それは寂さびしい。死に目に会えないどころか、葬そう式しきにも出られないのだ。ここに来るときにだってきちんとしたお別れの一つもしていないのに。

（お母さんにも弟にも、このまま一生会えないの？）

　仙は不老不死。老いない自分を見ても母や弟が怯おびえずにいてくれるのは、いったいあと何年くらいだろう。一体いつになったら、連雀はあおいの帰郷を許してくれるだろう。

　幼い弟の成長は早い。人間五十年という言葉があるけれど、母はあと何年生きていてくれるだろう。そして幼子の多くは七つを迎える前に病に倒たおれることが多い。

　考えると足の先から一気に不安が押し寄せた。

　二人に会えない寂しさを、「遠くに嫁よめに出た女性なら誰だれもが耐たえるもの」なんて誤ご魔ま化かしてきたけれど、結局は今まで実感が湧わいていなかっただけなのかもしれない。

（お母さん）

　血の繫つながりは本当は無かったという母だけれど。それでも赤ん坊ぼうのころから大切に育てられたという絆きずなは消えたりしない。赤ん坊なんて、放ほうって置いたら死ぬ。朝も夜中も誰かが数時間おきに乳を与あたえ、排はい泄せつ物を片付けて、暑くないよう、寒くないよう常に手塩にかけて育てなければ生きていけない。

　それをやり遂とげてあおいを大きくしたのは間ま違ちがいなく母なのだ。あおいにとって母は地上界の母以外にない。

「……お母さんに、会いたい……」

　あおいは両手で顔を覆おおった。連雀に会いたいという気持ちよりも、ずっと深いところからその感情は溢あふれてくる。あおいが今感じている孤こ独どくがその気持ちを一層強くした。

「じゃあ、会いに行ったら？　親に愛着のある鳥仙さまなんて珍しいね。それともお母さんって飼い主とかかな」

　ブチ犬が背をやさしく叩たたいた。あおいはそれでも立ち上がらずにかぶりをふる。

「でも、勝手に帰るわけにはいかない」

「ここにいるってことは、神楽かぐらに出るんだ？　でも大丈夫じゃないかな。ようはさっと行ってさっと帰ってこればいいんでしょ？」

「だって、わたしはここがどこだかも知らないし、道がわからないわ。江戸までどのくらいなの？　歩いて往復で何日？」

　こちらに来たばかりのころ同じことを連雀に何度も尋たずねたが、彼はとても遠いとしか答えてくれなかった。しかしその答えはきっと正確ではないということくらい、あおいの頭でも気がついている。迎えの駕籠かごに乗せられた日をきっちり覚えていたわけではないけれど、こちらで目が覚めたら初夏が急に秋になっているようなことはなかったし、暦こよみも大体同じくらいだった。──つまり、連雀はあおいを運ぶのに大して日にちをかけなかったことがわかる。

　だからといって、近きん距きよ離りだとも言い切れなかった。連雀が徒歩だったとは限らない。あの日のことを思い出せば、翼よく変へんして移動した可能性が高い。あおいには翼変した速さは想像もつかないし、そもそも自分はできないのだから考えても仕方のないことだ。

　あおいには二本の足しかない。これで簡単に往復できる距離に仙せん界かいと地上界があるとはとても思えなかった。

　しかし予想に反して、ブチ犬は驚きの答えを返した。

「秘密の通路を使えば、行って帰るのに一日ってとこだけど」

「え？」

　あおいはきょとんとした。往復で一日？　それは…………とんでもなく、近い。

「…………え、えーと？　それって歩いてってことでいいの？　飛んで、とか、なんか変な仙力で、とかじゃなくて？」

「ちがうちがう。歩いてに決まってるでしょ。僕は仙じゃないんだから。獣じゆう精せいが物品の仕入れなんかに使うための通路だよ。本当は仙さまたちには秘密なんだけど、今じゃ公然の秘密になってる。江戸とか堺さかいとか、もちろん麓の村の近くにもつながってるよ。ちょっと狭せまいけど」

「なんだ」

　あおいはすっかり拍ひよう子し抜ぬけした。顔を覆っていた両手を膝ひざに落とす。雨はすっかり上がっているようだった。

「そんなに近かったの？　だったらいつでも帰れるじゃない」

　よかった、と安あん堵どの息がもれた。母と今生の別れではなかったのだ。往復一日だったら本当にいつでも会いに行ける。そのうち翼変できるようになったら、もっと早く行き来できるかもしれない。安心した。

　安心すると同時に、なんだかどっと疲つかれが襲おそってきた。今日は体よりも心が疲れる一日だった。もう温かい風ふ呂ろに入って寝ねたい。

「──ねえ」

　よっこらしょと立ち上がったあおいの手をブチ犬が摑つかんだ。

「だけど、その通路はあさってには閉じてしまうよ」

「あさって!?　どうして？」

「鳥は鳥とり籠かごを嫌きらうんだよ、やっぱり。地上界を恋こいしく思う鳥仙は後を絶たないのさ。あの通路を使って抜ぬけ出して、戻もどってこない。青鵬の君はそれを憂うれえてる」

「そんな……」

「ちなみにここをおりた先、地上界の鳥海山の場所は、紬つむぎや紅花染めで有名な米よね沢ざわ藩はんよりもずっと北だよ。往復一日なんて普ふ通つうはどうひっくりかえったところで無理だね」

「米沢……」

　あおいは唇くちびるをかんだ。あおいには正確に米沢の位置がわかるわけではない。ただ、奉ほう公こう先に会あい津づから来た人がいた。とても遠いという話を聞いたし、米沢がそのさらに北にあることも知っている。あおいにはとても旅をできる距離ではない。

「いっちゃおうか」

　まあるい目がひたとあおいを見上げていた。

「え、でも」

「ささっと行って、ささっと帰ってきたら大だい丈じよう夫ぶだよ。たった往復一日だよ？　それとも、誰か仙さまが帰らなくて心配する？　まあ、こんな日が暮れてから出かけるなんて言ったら誰でも反対するとは思うけど、今を逃のがしたら、もう帰れないよ？」

　帰らないあおいを誰かが心配するのか。その問いは、ずきんとあおいの胸に突つき刺ささった。

（連雀が……きっと心配するわ）

　だが同時に、身を震ふるわせるほどの不安も湧いてくる。心配してくれるのなら、どうして雨の中帰らないあおいを誰も迎むかえに来てくれないのだろう。

　帰るのが、怖こわい。知るのが、怖い。連雀は今、誰といて何をしているのか。

　なにより、母と弟に会いたいという抑おさえきれない切実な気持ちがあった。

「────ほんとうに、往復で一日なのね？」

　念を押すあおいに、ブチ犬はワンとこたえた。







　それからしばらくの後、誰もいなくなった境けい内だいで蓑みのを纏まとって蓑みの虫むしのようになったポ太郎が、途と方ほうに暮れた顔で立ち尽つくす姿があった。
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「じつは、僕も久しぶりに村を見に行きたいと思っていたんだ。だから一いつ緒しよに下りてくれるひとがいて嬉うれしい」

　行きがけ、ブチ犬が知り合いの獣精から羽織るものと提ちよう灯ちんを借りてきてくれた。ずぶ濡ぬれだったあおいには本当にありがたくて心から礼を言うと、彼はそんなことを言って笑った。

「長いこと帰ってないの？」

「うん。ご主人が亡なくなって、それからええと、もうすぐ五十年近くなるかな。獣精になってから一度も帰ってないんだ」

「五十年って、そんなに？」

「だからきっと、僕の知ってる人はほとんどもういないと思う。ご主人の初孫が生まれたばかりだったから、そのこは生きてるかな。あいたいなあ。おんなじ匂におい、するかなあ」

　尻尾しつぽを振ふりながらくんくんと鼻を動かしてみせるその様子が可愛かわいくて、あおいはくすりと笑った。長屋にいた白犬も、手を差し出すといつもおんなじように鼻を鳴らしていた。住み込みで働くようになってからはすっかり見ていないけれど、あの犬はまだいるだろうか。

　雨に湿しめった土を踏ふむ音、そして時おり蛙かえるの鳴き声が暗くら闇やみから聞こえる。静かな夜だ。参道を下りてから履はきなおした下げ駄たが、石ころにあたってコンといい音を響ひびかせた。

　二人が歩いているのは、町屋街を過ぎ、斜しや面めんにへばりついて延々と続く棚たな田だや段々畑をさらに下った先だ。

　あおいがここまで下りてきたのは初めてで、田畑の先に森があることを初めて知った。鳥界山に来た初日に上のほうの棚田までは来たけれど、そこからでは角度と距離があって見えなかった。

「けっこう深い森ね。道に迷ったりしない？　やっぱり、明るくなってからのほうがよかったかしら？」

　羽織をかき寄せて、不安げにあおいは周囲を見回した。提灯二個の頼たよりない灯あかりでは、せいぜい足元と前を歩くブチ犬の姿しか見えやしない。

　母恋しさと孤こ独どく感かんにあおられて、つい勢いでここまで来てしまったことをあおいは少し後こう悔かいし始めていた。

　森に入って初めのころはまだよかった。どうやら田畑に近い辺りは建築用の木材などに使われているのか、きれいに間引きがされ、道も整っていたから生活の匂いというものが感じられたからだ。

　けれど奥へ奥へと進むほどに道は荒あれ、木々は深く生おい茂しげる。提灯の灯りの及およばない暗闇から物音がするたびにびくりと震えた。

「仙さまは怖がりだねえ」

「そりゃあそうよ。女の子だもの。あなたはぜんぜん平気？」

「犬は基本的には夜行性だからね。もとが鳥の鳥仙さまたちはやっぱり夜があんまり好きなほうではないみたいだけど。夜に翼よく変へんしたり歌ったりするのが嫌いに見える」

　そういえば、とあおいは思う。夏の神事は夜だから、歌を歌える鳥仙は限られているとかいう話を初めのころに聞いた。連雀を見ていると不可能というわけではないようだったが、今も強く残る習性の一つなのだろう。

「あ、いい倒とう木ぼくがある。僕は少し休みたいけど、いい？」

「もちろん。わたしもちょっと疲れちゃった」

　獣けもの道みちのように荒れた道の脇わきで二人は大きな倒木に腰こしを下ろした。

　ブチ犬の言う秘密の通路までは後どのくらいだろう、尋たずねようとしたあおいより先に、ブチ犬が口を開いた。

「ねえねえ、仙さま。仙さまは神事ではどんな役をおおせつかっているの？　もしかして神楽かぐらの舞まい子ことか？」

「うん、そう」

「でも梟ふくろう仙には見えないね？　虎とら鶫つぐみ仙はいなくなっちゃったって話だし」

「うーん、それを聞かれると、どう答えたらいいのか難しいわ」

　郭かつ公こうと不如帰ほととぎすの間に生まれたら、なにの仙せんになるんだろう？　どう答えたらいいのかわからなくて、うやむやな表情を返す。

「なあに？　珍めずらしい鳥なの？　でも夜も歌えるんだ？　じゃあ夜でも翼変して飛ぶのは嫌いじゃない？　もしかしてこんなのんびり歩いていくのはイヤかな」

「全然そんなことない。往復一日なら急ぐこともないでしょ。──それよりも、秘密の通路ってやつはまだまだ先なの？　ちょっとお腹なかすいてきちゃったなあ、なんて」

　さすがに翼変できませんとはいえない。誤ご魔ま化かすように笑って話題を変えた。

「お腹すいたの？　僕、握にぎり飯なら持ってるけど食べる？　飲み物はないけど」

「握り飯？　食べたい！」

　一も二も無くあおいは即そく答とうした。なにせ今日は昼飯を食べていない。その上あれこれと悩なやんだせいで食しよく欲よくの衝しよう動どうに駆かられていた。何か辛つらい時は食べるに限る。

　目を輝かがやかせたあおいに、ブチ犬は握り飯を……ではなく肉球の手のひらを差し出した。

「いくら払はらってくれる？」

「────え」

　あおいは一いつ瞬しゆん固まった。けれども一いつ拍ぱく後に確かにそうだ、と思い直す。獣じゆう精せいと仙の間あいだ柄がらでなくても、ふつうに考えてタダはよくない。

　あおいは寒さに身を縮ませるふりを装よそおって、着物の袖そでの下にそっと手を入れる。大事な巾きん着ちやく、そこには残りの仙貨が七二文。
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「……いくらなの？」

「一〇〇文」

「……。ちょっと高くない？」

「うそうそ。でもがめついことを言ってしまうけど、仙さまのために借りてきた提灯も羽織もタダじゃないんだ。僕が立て替かえた。だからその分も少しは負担して欲しいなあ、なんてわけで。────六〇文」

「六〇文」

　どうしようかな、と考えるふりをしながら指先に神経を集中させて仙貨を数える。──駄だ目めだ。指先の感覚だけで六十枚の仙貨を数えるのは無理がある。しかもこれを手から出したように演技して渡わたすなんて不可能に近い。

　握り飯をあきらめるか。それとも。

「────わかったわ。払う」

　あおいはとにかくお腹がすいていた。往復で一日というならこれから朝までは歩き詰づめになる。ここで握り飯を逃のがせば丸一日食べないことになってしまうのだから仕方がない。

「お腹すいてるもの。ただしそのかわり、よ。お水も欲しいわ。この辺で水場がないか、探してきてくれる？」

「水かあ、そういえば少し手前に大きなうろがある木があったなぁ。さっきまでの雨が少しは溜たまってるかも。木の皮に汲くんできてもいいなら」

「いいわ。じゃあ決まりね、お願い」

　ワン、とこたえてブチ犬は跳はねるように駆けていった。

　その提ちよう灯ちんの灯りが遠ざかると、あおいは急いで巾着を取り出した。苔こけ生むした倒木の上にはじき出しながらそれを数える。

「……五十、五十一、五十二、五十三」

　そこまで数えていると、提灯の灯りが遠くに光った。揺ゆれながらかなりの速度で近づいてくる。あおいはあわてて手のひらの中の仙貨を見た。ざっと見て十枚。それだけを残して巾着をしまった。

「おまたせ、仙さま。はい、お水」

　ブチ犬はハッハッと舌を出しながら木の皮で作った椀わんの水を差し出した。

「ありがとう。はい、これが代金の仙貨」

　片手で水を受けとり、手のひらにあった約一〇文を五三文の仙貨の上にじゃらりと載のせる。足りないのは困るけれど、多い分には文句を言われたりなどしないだろう。

　ブチ犬は嬉うれしそうに尻尾しつぽをふった。

「やったあ、ありがとう。数えてもいい？」

「どうぞ。その間に握り飯を食べててもいい？」

「いいよ！　本当にうれしいなあ」

　水をこぼれないようにうまく倒木のへこみの上に置き、差し出された包みを受けとる。笹ささの葉でちまきのようにくるまれた握り飯が二個。正直これで六〇文はぼったくりにもほどがあったけれど、いまさら文句を言っても仕方がない。仙貨欲しさに住んでいた長屋を引き払ったともいっていたから、よほど急いで集めたがっているのだろう。

　味み噌そをぬっただけのそれをかじりながら、あおいはふとブチ犬を見た。

（さっき、五十年も村には行ってないって言ってたわよね。ってことは、だいたい五十歳くらいかぁ。わたしよりもずっと年上だわ。不老不死の連雀の年も謎なぞだけど、獣精もすごいのね……）

　仙貨を一枚一枚数えているその犬から老いた年ねん齢れいは感じられない。話し方だって若い。なによりブチ犬が年若く思えてしまうのは、きっと長屋にいた小さな白犬の思い出があるせいだ。あれは初めてやってきたときにはまだまん丸の子犬だった。

（────あのシロももう十歳を超こえてるくらいかな。ふふ、おじいさんじゃない。向こうに着いたら体にいいものでもあげよっと）

　そこまで考えて、ふと握り飯を食はむのを止やめた。

（犬の寿じゆ命みようは十年。獣精の寿命は…………）

　吉備と以前に確かそんな話をした。仙とちがって獣精の寿命は永久ではない。それは確か、五十年。

　もう一度、倒木に向かって夢中で仙貨を数えるブチ犬の横顔を見る。

（このこ、もうすぐ寿命なんだ。だから急ぎで仙貨を集めてるんだわ）

　五十年が寿命なら、そういうことだ。そして彼の顔には死を受け入れて諦あきらめているような印象はない。きっと彼は生きるために必死なのだ。

（がんばってるんだね。もっと、払ってあげればよかった）

　あおいにとっても貴重な仙貨だけれど、ブチ犬にとってはさらにそうだ。命がかかっているのだから。

　そもそも払える額ではなかったにしても、一〇〇文をケチったことを少し申し訳なく感じて、あおいはせめて残り一つの握り飯を彼にあげようと思った。仙貨を数えているところだったけれど、そっと肩かたを叩たたく。むき出しの毛並みはしっとりと湿しめっていた。

「ねえ、お腹いっぱいになっちゃったから、一個あげる。食べて。代金はそのままでいいから」

「四十四、四十五……、あ、ありがとう。四十六」

　早く溜まるといいね、そんなことを思いながら、彼が汲んできた水に口をつけた。ぬるいけれど、疲つかれた体に染しみ入るようだった。

「んー、おいし。────あら？」

　空になった椀を置き、あおいは自分の両手を広げて見た。なんだか手が黒い。右手だけが黒く、何かがべったりとついている。参道で転んだときの泥どろだろうか？　でもそれなら両手についていてもいい気がする。なんだろう？

　不思議に思って提灯を引き寄せた。灯あかりにかざしてみれば、それは赤茶色の染せん料りようのようだった。

「なに、濡ぬれてる。今ついたばかり？」

　体の奥がジンと熱い。それなのに、背筋がすっと冷えた。

（…………なんだろう、怖こわい……）

　なにを怖いと思ったのか、それはわからない。

　ただ、言い知れぬ恐きよう怖ふが背筋を這はい上がってきた。──連雀の言葉を借りるなら、それはあおいの仙としての本能による恐怖だったに違ちがいない。

　得体の知れない恐怖に突つき動かされるように、あおいは提灯をブチ犬にかざした。

　あおいが右手で触さわったのは、このブチ犬の肩だ。

「──────っ！」

　あおいは悲鳴を飲み込んだ。

　ブチ犬のふさふさとした肩、そこにあるのは赤茶色のブチ模様。あおいの手についたのと同じ色。

　あおいはとっさに彼が数える仙せん貨かに手を伸のばした。できる限りの仙貨を摑つかみ取る。

「……ちょっと、なにをするの仙さま」

　獣じゆう精せいはゆっくりとあおいを見た。

　心臓が破は裂れつしそうなほどにばくばくと脈を打つ。

「あ、あなた」

　呼吸が苦しい。

　肩が震ふるえて息が荒あらくなる。

「あなた、ブチ犬じゃない……でしょ」

「急にどうしたの。さあ、仙貨を返してよ」

「そのブチ、塗ぬってる。どうして、そんなことしてるの」

　足がそっと後ろに下がる。……怖い。怖い。あれは、ブチ犬じゃない。ちがうのなら、どうしてそんな偽ぎ装そうをする必要がある？

　────凶きよう悪あくな獣精ほど仙を騙だまそうとする。

　連雀の忠告が鮮せん明めいに脳のう裏りによみがえった。破裂しそうなほどの鼓こ動どうが警けい鐘しようのように鳴り響ひびく。

（……わたし、馬ば鹿かだ。ほんとうに馬鹿だ。連雀が気をつけろって言ってたのに）

　獣精の目が灯りを受けてぎらりと光った。長い舌がじゅると音を立てて鼻先を舐なめる。

「どうしてって、聞かれてもなあ」

　可愛かわいいと思った。がんばっている獣精だと。

　どこか長屋に住み着いていたシロを思わせて、懐なつかしいと思った。故郷を恋こいしく思う似たもの同士だとも。

　獣精が口元に薄うすら笑いを刻む。その口はあおいが予想していたよりもずっと大きく、耳元まで吊つりあがる。鋭するどい牙きばがねっとりと光った。その表情は今の今まで演じていた犬のそれではない。

「まあ、商法の一つだよ。狼おおかみの精だと知られると、支し払はらいを渋しぶる仙が多いからねえ。俺に言わせりゃあ、犬も狼もたいして違わないんだが。ほら、地上界にもたくさんいるだろう？　狐きつねでもないのに狐の格好をして飴あめを売り歩く人間、狐の飴売り。その真似まねみたいなもんさあ」

「ぜんぜん……ちがうわよ。あれは飴を買えばこっけいな踊おどりを見せてくれて、楽しませてくれるだけのものだわ」

「ふん、どうでもいいよ」

　言い捨てて、獣精は両手で仙貨をすくう。ぱかっと開いた大きな口の中にそれを流し込んだ。吞のみ下す音とともに下腹部が淡あわく輝かがやいた。光が小さな渦うずをまいて、そして静かに消える。あれが丹たん田でんだ、とあおいは直感的に思った。

　獣精は光の余よ韻いんに浸ひたるように恍こう惚こつの表情で目を閉じてたたずんでいる。あおいはとっさに踵きびすを返した。脱だつ兎とのごとく全力で駆かけだす。

（逃にげなきゃ！　逃げなきゃ！　逃げなきゃ！）

　提ちよう灯ちんを捨てるにはかなりの勇気が要いった。けれど、こんな暗くら闇やみの中で灯りは居場所を知らせる最悪の目印になってしまう。行き先や足元が見えないことよりもずっと危険だ。

　目指すのは町屋街。何度も何度も後ろを振ふり返りながらあおいは走った。

　足元の見えない獣けもの道みち、雨でぬかるんだ草や土はとにかく滑すべる。幾いく度どか転ぶうちにその獣道すら見失い、取り返した一ひと握にぎりの仙貨も失っていた。藪やぶの中を体中泥まみれ傷だらけになりながら、あおいはそれでも足を止めない。

（狼の獣精。寿命が近い。仙貨欲しさに長屋を引き払って）

　そうだ、彼は焦あせっている。仙貨が溜たまる前に寿命がくれば死ぬだけ。だけど、焦り足あ搔がくということは、死を免まぬかれる方法は──つまり仙になるための仙貨の満額はそう遠くないのではないだろうか。足搔かずにはいられないほど、仙貨は溜まりかけている？

（彼に死を受け入れている様子はなかった）

　握り飯二つで一〇〇文と言った。もしかしたらその一〇〇文で仙になるための仙貨が溜まったのだろうか。

「──ぎゃっ！」

　唐とう突とつに、何かが足に絡からまった。足が縺もつれたところに隆りゆう起きした木の根があった。あおいは手をつく間もなく肩から転てん倒とうした。

　真っ暗闇の中、泣き出しそうになる自分を叱しつ咤たしながら絡まってきた何かを引っ張る。手て触ざわりは布だ。笹ささ藪やぶの中から何かの布がたれていて、それが足に絡んだのだ。

　下げ駄たはとうに脱ぬげていた。泥だらけの素す足あしに絡んだその布は長く、そして湿っていて、手の感覚だけでほどくのはもどかしいほどに骨が折れた。

　焦りながらもようやく足が自由になる。すっかり崩くずれてしまった結ゆい髪がみをほどき、連雀にもらった大切な簪かんざしを袖そでの下にしまった。そうしてすぐにまた立ち上がって走ろうとしたあおいだったが、何かが心に引っかかった。

（──この手触り……）

　あちらこちらが破れ、ほつれているけれど、これはおそらく仕立てのいい織りの帯だ。

（女性のもの？　どうしてこんな森の中に……）

　力を入れて引いてみたが、帯の先が重い。何かの重量物につながっているようだった。

　早く逃げなきゃ、という焦りはあったけれど、あおいにはなぜだかそのぼろぼろの帯が妙みように気になっていた。もう一度力を込めて引いてみる。

「──────ぅ……」

「っ!!」

　微かすかなうめき声が聞こえた。

　喉のどから悲鳴が上がりそうになるのをあわててこらえて、帯を辿たどって藪をかき分ける。

　帯を手た繰ぐる手に、何か柔やわらかいものが触ふれた。一いつ瞬しゆん恐怖から手を引っ込めたあおいは、しかし意を決して暗闇の中に手を伸ばす。

　触れたのは柔らかい感かん触しよく。雨にぬれた布、いや、着物だ。あおいが触れているのは倒たおれ伏ふした誰だれかの腰こし！

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　腕うでに手が触れた。体温がある。生きている。その腕を引いて何とか上体だけを助け起こす。夜目には髪の長い女性だということしかわからないが、獣精ではなく仙であることはおそらく間違いないはずだ。

「どうしたんですか、立てますか、何でこんなところに……」

　早く遠くに、早く町まで、そう焦る気持ちはあったけれど、放ほうっておくことはできない。とにかく何とか立たせようとするあおいに、女性は力なく首をふった。

「……あたしは、もう、歩けない……」

「そんな、頑がん張ばって！　ここにいたら危険だから！」

「知って……る」

「え？」

「お……おお、かみの獣精、でしょう」

　まさか、とあおいは思った。あおいのほかにも、騙された仙がいた……？

「と、とにかく、早く一いつ緒しよに逃げましょう。わたしが肩かたを貸すから！」

　肩の下に首を入れようとすると、ごめん、と小さく彼女は呟つぶやいた。

「むり、なの。おいてって」

「そんなこと！」

　できない、と言おうとするあおいに首をふる。

「翼つばさを、やられた……飛べない。ここまで、巣穴からにげた、けど。──あなたは……？」

「わたしは……」

　どうやら、翼よく変へんして逃げられるかを聞かれているようだった。あおいは首をふる。翼をもがれたわけではないけれど、そもそもあおいは翼変も鳥ちよう変へんもできない。

「……あたし、の、これを……だれかに。────にげて、しらせて」

　彼女は懐ふところから一本の濡ぬれた扇せん子すを取り出して、あおいの手に押し当てた。そしてひどく重たいしぐさで腕を持ち上げ、空を指す。雨雲は晴れ、覆おおうような木々の枝葉からところどころに星空が見えていた。

「あの星のほう、川が……。匂においに、気をつけ……」

　ぱたりと、腕が落ちた。あわてて胸に耳を当てれば、きちんと鼓動が聞こえる。気を失ったのだ。

　あおいは少しの時間躊ちゆう躇ちよした。

　彼女を放っておいて、このまま逃げていいのだろうか。着物はぼろぼろ、あおい以上に傷だらけだ。仙せんは不死だというけれど、決して外傷で死なないわけじゃない。

（………………だけど、背負っていく力もわたしには無い……）

　自分の無力さを思い知らされた。

　もし自在に仙力が使えたなら、あおいはすぐに翼変するなり鳥変するなりして逃げられたし、彼女のためにすぐに助けを呼んでくることだってできた。それなのに、あおいが今できることといったら────。

　あおいは立ち上がった。託たくされた扇子を懐にねじ込む。

（わたしが逃げ切って、助けを呼んでくるしかないんだ！）

　強い決意を胸にあおいは再び走り出した。いまあおいの背中を押すのは恐きよう怖ふではなくて勇気だ。彼女のためにも逃げ切って助けを呼ばなくてはいけない。

　しばらく星を頼たよりに走ると水音が聞こえた。

（この音、川だ！）

　さっきの女仙は匂いに気をつけろといっていた。確かに、と思う。なにせ追ってくるのは狼なのだ。あおいの匂いをおって正確に追いついてくるに違ちがいない。

　音を頼りにさらに走れば、そう深くはない谷があった。

　この川を越こえる、もしくは川の中を上流に上っていけば匂いの足あし跡あとはごまかせるはず。あおいは近くの大木に絡む長いアケビの蔓つるを手繰り寄せた。さすがに谷の底までは届かないけれど、半分くらいならこれをつたって降りられる。残りの高さは飛び降りるしかない。

　迷いなく、あおいはえいやっと蔓を手に谷を降りた。

　すれた手のひらに痛みが走る。思っていたよりもアケビの蔓は長かった。足を痛めることなく着地を決めることができた。

　────その時。

　谷の上空、左右に開けた星空を大きな影かげが横切った。

　あおいは一いつ瞬しゆん、期待感でそれを見上げた。空を飛んで鳥仙が、連雀が迎むかえに来てくれたのかと思った。

　だが、その影に翼はなかった。四し肢しだけはしっかりと目に留まって、それが鳥仙ではなく獣けものだということがわかる。

（追いつかれた!!）

　影を見上げ躓つまずきそうになりながらも、あおいは急いで川に入る。早く匂いを流してどこかに身を隠かくさなければ！

　焦る気持ちとは裏腹に、腰こし丈たけの水かさを渉わたるのは至難だった。川底の岩はぬるぬると足を滑らせようとする。水に押され転び、足をすくわれて水を飲んだ。

　何度かそれを繰り返し、ようやく対岸まであとわずかの距きよ離りになったそのとき、ふとあおいは視線を上げた。

「──やァ、わざわざそんなきれいに洗ってくれなくても、おいしく頂いたのに」

「………………」

　絶望の思いであおいは川の中に立ち尽つくした。

　あおいが上がろうとしていた対岸に、巨きよ大だいな獣の姿がある。牛よりもずっと大きく隆りゆう起きした体に、尾おが三本。暗くら闇やみに輝かがやく白光の毛並み。いやらしく細められた瞳ひとみは金だ。もはやブチ犬に化けていたころの名残なごりはどこにもない。

「仙貨、落としていっただろう。おかげで溜たまったよぉ」

　ぱっくりと開かれた口。鋭するどく巨大な牙きばがはっきりと見える。

「実はさァ、ちょうど翡ひ翠すい銭で六十枚だったんだよ、必要な仙貨がさあ」

　あおいはただ、獣を見つめた。もう獣じゆう精せいではないのだ。あおいが逃にげる途と中ちゆうで落とした仙貨を得て、仙へと昇しよう格かくした。狼ろう仙とでもいうのだろうか。

　そして仙には獣精と違い、制約がない。殺せつ生しようの禁、肉食の禁はもはや彼には関係がないのだ。

（……あんなに、気をつけろっていわれたのに。ごめん、連雀）

　恐怖はここまでの道で使い果たしたのか、今あおいの身を重く包み込んでいるのは虚きよ脱だつ感かんだ。騙だまされた自分の愚おろかさが虚むなしくて、忠告してくれた連雀にただ申し訳なくて。

「さあ、早くこっちにおいでよう。痛くしないから。感謝を込めて髪かみの毛一本残したりしない」

「いやよ」

　あおいの口からは思わず反論が飛び出した。空くう虚きよになった心とは裏腹に、頭が懸けん命めいにこの場を逃のがれようと画策していた。

「わたし、犬は好きだけど、狼は嫌きらい」

「そんなことをいわれても困るよぉ。別にこっちから行ってもいいんだけど、せっかく手に入れた毛並みを濡らしたくないしぃ。俺、怒おこってもいいのかい？」

「あなた、仙になったんでしょ？　鳥仙みたいに人の姿になれるんじゃないの？」

「だから？」

「若くて格好いい男だったら、抱だきしめられにそっちに行ってもいい。毛むくじゃらの獣に頭からかじられるよりも、素す敵てきな男性の腕の中で死んだほうがマシよ。一応いっておくけど、翼変して逃げたりしない。わたし、まだ未熟で翼変も何もできないから」

「しってるよお。鼈べつ甲こう銭を出したとき、俺は見てたのさァ。仙貨を初めて出した、未熟で美味おいしそうな雛ひなだってねえ」

　にやりと狼仙はわらった。

「……そう、じゃあ、参道で出会ったのは偶ぐう然ぜんじゃなかったのね」

「どうやって森まで誘さそい出すか、ずっと考えてたよお。全額使われちまう前に欲しかったんだけどさァ、境けい内だいで襲おそってもすぐにだれかに見つかっちまうしねえ。夜道を一人きりで歩いてるなんて、これは神のお導きだと思ったよォ。ククク……。虎とら鶫つぐみ仙と違って、痛めつけりゃ仙貨がでてくるわけでもないしさあ、まだ六〇文も大事に残していてくれてホントに有り難がたいことだよォ」

「虎……鶫？」

　あおいは怪け訝げんに眉まゆをひそめてから、はっと息を吞のんだ。先ほど出会った傷だらけの鳥仙は、虎鶫仙の津久見だったのかもしれない。駆かけ落ちのために逃げたといわれていたけれど、実際はこいつに騙されて森に連れ込まれ、暴力でもって仙貨を出すよう強要されていた!?

（なんて、ひどいことを……っ！）

　左手をそっと袖そでの中に引っ込める。中には先ほど入れたびいどろの簪かんざしがある。川を渡わたるさなかに折れてしまっていたけれど、ちょうど都合がいい。

　絶対にただで食われたりなんてしない。これを体にぶっ刺さしてやる！

「はやく、格好いい若者の姿になってよ。まだ年若い娘むすめの命を奪うばうんだから、それくらいしてくれたっていいじゃないの。言っとくけど不細工なのは駄だ目めよ、毛深いのも。背は高いほうがいいわ」

「…………まあいいよ。どうせ仙貨も出せないような娘っ子が俺から逃げられるはずがないしねえ」

　優位を確信した傲ごう慢まんな声。それとともに、狼仙の腹にかすかな光の渦うずができた。その渦を中心として巨きよ体たいがゆがみ、それが消えたときには一人の男がその場にたたずんでいた。

　夜風になびくざんばらの白はく髪はつ、金の瞳は野性的なまま。背はひょろりと高い。暗くて顔立ちはよくわからないけれど、確かに見目のそう悪くない人型になっていると思われた。

「これでご満足？　娘っ子」

「そうね」

　あおいは折れた簪を握にぎり締しめてゆっくりと水の中を進んだ。水位が浅くなるほどに水の抵てい抗こうが減り、足が軽くなる。死に向かって歩いているのに段々と軽くなる足取りが自分でも可笑おかしかった。

「さあ、おいで」

　狼仙が手を差しのべる。どうやら真っ裸ぱだかのようだったが、どうせ暗くら闇やみで視界に入るわけじゃない。あおいはがっちりと狼仙の手をとった。狼仙は力強くあおいを引き上げる。

　腕うでの中に抱き込もうとする瞬しゆん間かん、鋭い牙が並んだ口が大きく開いた。同時に、きつく握り締めた簪を狼仙のわき腹へと突つき立てる！

「あぁぁああッッッ!!」

　あおいは目を見開いた。肩かた口ぐちに狼仙の牙がみしみしと食い込んでくる！　味わったことのない激痛に全身が硬こう直ちよくする。

（簪、は……！）

　温かいものが肩かたから胸へと流れ落ちるのがわかった。赤や白に明めい滅めつする視界をめぐらせて、あおいは簪の行方ゆくえをさがす。もはやあおいにできることはそれだけだった。

　そしてあおいは見た。捻ひねりあげられている自分の右みぎ腕うでを！　簪は狼ろう仙せんの腹に届かなかったのだ！

　くつくつと、狼仙が肩を揺ゆらすのがわかった。浅はかなあおいの反はん撃げきなど軽く見み透すかしていたといわんばかりの嘲ちよう笑しよう。

（……悔くやしい……悔しい……っ）

　喉のどから悲鳴がほとばしる。怖こわくて、悔しくて、痛くて。

　割れたびいどろの簪。連雀にもらった大切な簪。折れてしまった。もらって嬉うれしかったのに、すごく嬉しかったのに。

（連雀、会いたい……最さい期ごに、会いたかった……）

　無理に母に会おうなんて思わなければよかった。いや、会いたいのなら、一人で獣精と行動したりなんてせずに、連雀に相談すればよかったのだ。それなのに、変な意地を張った。

（馬ば鹿かみたい。──わかってる。結局わたしは連雀に心配して欲しかったの）

　雨が降ってぬれたことを心配して欲しかった。

　迎えに来て欲しかった。

　それがかなわなかったから、母恋こいしさを口実にして鳥界山を抜ぬけ出して、心配させたかっただけ。きっと彼の気持ちを試ためして知ろうという狡ずるい心がどこかにあった。

　連雀の体を心配しながら、結局なんて自分本位な女だろう！　狡くて、浅ましい！　嫌いやな自分！

（わたしって、馬鹿だ）

　そうやって相手に迷めい惑わくをかけることでしか、相手の気持ちを確かめることができない。そんなの子供のすることだ。本当にみっともない女。

（馬鹿みたい。──だけど）

　あおいは簪を握った手にありったけの力を込めた。首筋の痛みはすでに麻ま痺ひしていてよくわからない。

（馬鹿なわたしだけど、ここで死んだら、連雀はきっと後こう悔かいする！）

　迎むかえに行かなかったこと、一人で行動させたこと。きっと後悔して、これから永久に続く不老不死の生活のなか、拷ごう問もんのように心に傷を負い続けてしまう。かつて仲間を失った過去を引きずっているという連雀に、更さらに深く消えない傷きず痕あとを残してしまう！

　浅はかなあおいのせいで！　それだけはさせたくない！

「死にたくないっ!!」

　愚かな自分のまま死にたくない！　迷惑をかけたまま死にたくない！

　叫さけんだ。

　腹の奥底が急速に熱を帯びる。小さな渦うず潮しおが体内にあるように感じた。

　簪を握る手が熱い。熱を帯びたなにかが噴ふき出してくるような感覚。狼仙が驚おどろいたように顔を上げた。

「わたしは死なない！　こんなところで!!」

　捻りあげられていたはずの手が動く。渾こん身しんの力を込めて、あおいは簪を振ふり下ろした。

　獣けものの咆ほう哮こうがあたりに響ひびく。身をよじった狼仙に突き飛ばされて、あおいは川べりにしたたかに頭を打ちすえた。それでもすぐに身を起こす。

　死にたくない。連雀のために。ここからが勝負だ。

「ぅううおォおおおおのれぇェえええッッッ!!」

　あおいは瞠どう目もくした。憎にく々にくしげに顔を歪ゆがませて身み悶もだえる狼仙。その脇わきに突き立っているものは、なぜか簪ではなかった。──びいどろのように透すき通った、それは槍やり。

　狼仙の体が歪み、そして盛り上がる。巨きよ大だいな獣型に戻もどったのだ。

　逃にげなきゃ、瞬しゆん時じにあおいはそう思った。

　次あの爪つめや牙きばで捕とらえられたら二度と逃のがれることはできない。それどころか一口で食われてしまう。

　だが焦あせる気持ちとは裏腹に、走り出そうとすると足がもつれた。とっさに地面についた腕は体を支えることすらできなかった。そのまま突っ伏ぷすようにして顎あごから倒たおれこむ。肩からは生温かい液体がとめどなく溢あふれてくるのが分かった。

（だめ、倒れてる暇ひまなんてない！　逃げなきゃ、逃げなきゃ！）

　そう思うのに、腕に力が入らない。傷がない方の腕すら震ふるえるばかりで、どう足あ搔がいても体を起こすことができなかった。意識は鮮せん明めいなのに、体の感覚が遠ざかってゆく。

（まだ死ねないのに！）

　母に会いたい。吉備にも連雀にも。愚おろかな自分を正して、恥はじない自分でもう一度会いたい！　それにあおいが助けを呼びにいかなければ、津久見は誰だれに知られることなく狼仙の餌え食じきとなってしまうだろう。見捨てるわけにはいかない！

　獣の咆哮に振り向けば、あおいを踏ふみ潰つぶそうとする大きな足が見えた。

「う、ごけ、わたしの体……動けぇええッッ！」

　肚はらの底からあおいは叫んだ。声とともに、体内の渦潮が爆ばく発はつする。

　その熱い奔ほん流りゆうは背中を突き破った。

　自らの体内で何が起きているのかわからないまま見開いた目に、狼仙の丸太のような足が目の前を通過し、なぜだか急速に離はなれてゆくのが映った。

　しかも、離れてゆくのは狼仙ではなくあおいの方で、狼仙どころか地面すら離れてゆくのだ。上下に揺れる不安定な浮ふ遊ゆう感かん。

　あおいの背にはいつのまにか翼つばさが現れていた。

「翼よく変へん……」

　やった、と思ったのは一いつ瞬しゆんだった。木々より高く舞まい上がったあおいだったが、星明かりに照らされて狼仙の体がしなるのが見えた。跳ちよう躍やくしてあおいを捕らえる気だ。

（は、はやく、早くもっと高く……っ！）

　待ちに待った初めての翼変なのに、喜びに浸ひたる間もなく絶望感が去来する。飛び方がわからない。無我夢中でここまで舞い上がったものの、それ以上のことはできそうになかった。

　あおいはじたばたと手足を動かした。思うように動けずにもがくあおいの目に、狼仙が跳躍する瞬間が見えた。

（あぁっっ！）

　せっかく翼変できたのに、ようやく丹たん田でんがどこにあるかわかったのに。もう、ダメだ！

　あおいはぎゅっと固く目を瞑つぶった。食われて死ぬのはどのくらい痛いのだろう。不死の体の分、その痛みは長引くのだろうか。その間に何とか手紙が残せないだろうか。どうにかして連雀に伝えたい。ごめんなさい、と。

（────……あ、れ？）

　死の瞬間をあれこれと想像していたあおいは、一向にその時が訪おとずれない事をふと不思議に思った。硬直していたまぶたを恐おそる恐る押し上げる。

「────大だい丈じよう夫ぶだったか、あおい」

　目に飛び込んできたのは、大きな翼。そして冷え切った体を包む温かな感かん触しよく。

「……れ、連雀……？」

　呆ぼう然ぜんとするあおいを抱いて連雀は数度羽ばたき、狼仙から距きよ離りを置いた宙で解放される。腕を放されたら落ちる気がしたが、あおいは何とか空中に留とどまれた。

「動くなよ。少し待ってろ。目を瞑ったままでいい」

　言い返す間もなく連雀はするりと宙を滑すべってゆく。狼仙の激しい咆哮が響いた。見れば、狼仙の狂きよう爪そうを宙を舞うようにあしらっている鳥仙がいる。──吉備だ。

「危ない！　やめてっ！」

　叫んだあおいに、二人は同時に振り返る。暗くら闇やみの中、笑えんだように感じた。

　狼仙に向かって滑かつ降こうする連雀の右手が光の渦を生み出す。その光は形を変え、刀へと変へん貌ぼうした。振り下ろすと同時耳を覆おおいたくなるような断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうが響き、ぶわりと突とつ風ぷうが巻き上がる。上手うまく飛べないあおいは煽あおられて宙を滑り落ちた。

「あおい！」

　連雀の声。風でもみくちゃになっていた体が抱だき留められたのがわかった。

「大丈夫か、あおい」

「……連雀」

　胸が熱くなった。心の底から心配していたとわかるその声。

（……ずっと、心配して欲しかった。だけど、迷惑をかけたかったわけじゃない……）

「ごめんなさい、ごめんなさいっ、わたし、ほんとうに……馬鹿だった」

「泣くな、痛いか？　もう大丈夫だ」

　そっと地面に下ろされた。不思議と足に力が入らなくて、あおいはその場に座り込んだ。夏だというのに震えるほどに寒い。体は泥どろを纏まとったかのように重かった。

　吉備が慌あわてたようにそばに降り立つ。

「あおい、その肩かた！」

　吉備の指し摘てきで連雀もようやく肩の傷に気がついたのか、驚いたように目を見開いたのが見えた。

「だいじょぶ、わたし、頑がん丈じようにできてるから。それにほら、仙せんって不死なんでしょう？　どうってことない」

　肩は痛いというよりも疼うずくように熱かった。それでも自じ業ごう自じ得とくだ、とあおいは思う。愚かなことをしたから、その罰ばつが下ったのだ。心配をされると申し訳がない。本当に、何もかもが申し訳なくて消えてしまいたい。

「なにを言ってる、早く手当てを……」

「狼仙は？」

　どこかおろおろとしている連雀の肩かた越ごしに、獣の巨きよ体たいを捜さがす。夜目にも明るい白い毛並みが小山のように横たわっているのが見えた。

「あれならもう倒しましたから大丈夫です。さああおい、屋や敷しきまでわたしが送ります。早く手当てをしたほうがいい」

「あ、わたしより、津久見さんが。彼女、駆かけ落ちなんかじゃない！　森の中であいつに捕つかまってたの！　お願い、早く彼女を助けて！」

　二人は驚おどろいたように顔を見合わせた。

「──吉備、頼たのむ」

「わかりました。あおい、それはどのあたりです？」

「た、たぶん、あっち。笹ささ藪やぶの中よ」

　星と川の位置を確かく認にんしてからあおいが方角を指差すと、すぐに吉備は飛び立っていった。

　それを見送るとあおいはようやく安あん堵どの息をつく。よかった。自分も津久見もこれで助かる。

　ほっとすると同時に、力が抜ぬけた。なぜだか支えきれないほど自身の体が重いうえに、狼仙に嚙かまれた肩がとにかく熱くて疼く。まぶたもすごく重い。

「……なんか、疲つかれた……」

　このまま眠ねむってしまいたい、そう思った時にはすでに体は横たわっていた。

「あおい！　あおい！」

　連雀の呼ぶ声が聞こえる。ごめんなさい、とあおいはただ心の中で繰くり返した。

　ごめんなさい、心配かけて。ごめんなさい、迷めい惑わくをかけて。ごめんなさい、もらった簪かんざしを壊こわしてしまって。

　ごめんなさい、それでもやっぱりあなたのことが好きで……。

　あなたが、大好きで。

　そこまで考えてから、あおいははっと我に返った。

（ま、まさか声に出てたりとか、しし、しないわよね!?）

　はっとあわてて口元を覆う。だ、大丈夫だ。意識は朦もう朧ろうとしていたけれど、声には出ていないはず。

（あ、焦あせった！　危あやうくぼんやりと声に出して告白してしまうところだったじゃない！　絶対に言うつもりなんかないのに。そんな勇気あるわけないのに！）

　危ない危ない。

　遠とお退のいていたあおいの意識はおかげですっかり覚かく醒せいした。そして気がつく、なんだかおへその辺りが熱い。

「……………………………」

　河原で寝ねそべっていたあおいは、無言でそれを見た。

　見たけれど、なんだか頭が空回りしているようでよくわからない。

　見えたのは連雀の頭だ。

　連雀の頭が、むき出しになったあおいの腹部に顔をうずめている……。

「………………………………あ」

　意識が一瞬飛びかけた。

　あおいは着物をはだけていた。帯も解かれて小さな胸までむき出しだった。なぜか半はん裸らの状態!?

　かあぁっっと全身が熱くなる。夜に着物を脱ぬがされて、しかも素す肌はだの腹部に口づけをされている!?!?　しかも男性に！　っていうか、連雀に!?

「あ、あ、れ、れん……っ」

　声にならない悲鳴とともに激しい動どう揺ようが全身を駆け巡めぐった。

（な、なになになになになに!?　いったいなにがっっっ!?）

　上体を起こしかけて硬こう直ちよくしたあおいに、連雀がはっと顔を上げた。目と目が合う。あおいの頭は血が駆け上りすぎて爆ばく発はつしてしまいそうだった。

「れ、れ、れん」

「ち、ちがうぞ、これはちがう！」

　同じく激しく動揺した様子の連雀がぎこちなく両手を上げ下げした。

「これはあれだ、た、丹田に仙気をだな！」

「み、見たの……？」

　あおいははだけていた着物を胸むな元もとでかき合わせた。その動作に連雀はびしっと音を立てて硬直した。

「み、見たの、ね？」

「い、いや、見てない！　見たがそういうのじゃない！　いや、そうじゃなく！」

「見たんじゃない！　どうせわたしの胸は見たかそうじゃないかわかんないくらい小さいわよ！」

「ちが……っ、俺は、お前の傷を早く治そうと思って……」

「……………傷……」

　そういえば、とあおいは嚙まれた右みぎ肩かたに手を当ててみた。痛くないどころか、疼きもなくなっていた。着物の中に手を滑り込ませて直じかに触ふれてみれば、そこにあるのはつるっとした素肌だ。牙きばの痕あと一つない。

「お前の仙気が弱っていたから注つぎ足した。仙気が満ちてめぐれば不死である仙の傷などすぐに治る」

「…………それって、おへそに口づけしないとできないの……？」

「く、口移しという方法もあるが、さすがにそれはまずいだろうと思った。……そっちのほうがよかったなら、謝る」

「え、や、……どっちもどっち、かな」

　口かへそかで口はまずいと判断した思考がいまいち理解できないが、あおいは濁にごした答えを返した。なんだかまだ心臓がばくばくする。裸はだかで腹部に口づけされているのを見たときには空の彼方かなたまで昇しよう天てんしてしまいそうだった。

　ああだめだ、まだ顔が熱い。

「さあ、帰るぞ」

　恥はずかしさをぬぐい去るように勢いよく立ち上がり、連雀が手を差しのべた。でも、とあおいがためらっていると、彼はそっと空を指す。大きな翼つばさを持った影かげが何かを知らせるように上空を旋せん回かいしていた。

「吉備だ。津久見も一いつ緒しよだ」

「……よかった」

　胸をなでおろして、着物を直して帯をさっと結ぶ。いつの間にか背中の翼は消えていた。どんな色でどんな形の翼だったのか、さっきはとても見る余よ裕ゆうがなかったのが口くち惜おしいけれど仕方がない。丹たん田でんの在り処かも分かったのだから、少し練習すればきっとまた出せる……はずだ。

　あおいはためらいがちに連雀の手に自分のそれを重ねた。

「心配したぞ、ほんとうに」

　連雀はあおいを立たせると、そのままぎこちない仕草で抱だき上げようとする。あおいの頰ほおはまた火が噴ふき出しそうなほど熱くなった。

「ちょ、ちょっと待って！　一人でだ、大だい丈じよう夫ぶだから！　わたし、翼よく変へんできるようになったの！　たぶん一人で飛べるから、練習するからちょっと待ってて！」

「ああ、見ていた。だがあんなへたくそな飛び方ではいつまでたっても帰れないぞ」

　連雀は拒こばもうとするあおいを面めん倒どうだと思ったのか強ごう引いんに抱き上げる。あおいは真っ赤になってきゅうっとちぢこまった。




　夜空には眩まばゆいほど月が煌こう々こうと輝かがやいている。対照的に暗くら闇やみに包まれた森を眼下に見下ろしながら二人は飛んだ。

「────すまなかった」

　連雀がふとそんなことを呟つぶやいた。

「なにが？」

「一人で練習に行かせたあげく、雨が降っていたのに迎むかえにも行けなかった」

　あおいは連雀を見上げた。連雀はほんとうに申し訳なさそうな表情をしていた。あおいは激しく首を横にふる。

「連雀が謝ることじゃないよ。わたしのほうこそ、獣じゆう精せいに気をつけるように言われてたのにこんなことになって、本当にごめんなさい。何回謝っても足りない」

「俺がきちんとついていれば起きなかったことだ。すまない」

「でも」

　躊躇ためらったあげく、えいっと勢いに任せて聞いてみる。

「お客様がみえていたでしょう。だから……」

　連雀を責めたいのではない。整えられた客待の間は瑠璃姫のためだった。瑠璃姫が来訪していたから迎えに来なかったのだと、そうはっきりと連雀の口から聞けば、きっと気持ちの整理がつく気がしたのだ。けれど。

「客……ああ、姫ひめか。瑠璃姫なら挨あい拶さつを交かわす程度ですぐに帰られた」

　思いの外あっさりとした口調で、あおいは拍ひよう子し抜ぬけした。

「なんで？　連雀の大事なお姫様でしょう？　接待じゃなくてもほら、積もる話とか、熱い話とか、少しでも長くお傍そばでどきどきわくわくの良い時間を……」

　自分でも何を言っているのかわからない事を口走る。連雀は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「？　それはもちろん、大事な我々鳥ちよう仙せんの姫君だが。長くお引き止めしては礼を欠く。そもそも目的はお前に会うことだったのだから、留守では仕方がない」

「え、わたし？」

　あおいは目を極限まで丸くした。「待ちきれなくて」と言っていた瑠璃姫の目的は連雀ではなかった？　いやそもそも鳥界山の主あるじが未熟な雛ひなにいったい何用が!?

「話を色々と聞きたかったようだ。なにせ初めての鳥仙同士から生まれた雛だ。特に姫はそれをずっと待ち望んでいた。先日お前について報告を上げたときなど、いつになく楽しげにはしゃいでおられた」

　先日、とはあの金つばを買いに行ったときの事だろうか。奥の茶室から楽しそうな声が聞こえていた。二人はあの時、あおいの話で楽しく盛り上がっていた？

（もしかして、二人の仲はわたしが思ってたのとなんだか違ちがう？）

「──どうした？」

「いや、なんかどっと疲つかれが」

「風ふ呂ろが沸わかしてある。体を温めて、少し腹ごしらえをしたら部屋でゆっくり休め」

　連雀は冷え切ったあおいを温めようとするかのように優やさしく強く抱きしめる。夏用の絽ろの着物は薄うすくて、彼の体温がそのままじんわりと伝わってきた。それがすごく心地ここちいいのと同時に泥どろだらけの濡ぬれ鼠ねずみになった自分の姿がみっともなくて、自分の心根が恥ずかしくて。何よりも連雀が引きずっているという過去のことを思えば言葉にならないくらいに申し訳なくて、体はさらにぎゅっとちぢこまる。

　ふと、連雀が笑う気配があった。

「そんなに緊きん張ちようするな。もう落としたりなんてしない」

「うっ……でも落とされても文句は言わないわ」

「何を言う。仙貨も出せた、神楽かぐらもすっかり上達した。翼変もできたし、武器も出せたようだな。もう立派な鳥仙だ」

「武器？」

「自分で出したんだろう？　狼ろう仙せんに槍やりが突つき刺ささっていた。仙気を練って作り出す武器」

「あぁ、あれ、わたしが出したのね……」

「雛鳥もそろそろ巣立ちが見えてきたか。でもまあ、急がずにゆっくり飛び立つ練習をすればいい」

「……はじめのころは、ずいぶんと急いでいたみたいだったけど？」

「あれは」

　連雀はわずかに口ごもった。前方を見み据すえていた目が一度あおいに向けられて、すぐにばつが悪そうにそらされた。

「……あれは、まあ、確かに焦あせっていた。なにせ飛べない雛は獣精にも狙ねらわれやすい。早く飛べるよう、早く武器を出せるよう、本能を目覚めさせるのが一番の近道だと思った」

「えっと、つまりはわたしの安全のため？」

「神事のための都合でもある。日程から考えても神楽舞まいを完かん璧ぺきに仕込むのが優先だったからな。仙気を操あやつる指導の時間がとれそうになかった。……悪かったな、落としたりして。怖こわい思いをさせた」

「ううん、いいの。あの時は確かに怖かったし、最低ふざけんなって思ったけど」

「……」

「でもあながち間違ってなかったんじゃないかな。実際こんなことになってようやく翼変もできたわけだし。──あ」

　津久見を抱いて前を飛んでいた吉備が手を振ふり、降下していった。暗闇に静まり返った仙の屋や敷しきが並ぶ中、門に篝かがり火びの明るい屋敷がある。おそらくあれが吉備の屋敷なのだろう。

　吉備たちが無事敷しき地ち内に降り立つのを確かく認にんしてから、連雀は再び屋敷を目指して羽ばたいた。

「そういえば、夜飛ぶのって平気なの？　鳥仙は夜が苦手なんでしょう？」

「あまり見えないからな。それに翼変するにも鳥ちよう変へんするにもとにかく仙気を食う」

「え、大丈夫なの？」

「お前に心配されるほど未熟じゃない。…………ほら、ついたぞ」

　連雀は屋敷の門をも越こえ、湯ゆ殿どの近くの廊ろう下かへとふんわりと降り立つ。あわてたようにポ太郎たちが駆かけつけた。

「とりあえず風呂にでも入れ。軽い食事の用意をして待ってる」

　連雀はそれだけをいうと踵きびすを返して自室のほうへと早足で去っていった。

　狸たぬきの獣精たちは仕事を分担してさっと散ってゆく。ぼんやりと立っていたあおいの着物の裾すそをポ太郎が引いた。

「大丈夫でございましたか、あおい様。こんな泥だらけにおなりで。心配しておりましたでス」

「うん、大丈夫。ちょっとお風呂が汚よごれちゃうけどごめんね」

「いいえいいえ、そんなことようございまス。お迎むかえに行ったのですがすれ違ちがってしまったようで、こちらこそ本当に申し訳なかったのでス。連雀様など薬の抜ぬけないまま血相を変えて飛び出してゆきましたし……」

「薬？」

「はいそうなのでス。瑠璃姫様が帰られた後に吉備様がみえたのですが、どうやらその手て土産みやげの金つばに眠ねむり薬が入っていたようでございましてでスね、三個も平らげた連雀様はすっかり昏こん倒とうされて……」

「き、吉備さんが眠り薬を？　なんで？」

「駆けつけたわたくしどもに、疲れているから強制的にでも休ませてやるんだと仰おつしやったのでス。それからもう泥のように夜まで眠り込んでしまったのでス……」

「…………」

　そういえばあおい自身も「一服盛ってでも休ませたほうが」などと考えたことがあった。

「そしたらでスよ、来客にはすっかり遅おそい時間になったころに血相を変えて吉備様が飛び込んできまして言うのでス。なんでも金つば屋の主人が、日が暮れた中を獣精をつれて歩くあおい様を見たとかなんだとか、その話を白鶴様が聞いたのを吉備様のお屋敷の獣精が聞いたのを小耳に挟はさんだんだとか？　いや、小耳に挟んだのを小耳に挟んだのでスか？　そりゃあもう慌あわてたように意識朦もう朧ろうの連雀様ともども飛び出して行かれましたのでス」

　あおいはぼんやりと湯殿の戸を見つめた。

　連雀はずっと薬で眠らされていた。あおいが一人で寂さびしくうろうろしていたことも、昼飯を食べに帰らなかったことも、外に出たまま雨が降り出していたことも。知る由よしもなかったのだ。

「────わたしって、ほんとうに……」

「え？　なんでございまス？」

「ううん、なんでもない。じゃあ、お風呂入らせてもらうわ。心配してくれてありがとう。みんなに迷めい惑わくをかけて本当にごめん」

　戸を開けて中へと入る。

　お風呂に入ったら、体だけじゃなくて心もきれいになったらいい、前にそんなことを考えた。けれど、そうなったらいいのに、なんて希望で言ってるうちはきっと何にも変わったりなんてしない。

「わたしは、変わる」

　今この風呂で、愚おろかだった自分をすべて洗い流してしまおう。

　嫉しつ妬とや寂しさで泥だらけになってしまった恋こい心ごころをきれいに洗って。びいどろのように透とう明めいできらきらと輝かがやくような気持ちに切り替かえるんだ。

　ぐしょ濡れの泥だらけだった着物を脱ぬぎ捨てる。心の中の汚れた衣ころもも脱ぎ捨てられた気がした。
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　八月の末。

　月のない夜に神事は粛しゆく々しゆくと執とり行われた。

　まだ厳しい残暑の中だったが、聖域の澄すんだ空気は暑さを感じさせない。鳥界山に住む鳥ちよう仙せんたちが一番上等な身み支じ度たくで集まる中、盛大な篝火に照らし出された檜ひのきの舞ぶ台たいから笛や太たい鼓この音が流れ始める。神楽舞の奉ほう納のうがはじまるのだ。

　鳥仙たちは舞台に上がった舞子に注目した。

　神事の冒ぼう頭とう、鳥界山を取りまとめる青鵬の君から、今年の舞子は鳥仙同士の間に生まれた純血の二世仙だという紹しよう介かいがあった。ごく一部の仙は訳知り顔だったが、多くの仙が一体どのような仙なのか、どのような仙気を放っていて、ふつうの鳥仙とどのように違ちがうのかと興味を寄せた。

　斎燈かがりびが揺ゆらめいて檜の舞台に影かげが躍おどる。お囃子はやしが一度やみ、辺りは水を打ったように静まり返った。薪まきの爆はぜる音だけが聖域に響ひびく。

　舞台正面には天岩戸を模した巨きよ大だいな欅けやきの輪切りが置かれ、長なが胴どう太鼓、締しめ太鼓、篠しの笛ぶえ、銅どう拍びよう子しの四人囃子が舞台に向かって右手に座る。八角形の吊つり天てん井じようが設置され、無数に結ばれた白い紙垂しでが夜風を受けて音もなく揺れた。

　どん、と低い太鼓の音が一度響く。そして左下段に坐ざした神楽かぐらの舞い手たちが柏かしわ手でを打った。




「──かけまくも　かしこき　天照大神のおおまえに　かしこみかしこみ申す」




　どん、どん、どん。

　鳥仙たちが深く頭こうべを垂れ、それからゆっくりと、ゆっくりと。左手の階きざはしを一人の舞子が上ってくる。朱鷺とき色いろの生き地じに施ほどこされた絢けん爛らんな金銀の刺し繡しゆうが夜闇やみに艶あでやかだ。頭あたま飾かざりは銀にわずかな金粉をまぶした沢さわ桔ぎ梗きようの前まえ天てん冠かん──天宇受売命舞いのあおいだ。鳥界山の岩戸神楽は天照大神がすでに岩戸に隠かくれたところから始まる。

　あおいはすり足で舞台の中央へ渡わたった。あまりの緊きん張ちように鼓こ動どうが速くなる。

　舞台の周りは集つどった鳥仙たちで立りつ錐すいの余地もない。その誰だれもが一心にあおいを見つめていると思うと足が震ふるえた。

（……大だい丈じよう夫ぶ）

　ゆっくりと息を吸い、浅くなりそうな呼吸を整える。

　大丈夫、ともう一度心の中で自分に言い聞かせた。

　この日のために二ふた月つき半はん、来る日も来る日も練習を重ねてきた。舞も拍子もすべて体に染しみついている。失敗するとしたら、そう。それは自分自身を信じられない心の弱さが原因だ。

　桶おけを逆さにした台座に上がるとともに、背筋を反らす。意を決してしゃん、と鈴すずを打った。

　それを合図に囃子が始まる。銅拍子の小気味よい軽快な音色。

　不思議だ、とあおいは思った。神楽の囃子が流れるとともに、体が自然と動き出す。先ほどまでの緊張も何もかもを置き去りにして、足が軽けい妙みように台座を踏ふみ鳴らした。

　笑えみがこぼれる。思えば、この激しい足拍子のせいで、鳥界山での生活の半分は筋肉痛に悩なやまされていた。連雀の指導の声も厳しくて、思い出すとつい背筋が伸のびる。視線は真っ直すぐ、神々を魅み了りようするかのように艶つやを込めて。

　さあ、高鳴る鈴で天を撫なでよう、さらさらと篠しの笹ざさで地を撫でよう。

　高く、低く腕うでを振ふり、千早を浮うかせてくるくると舞まい踊おどる。

　玉の輿こしだという噓うそで連れてこられた鳥界山、任せられた神楽舞、毎日積み重ねてきた練習、生き真ま面じ目めなのに不器用な連雀、優やさしく朗ほがらかな吉備、せっせと働くポ太郎たち獣じゆう精せい、二月半の思い出がつぶさに甦よみがえる。今は感謝しか湧わかない。この感謝の気持ちは伝わるだろうか。伝えられるだろうか。

　合いの手が太鼓とりや境けい内だいに集まった鳥仙たちから上がる。練習では無かったそれが一層あおいの舞を盛り立てる。




「東山　天照る神の　御み代よなれば　下をば拝め天を戴いただけ

　月も日も空に光しあらざれば　何処どこを神の宿とたずねん」




　肚はらの底から歌い上げると、ひときわ大きな合いの手が上がった。思わずあおいがそちらを見れば、赤々と燃え上がる斎燈かがりび越しに、こちらをひたと見み据すえる連雀の姿があった。あおいは心の中で頷うなずき、千早も小こ袖そでも脱ぎ捨てた。ここからさらに天宇受売命は神かみ懸がかる。

　旋せん律りつを奏かなでる篠笛が一層高らかになり、舞はさらに激しさを増した。あおいは一心不乱に舞い踊り、境内を揺るがすように鳥仙も獣精も合いの手の声を張り上げる。まるで全すべてが一つの舞い鳥になったかのような一体感。

　イヨオォ──っ！

　鶏にわとり仙の朝一番が響く。同時にあおいは身をひるがえし、舞台の端はしに跪ひざまずく。速く軽快だった囃はや子し方かたは、今度はうって変わって重々しく太鼓の轟とどろく力強い調子へと変わる。扇おうぎを手にした天手力男神の登場だ。岩戸の戸をこじ開ける剛ごう力りきの舞。

　あおいは息を整え顔を上げ、最後の歌に今まで練習してきたすべてを込める。肚の底から深く声を出す。響け、天まで。届け、岩戸の奥まで。




「天の戸を　開いて月の夜もすがら　静々拝む天の岩戸を」




　鳥ちよう変へんした仙たちが舞台の上を飛び交かう。それぞれ咥くわえた清めの紙かみ吹雪ふぶきをちらして。

　喜びを奏でていた囃子がゆっくりと調子を落とし、太鼓が低く鳴り響く。

　どん、どん、どん……。

　そして、隠れていた太陽が姿を現す。天照大神が天岩戸から姿を現すのだ。

　集っていた鳥仙たちは一いつ斉せいに膝ひざをつき、深く深く頭を垂れた。
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「──わたし、知らなかった」

　どこか興奮気味のあおいに甘酒を手て渡わたしながら、連雀は「言ってなかったか？」と首をかしげた。

「言ってない、聞いてない。ぜんっぜん。まさか、ほんとうに神様がお姿を見せるだなんて……」

　頰ほおを紅潮させながら、甘酒に口をつける。喉のどがからからだった。

「そもそもそのための神事だろう、言わなくてもわかると思うんだが」

「連雀の常識は、わたしの非常識なの。何が起きたのかと思って固まっちゃったわよ」

　そのときのことを思い出して、あおいはぼんやりと宙を眺ながめた。

　あおいたちの一連の舞が終わり美しい紙吹雪が舞ったかと思ったら、突とつ然ぜん舞台上の神鏡が光りだしたのだ。まさに午ひるの日差しのような目を射る白光。何事かと驚おどろいて周囲を見れば、誰もがうやうやしく頭を下げている。わけもわからないままそれに倣ならっていると、その光はしだいに一人の女性の姿をとった。まぶしすぎて顔形はまるでわからなかったけれど、荘そう厳ごんなそのお姿に、尊いお方だということは理解できた。

「まさか神様にお会いできるだなんて……。鳥仙ってすごいのね」

　あまりの神こう々ごうしさに瞬まばたきすらできずにいると、尊いそのお姿は溶とけるように凝ぎよう縮しゆくされて、金の烏からすとなって羽ばたいていった。

「毎回おいで下さるわけではない。十年ぶりくらいか。お前の舞がそれなりにいい結果を残せたということだ」

「わたしの舞？　なに、わたしの神楽舞の出来次し第だいだったの？」

「そういうことだ」

「そんなの聞いてなかった」

「言わなかった。責任重大だぞと言ったらがちがちになるだろう。これでこれから一年、地上界は天候に恵めぐまれる。収しゆう穫かく前に稲いねをなぎ倒たおすような嵐あらしは来ないし、冬も里に雪は少ない。初夏に雨はじゅうぶん降り、夏はよく晴れほどよく雨が降る」

「……地上界の天候まで、わたしの責任だったわけ？」

「それなりにな」

　しれっとした顔の連雀。わずかに頰を膨ふくらませて、あおいは並んで歩いた。

　神事がすんだ後、屋や敷しきで浴衣ゆかたに着き替がえて降りてきた町屋街。大路沿いに提ちよう灯ちんや行あん灯どんが並び、即そく席せきの屋台や物売りが行きかいすっかりとお祭り騒さわぎだ。

　鳥ちよう仙せんたちの中にはあおいの姿をみつけて駆かけ寄ってくるものもいる。神楽舞のおかげで顔を覚えてもらえたらしく、たくさんの自己紹しよう介かいを受けた。両親が鳥仙ということがやはり何よりも注目を集めているらしい。

「──あおい」

　かけられた声に振り返れば吉備だった。手には二つの竹たけ筒づつを持っている。

「あおい、すばらしい舞でしたよ。練習の甲か斐いがありましたね」

「ありがとう。吉備さんがたくさん息いき抜ぬきさせてくれたおかげです。ほんとうにありがとうございました」

「いえ、わたしはただお茶友が欲しかっただけです。なにせ不老不死ともなるといかな娯ご楽らくにも飽あきてきてしまいますから。あおいといる時間はとても新しん鮮せんで楽しいのですよ」

「それに、こんな素す敵てきな浴衣まで」

　いつもの穏おだやかな笑顔の吉備に、あおいは両りよう袖そでをつまんで広げて見せた。淡あわく染められた黄色い福ふく寿じゆ草そう柄がらの浴衣。きのう吉備が届けてくれたものだ。

「そういってもらえるととても嬉うれしいですね。ほら、連雀、あなたもお疲つかれ様でした」

　吉備は手にしていた竹筒の一つを連雀に手渡した。

「瑠璃姫が振ふる舞まっている神酒みきです。すみませんがあおいには、若い女性に酒を勧すすめるのもどうかと思ってもってきませんでした」

「わたしは甘酒で十分ですから」

「もらっておく。吉備もお疲れだったな」

　あらためて三人で乾かん杯ぱいをした。夏の夜にやわらかく橙だいだい色いろの灯あかりが並ぶさまは美しくて、それらを眺めながら、そして時おり連雀の横顔をちらりと見上げながらあおいは歩いた。

　夜店や屋台をのぞき、雑談を交かわしながら満まん喫きつする祭りはとても楽しく、心地ここちいい時間だ。

　やがてお開きの時間になると、運ばれてきた樽たるから大量の神酒が全員に振る舞われ、誰だれもが浴びるようにそれを口にしてから帰路につき始めた。

「ねえ、連雀」

　吉備と別れ、大路をゆっくりと二人で上る。吉備にひたすら酒を勧められていた連雀は、怪あやしい足取りでふらつきながらあおいを見た。

「……なんだ」

「大だい丈じよう夫ぶ？　飲みすぎじゃないの」

「俺に言うな。吉備に言え。人に飲ませたあげく、なんだあいつは、用があるから先に帰れだと？」

「連雀ってお酒弱いのね、なんだか意外かも」

「うるさい。気にしていることを言うな」

　ふらりと連雀の足がもつれる。あわてて支えようとしたけれど、酔よいの回った連雀は思いのほか重かった。ともにへたり込むように道みち端ばたに尻しり餅もちをついた。

「いった……。もう、しっかりしてよ」

「むりだ。ここで寝ねる」

「そんな馬ば鹿か言わないで。ちょ、ちょっと、ほんとうに寝ないでよ、起きて！」

　目を閉じようとする連雀をゆすったけれど、まるで効果がない。どうしようかと辺りを見回したけれど、帰路につく誰もが危あやうい足取りだった。とても男一人支えて歩けそうなものはいない。

「どうしよう。もう、連雀ったら……話したいこと、いっぱいあったのに」

「なんだ、話って」

　重そうなまぶたが少し開いた。

「あ、まだ起きてた」

「寝る前に聞く」

「あの、まずはありがとうを言いたくて。連雀の指導があったから、今日の本番を迎むかえられた。忙いそがしいのにたくさん面めん倒どう見てくれて、本当にありがとう」

　初めは強ごう引いんすぎる方法で連れてこられたけれど、今は神楽かぐら舞まいが上手うまく奉ほう納のうできたことが心の底から嬉しい。今自分は『下働きのあおい』ではなく『鳥仙のあおい』なのだと実感できる。丹たん田でんから放たれる仙気が全身を熱く廻めぐっている。

「……帰りたくはないのか。地上界の者が恋こいしいのだろう」

　尋たずねたというよりは、吐と息いきのような、微かすかでかすれた呟つぶやき声だった。

　あおいは一いつ瞬しゆん答えに戸と惑まどった。肯こう定ていするのは鳥界山を拒こばんでいるような気がして躊躇ためらわれる。けれど、否定できるほど家族への気持ちが消えてしまったわけではない。育ててくれた母は恋しい。弟はかわいい。

「……正直に言うと少しは、ね。でもわたし、まだまだ未熟な仙だから、早く一人前の仙になれるように頑がん張ばることにしたの。立派な鳥仙を目指すわ」

　暗い顔はしたくなくて笑って見せた。けれど言葉にした途と端たんに切ない気持ちがあふれてくる。笑え顔がおを見せたいのに、唇くちびるが震ふるえ、目め頭がしらが熱くなる。あわててあおいは唇を引き結んだ。

　簡単に江戸を往復できる近道はもう閉じてしまったのだ。連雀たちにこれ以上迷めい惑わくはかけられないと、あれからずっと考えないようにしていたけれど、声に出してしまうとやはり胸がつぶれそうなほどに切なかった。

「そんな顔をするな。今生の別れというわけではないだろう。泣くことも、強がることもない」

「ううん、わたし決めたの。地上界につながってる秘密の通路とかいうやつも閉じちゃったし、もう未練がましくして迷惑かけるのやめようって」

　連雀はあくびをかみ殺して眉まゆをひそめた。

「通路……ああ、獣けもの道みちの事か。あれなら、まだ閉じないぞ」

　あおいは驚いた。あの狼おおかみはあさってには、と言っていなかっただろうか。その日はとうに過ぎている。

「本来なら、鳥界山を空ける際には瑠璃姫の許可が必要なんだが……あれを使って忍しのびで鳥界山を抜ぬけ出す仙が多くてな。……だが閉じたら閉じたでそれも困ると。しばらくは、瑠璃姫が管理することに…………」

　時折り舟ふねを漕こぎそうになりながら連雀は答えた。あおいは体の力が抜けて、その場に突つっ伏ぷしそうになる。よかった。閉じてないのだ。瑠璃姫の管理下にはなったけれど、つながってはいる。それにそもそも許可をもらえば他ほかに道があるようだ。

「ねえ、れん……」

　一転して明るさに満ちた笑みが浮うかぶ。詳しよう細さいを尋ねようとして、あおいは息を吞のんだ。連雀がじっとあおいを見つめていたからだ。ちょうど提灯を掲かかげた獣じゆう精せいの集団がふらふらと千鳥足で通りかかり、暗かった夜道が急に明るさを帯びる。

　揺ゆれる橙色の灯りに照らし出された連雀の表情は、はっとするほどに悩なやましかった。すっかり酔いが回り、ほんのり赤く上気した目元。とろりと眠ねむたげな、どこか切なげにも見える目に、濡ぬれた真っ赤な唇。

　それが、ゆっくりと近づいてくる。

「あ……」

　心臓が止まる。顔から湯気が出て、胸がはち切れる。

　熱い連雀の体温があおいを包み込む。あおいの全身が火を点ともされたようにかあっと熱を帯びた。

「あ、あっ、あのっ」

　抱だきしめられたのは何度目だろう。空から落とすため、それとあおいを助けるため、後は……ああ、でもそのどちらとも違ちがう。

　頰ほおに連雀のさらさらの髪かみが触ふれた。耳が熱い！　耳の中から心臓の音が聞こえる！　耐たえられないくらい胸が熱くて苦しくて……

「──あれ……？」

　ふと、我に返った。抱きしめられているにしては、妙みように重い。

「ああ！　ね、寝てる！」

　あおいは叫さけんだ。連雀はあおいに覆おおいかぶさるようにして寝息を立てていた。

　どぎまぎしていた自分が恥はずかしくなって、八つ当たりするように連雀を揺する。んん、と悩ましい声を出して連雀の目が薄うすく開いた。

「……なんだ、何を怒おこっている……」

「なんでもない！　ほら、帰ろう！」

　あおいは立ち上がり、連雀の腕うでを引いたけれどびくともしない。重さで逆にあおいが再び連雀の隣となりにへたり込む形になった。

「一人前の鳥ちよう仙せん、か」

　連雀は眠たげに夜空を仰あおぎ見た。

「お前はまだ仙貨も自由には出せないし、翼よく変へんだってあれ以来さっぱりだ。まだまだ雛ひなと同じ。一人前になるまでは長い時間が必要だな。……幸い部屋ならいくらでも余ってる。まだ俺の屋や敷しきで居い候そうろうしているといい」

「迷惑かけてごめんなさい」

　あおいは俯うつむきそうになるのを堪こらえ、決意を湛たたえて正面を見み据すえる。

「丹田の場所はもうわかったの。だから、きっとすぐだと思う。いつまでも迷惑かけたりしないから。すぐに仙らしいことが一人前にできるようになる！　頑張るから！　そしたらすぐにちゃんと独立するから！」

　連雀は答えない。少しの間、二人の間に沈ちん黙もくの時間が流れた。

　虫の音が響ひびき、連雀が身じろぎする。

「…………いつか雛は飛び立つ。やはりそれは少し寂さびしいな」

「────え？」

「……俺も、自分がなにを言ってるのかわからん。酔っ払ぱらいの戯たわ言ごとだと聞き流してくれ」

「あ、ぅん」

「仙は不老不死だ。永久のときを生きる。それはひどく長くて、拷ごう問もんのように辛つらく、孤こ独どくだ」

「…………そうなんだ」

「お前が屋敷にいる間、時間はあっという間だった。忙しかったこと以上に、孤独が薄れたことが……嬉うれしかった」

　連雀があおいのほうを向いた。彼の大きな手が顔に伸のびてきて、あおいは目を瞑つぶって固まった。温かな彼の手があおいの髪にふれて、何かを挿さす。

「これは、壊こわすなよ」

「……なに、簪かんざし？」

　あおいはそっとそれに手を伸ばす。

「百合ゆりの花はお前には少し大人すぎたか。まあ、いい。練習に励はげむお前は本当にいい弟で子しだった。褒ほう美びだ」
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　連雀は微笑ほほえんだ。酒のせいか眠さのせいか、無防備な微び笑しようだった。思わずどきりと胸がなる。

「あり、がと」

　百合の花の簪。てっきり瑠璃姫への贈おくり物だと思っていた。それが、自分の髪に挿されている。あおいは胸が熱くなった。

「…………眠い」

　ことん、と連雀の頭があおいの胸に傾かたむいた。かあぁっと体中の血が顔に駆かけ上る。あおいは真っ赤になりつつも、連雀の頭にそっと手をのせた。

（どうしよう……。人を呼んで運んでもらわないと。──だけど）

　もう少し、このままでいたい。もう少しだけでいいから。

「あおい」

　ぼそり、と連雀が呟つぶやいた。

「俺の歌を聴きいたくせに、出て行こうだなんて……それは薄はく情じようだ」

　あおいは驚おどろき、そしてそっと連雀の頭を抱きしめた。







　あとがき







　初めまして、小お野のはるかと申します。

　このたび第十三回角川ビーンズ小説大賞にて幸運にも読者賞をいただき、改かい稿こうした本作でデビューさせていただくこととなりました。何なに卒とぞよろしくお願いいたします。

　とある童どう謡ようの歌詞を聞いた時、「駕籠かご屋が猿さるなら、宿屋はスズメだな」などと妄もう想そうを広げて出来上がったのがこのお話です。『ようこそ雀すずめのお宿へ！』をイメージタイトルにしながら案を考えていったのに、なぜか全然違ちがうものに仕上がりました……あれ？

　アイデアノートの初期ページを開くと、『主人公・鳥の世界に迷い込んだ少女（女子高生）』と書いてあるのですが……女、女子高生……？　女子高生はどこへ？　スズメさんも出てこないし（汗）。

　結局どこをどういじくったのか、舞ぶ台たいは現代ではなく江戸風世界となりました。江戸っ子らしいべらんめえ口調は出てきませんが、主人公あおいの未熟な恋こいと小さな成長を楽しんでいただけましたら幸いです。

　作中に出てくる神楽かぐらは雅みやびな御み神楽かぐらではなく、賑にぎやかな里神楽をイメージしてオリジナルを加えてあります。なので古こ事じ記きとは異なる点もあるのですが……ご勘かん弁べんを！




　未いまだこのお話が一冊の本になるなど信じられない気持ちでいっぱいですが、こうして夢のスタートラインに立つことが出来ましたのも、審しん査さ員の先生方、編集部の皆みなさま、読者賞審査員の皆さま、選考に関わるすべての皆さまのお力ちから添ぞえあってのことです。本当に有り難がとうございました。ご恩をお返しできるよう精いっぱい頑がん張ばります。

　素す敵てきすぎるイラストを描かいてくださった、くまの柚ゆず子こ先生。ラフを見るたびに一人で悶もだえ転がっております。家か紋もんまで考えてくださり嬉うれしいです。有り難うございます！

　また、ご指導下さった二人の担当様。目から鱗うろこが何枚落ちたかわかりません。本当に細かいところまで何度も読んで下さっているのだと感動しました。精進しますのでこれからも宜よろしくお願いいたします。

　応おう援えんの言葉をくれた志を同じくする投とう稿こう仲間の皆さん、出版に携たずさわる全ての方々にも深い感謝を。

　そしてなにより、今この本を手にとってくれている皆さま。どういう言葉で感謝をお伝えしたらよいやらわかりません。ほんの少しでも楽しんでいただけていたら幸いです。

　それでは、またお会いできますことを。


小野はるか　　
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デザイン／須貝美華
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